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エリート上司の過保護な独占愛










１ 最初から両想いの恋などありません




「婚約、おめでとう！」

　貸し切りの都内のカフェバーに、大勢の祝福の声が響き渡る。打ちっぱなしのコンクリートの壁には、新進気鋭のアーティストによる、多彩な色遣いの絵が描かれている。広い店内は、エリアによって使われている家具のテイストが違うが、なぜか統一感を感じる空間だった。

　いつも大勢の客で満員のこの店だったが、今日は一組のカップルの婚約を祝うという、ひとつの目的のために皆が集まっていた。

　本ほん城じょう紗さ衣えも、その中に混ざり、職場の先輩でもある濱はま中なか絵え美みとその婚約者、三み谷たに慎しん吾ごへの祝福の声を上げていた。

　皆に囲まれて笑みを浮かべるふたり。紗衣は、その輪の少し離れたところで、乾杯のために持っていたオレンジジュースをひと口飲んで、笑顔でふたりを見ていた。

「幸せそうだなぁ」

　思わず本音がぽろっと漏れてしまう。その言葉にはたっぷりとうらやましさが込められていた。それも仕方のないことだ、今日のふたりは誰もがうらやむほどの幸福で満ちあふれているのだから。

　会場にいる皆が紗衣同様、彼らを心から祝福していた。

「本当に、幸せそうだな……、ふたりとも」

　背後から声をかけられ振り向く。

「天あま瀬せ課長っ！」

　絵美の上司で、慎吾の親友でもある彼が来ることは知っていたはずなのに、実際に声をかけられると驚いてしまい、自分で思っていたよりも大きな声が出た。慌てて口を押さえたけれど、遅い。

「あはは、本城でもそんな顔するんだな」

「いえ……あの、はい」

　いったいどんな顔をしていたのか、知りたいような、知りたくないようなそんな複雑な気持ちに駆られる。

　目の前に立つ天瀬裕ゆう貴きは、紗衣が勤める繊維専門商社『株式会社ミカド』で、彼女の所属する原料部・第一課の課長である。端的に言えば、彼女の直属の上司だ。

　紗衣は隣に立つ裕貴をチラリと盗み見た。いつもは寸分の狂いもないほどビシッとスーツを着こなしている。しかし今日は仲間内だけの婚約パーティということで、ジャケットは羽織っているが、ネクタイをしておらずボタンは上からふたつほど開いていた。けれどカジュアルすぎないと感じるのは、胸のポケットから覗くチーフのおかげだろう。

　盗み見るつもりが、結局紗衣は裕貴に見とれている。

　結局かっこいい人はなにを着ても、様になるんだ……。

　身長が百八十センチ以上もある裕貴は、どこにいても目立つ。それは長身だけが理由ではなかった。やさしい目もとに、すっと通った鼻筋、形のよい唇。誰もが振り返ってしまうほどの完璧な男性だった。加えて仕事もでき、人当たりもいい。そんな彼の周りには、いつも人であふれかえっていた。

　かたや自分は……と、紗衣はふと自分の容姿について改めて考えてみた。

　チャレンジできずに、ただ伸ばしただけの黒髪。手入れはしているけれど、野や暮ぼったさは否めない。それに加え十人並みの顔立ちで、一度見たくらいでは誰の印象にも残らないのでは、と自分でも思うほどだ。

　そのうえ目が悪く、小学生のときからずっと眼鏡をかけているせいか、おとなしく見える――まぁ、実際そのとおりの性格なのだが。

　少し自虐めいた紗衣を現実に引き戻したのは、隣に立つ裕貴だった。

「今日は髪、下ろしてるんだな」

　気がついてくれたんだ……。

　裕貴としては特別な意味などないのかもしれない。けれど紗衣にとっては些細な違いに気がついてくれたことで、気持ちがフワフワと浮き立ち、思わず顔をほころばせた。

　紗衣はオフィスでは髪をまとめている。そのほうが仕事に集中できるからだ。ただ今日はおめでたい席だし、せっかくおしゃれしたので髪もそれに合わせて下ろしたのだった。

「はい。あの、せっかくなので」

　なにがせっかくなのだ。これだけではまったく、どうして髪を下ろしたのかが伝わらないではないか。そう思うものの、普段は仕事の話しかしない皆の憧れの上司に、口下手な紗衣があれこれ話をすることは、なかなか難しい。

　仕事の話なら、ちゃんとできるのにっ！

　もっと話をしたいと思っているが、焦れば焦るほどうまく言葉が出てこない。

　そんな紗衣の様子に気づいたのか、裕貴は言葉が足りない彼女をフォローするように話を続けた。

「今日の服に合わせたんだな。本城によく似合ってる」

　普段はあまり身に着けないワンピースを褒めてもらえ、うれしくなる。

「あ、あの。ありがとうございます」

　顔を上げてお礼を言うと、裕貴の視線とぶつかり途端に恥ずかしくなった。瞬時に赤くなってしまった頬を隠そうと、すぐに顔を背そむけてしまう。

　失礼だったかもしれない。

　そう思った紗衣は、裕貴の顔をチラリと覗き見た。なんだかムッとした表情をしたように見える。

　やっぱり、気を悪くしたんだ。どうしよう……。

　さっきまでの浮ついた気持ちが急降下する。

　どうすればいいのか、なにも思い浮かばない。ただおろおろするだけだ。

「本城」

「はいっ！」

　パニックになっていたところ、いきなり名前を呼ばれて勢いよく返事をしてしまった。裕貴は少し驚いた顔をしたけれど、ふっと笑った。

「俺、三谷たちに声かけてくるけど、本城はどうする？」

　そう言われ、本日の主役のふたりの方を見るとまだたくさんの人に囲まれて話をしていた。

　おそらく今行っても、他の人に気を遣って話ができそうにない。紗衣は遠慮することにした。

「あの、私は後から行きますから」

「そうか。わかった」

　裕貴は短くそう言うと、皆に囲まれているふたりのもとへゆっくりと歩いて行った。

　せっかくいろいろと話ができるチャンスだったのに。

　紗衣は彼の背中をじっと見つめて「はぁ」とため息をひとつついた。

　実は紗衣は今日の日を楽しみにしていた。職場の大好きな先輩の婚約パーティに出席することもそうだが、密かに想いを寄せる裕貴と話ができるチャンスがあるだろうと思っていたからだ。

　実際にそのチャンスが訪れたのだが、まったくモノにできず、結局いつものように、とりたてて意味のない会話しかできなかった。

　入社して三年――片想い歴も三年になった。社歴とともに長くなる裕貴への恋心はいまだ紗衣の心の内に秘められたままだった。

　壁際に移動して会場を見回すと、参加者めいめいが絵美と慎吾を祝い、楽しそうに過ごしている。

　そして主役のふたりのもとには裕貴がいて、談笑していた。職場で見るいつもの彼と違う様子に、思わず釘付けになってしまう。

　一緒に行けばよかったかな……。

　そうは思うけれど、やはり勇気が出ない。

　紗衣とて、もちろんお祝いする気持ちは誰よりも大きい。ただこういった場所は不慣れなうえ、初対面の人と話をするのは得意ではないので、こうやって壁際で大人しくしているほうが安心できた。

　すると、すっと隣に見慣れない男性が並んだ。

「ねぇ、ちょっといい？」

「あの、はい」

　いったい誰だろう？

　いきなりのことで、不審に思っていたのが顔に出てしまった。

「そんな、警戒しないで。君、絵美さんの後輩なんだよね？　実は俺、三谷さんの会社の後輩で――」

　いきなり自己紹介を始められてしまい、紗衣はただそれを「えぇ」と聞くしかできなかった。

「それで、ここ来たときからずっと気になってて」

　なにがそんなに気になったというのだろうか。こんな華やかな場所ではやはり自分は浮いてしまうのだろうか。

「す、すみません。あの……」

　紗衣が口を開きかけたとき、ふたりの会話を割って声がかけられた。

「本城、ほら。お祝いを言いに行くぞ」

　目の前にいる男性の視界を遮さえぎるようにして、紗衣の前に立ったのは裕貴だった。

　彼は既に、祝福を告げるためにふたりのもとに居たはずだ。

　なのにもう一度、言いに行くってこと？

「え、天瀬課長？　でもさっき――」

「ほら、今少し人が少ないからチャンスだろ」

　確かにさっきよりも、主役のふたりのところにいる人が減っていた。

「行くぞ」

　裕貴が紗衣の手首を掴み、多少強引にその場から動くよう促うながした。

「あの、はい。あ、失礼します」

　先ほど話しかけてきた三谷の後輩に頭をさげ、紗衣は裕貴に手を引かれ絵美と慎吾のもとに向かう。

　そんな中紗衣は、握られている手が気になって仕方ない。それに気がついたのか、裕貴が足を止めた。

「あぁ、これ。嫌？」

　嫌がるどころか、胸がドキドキして顔がどんどん熱くなる。

「いえ、嫌じゃないです」

　そう答えるだけで、精一杯だった。

　赤くなっている顔を見られたくなくて紗衣がうつむく。

　そんな彼女の手をやさしく引いて、裕貴は絵美と慎吾の前に紗衣を連れて行った。

「ほら、ちゃんとお祝い言ってこい。いつまでも壁際にいたら、パーティ終わるぞ」

　確かに、もうまもなくおひらきの時間だ。

　裕貴はこのために、わざわざ紗衣をここまで連れてきてくれたのだ。彼の気遣いがうれしい。

「あの、ありがとうございます、課長。いってきます」

　紗衣は裕貴に礼を言うと、使命を果たし終えた彼は軽く手を挙げて、やさしい笑みを浮かべた。

「絵美さん……」

　他の人の間から、そっと声をかけた。

　控えめな声だったが、絵美はすぐに視線を紗衣に移した。

「あ～、紗衣、やっと来た。もうずっと遠くにいて心配だったんだからね」

「すみません、なかなかタイミングが」

　絵美は何事にもうまく立ち回れない紗衣のことを、姉のように心配していた。今日とて主役は自分なのに、壁際にひとりで立つ紗衣を気にしていたのだ。

「あの、三谷さん、絵美さん、ご婚約おめでとうございます」

　ふたりに今日伝えたかった言葉を伝える。

「ありがとう。紗衣～」

　ギュッと豊満な胸に押し付けられるように抱きしめられ、息苦しさを覚えるほどだった。背中をタップするとやっと解放してもらえた。

　危うく呼吸困難になるところだった紗衣は、大きく息を吸い込んで、絵美の話を聞いた。

「それより、さっきの男の人、誰？　知り合い？」

「いえ。三谷さんの後輩だって言ってましたけど」

「もしかして、ナンパされたの？　私の紗衣になんてことを！」

　いろいろ疑問はあるけれど、エキサイトしている絵美には、口を挟まないほうが無難だ。そんな紗衣を気遣って、慎吾が頭を下げた。

「悪いな。アイツ悪い奴じゃないんだけど、最近彼女と別れたらしくてさ。かわいい子見つけるとつい話しかけてしまうんだと思う」

「か、かわいいなんて、滅めっ相そうもない」

　紗衣は両手を振って、全力で否定した。

　そんな紗衣の言葉を絵美がさらに否定する。

「紗衣はかわいいわよ。何回も私が言ってるじゃない。気をつけないと！　今回は天瀬課長が気がついて助けてくれたからよかったけど」

「え？　アレって助けてくれたんですか？」

　驚いた紗衣は、絵美に尋ねた。

「もう。それも気がついてなかったの？　月曜にちゃんとお礼言いなさいよ」

「はい」

　課長が助けてくれたなんて。

　心がふわふわと舞い上がっていく。たまたま気がついただけかもしれないけれど、それでも気にかけてくれたことへの喜びが胸に広がる。

　裕貴がいつも周りに気を遣っているのは知っていたけれど、プライベートでも変わらないことを知り胸があたたかくなる。

　裕貴のことを考えて気持ちが高揚した紗衣は、喉の渇きを覚えた。

「あの、なんだか喉が渇いちゃって、あっちで飲み物もらってきます」

「それならこれ、飲みなよ」

　気を遣った慎吾が、オレンジ色のドリンクの入ったグラスを差し出した。

「ありがとうございます」

　舞い上がっていたせいで、中身も確認せずそれを一気に飲み干した。

　渇いた喉は潤された。しかし違和感があって、空になったグラスを見つめる。

「え、紗衣それアルコールだけど大丈夫!?」

　気がついた絵美が尋ねたけれど、時は既に遅し。

　胃のあたりが熱くなり、目の前が歪む。

「あ、あれ？　う、そ……」

　周りがぐにゃっぐにゃに見え、すぐそばにいるはずの絵美の声が遠くに聞こえる。

　まったくお酒が飲めない紗衣は、そのまま意識を手放してしまった。




「んっ……いたたた……」

　頭痛で目を覚ました紗衣は、なかなかまぶたがあけられずにいた。

　私、どうしたんだっけ？

　記憶の糸をたどっていく。すると絵美と慎吾の前で倒れたことを思い出した。

　そっか、そのまま私……。

　紗衣はそこまで思い出して、ようやくここがどこなのだろうかと思い始めた。記憶はいっさいないが、ベッドで横になっているのはわかる。

　これが漫画や小説だったら、目をあけるとそこには憧れの人の寝顔があって、そこから恋が始まって……そうなるのだろうけれど。

　痛みの走る頭でそんな夢見がちなことを想像しながら、なんとかゆっくりと目を開けた。見慣れない天井が目に入り、ようやく事の重大さに胃のあたりがギュッと絞られる感覚がした。

　どうしよう……ここ、本当に自分の部屋じゃない。

　じっと昨日の自分の行動を振り返ってみたけれど、一向に思い出せない。ぼやけた視界と頭の中、恐る恐る隣を見ると、そこには誰かが眠っていた。

「ひっ」

　思わず声を上げて飛びのいた。眼鏡のない紗衣の視界は、しっかり目が覚めた今でも不明瞭だ。

　まさか、私……。

　恐る恐るかけられた布団の中を見ると、下着姿である。余計に焦った紗衣は慌てて周りを見渡し眼鏡を探した。

　しかし慣れない場所に加え、よく見えない状況では眼鏡のありかがわからない。

　そうこうしているうちに、ベッドの中で眠る相手が目を覚ましたようだ。

　ど、どうしよう！　どうしたら、いいんだろう。

　そこで紗衣が思いついたのは、もう一度布団をかぶって潜ることだった。が、その抵抗もむなしく、すぐに布団がはぎ取られた。

「いやっ！」

「なに、かわいい声出してるの？」

「へ？」

　聞こえてきた聞き覚えのある声に、すぐに目を見開くと、ぼんやりではあるが、相手がわかった。

「絵美……さん？」

「おはよう。よっぱらいさん」

　絵美はそう言うと、まわりがよく見えていない紗衣にベッドサイドのチェストに置いてあった眼鏡を手渡す。

　慌てて受け取った眼鏡をかけると、やっと現実世界に引き戻されたような気がした。そして目の前にいる絵美と、何度か目にしたことのある彼女の部屋を確認してホッと胸をなでおろす。

「あの、すみません。いろいろご迷惑かけた……んですよね？」

　恐る恐る目の前の絵美に尋ねた。

「まぁね。紗衣ったら、あの後どんなことしても起きないし、ここまで慎吾と天瀬課長に手伝ってもらって運んでくるの大変だったんだからね」

「絵美さん……本当にごめんなさい」

　思いっきり頭を下げたせいか、ガンガン頭痛がする。しかしその頭で紗衣はもう一度絵美の言葉をリフレインした。

　天瀬課長って言った？　天瀬課長も一緒にここまで私を!?

　なんだか痛みが激しくなった気がした紗衣は、より深く頭を下げてベッドにめり込ませた。

「ち、ちょっと、そこまで謝らなくてもいいわよ。それよりも、気になることがあるの」

　めり込ませていた顔を上げた紗衣が目にしたのは、ニヤニヤとした顔で笑う絵美の姿だった。




「とりあえずコーヒー淹れるから座って。いつものでいいよね？」

　リビングのソファに座るように言われて、それに従った。ひとまず絵美の部屋着を借りて大人しくソファに座っていたが、内心、昨日のことを早く確認したくて仕方がなかった。

　コーヒーの香りが部屋に漂い始めた頃、我慢できなくなり絵美に尋ねた。

「あの……私、昨日の記憶がなにもなくて。もしかして、ここに来るまでの間、なにか変なことしたり、口走ったりしてませんでしたか？」

　その問いかけに、絵美はマグカップをもちソファに移動しながら答えた。

「うん。別に。呼びかけたら返事はしてたんだけど、それ以外はすやすや気持ちよさそうに眠ってた」

「そうですか……」

　迷惑をかけたことには変わりないが、運んでもらったことだけで済みそうだと思い安心した。しかしその矢先――。

「ここに来るまでは、なにも言ってなかったわよ。〝ここに来るまでは〟ね？」

　もって回った言い方に、嫌な予感がする。

「あの、それって……」

　耐えきれず聞いた紗衣に、絵美がニヤリとする。その含みのある笑顔に居心地の悪さを感じ、絵美の淹れてくれたコーヒーをひと口飲んだ。

「紗衣。あなた天瀬課長のこと、好きでしょ？」

「ぐっ……ごほっ、ごほっ……」

　思わずむせてしまって、慌てて口もとを押さえた。

「もう、汚い。ほら、ティッシュ」

　差し出されたティッシュを受け取って、口もとを拭う。しかし紗衣のショックは粗相をしたことよりも、絵美の言葉にあった。

　ど、どうしてばれちゃったの!?　この三年間、誰にも気がつかれなかったのに。

　なんと答えたらいいのか考えていたが、紗衣の性格を知っている絵美は畳みかけるように質問を投げかけた。

「ねぇ、天瀬課長のこといつから好きなの？　どこが好きなの？　これからアプローチするつもり？　昨日はなにを話したの？」

　マシンガンのごとく繰り出される言葉に、目を白黒させるばかりだ。

　やっと絵美の口が止まる。喉の渇きを潤すかのようにコーヒーを飲む絵美は、答えを促すような目で訴えかけてきた。

　そこで紗衣はやっと覚悟を決めて、言葉を発した。

「あの、どうして私が天瀬課長を好きだなんて思うんですか？」

　冷静に、墓穴を掘らないように言葉を選んだ。

「どうしてって……そりゃ、あれだけ寝言で名前連呼してたら気がつくでしょ」

　……あぁ神様、私、もう二度とお酒は飲みません。

　自分の失態にますます頭が痛くなる。まさかこんな形で絵美に自分の恋心を知られることになるとは思ってもみなかった。

　ただ、今さら固く誓ったところで、絵美がここまで追及してきているのだ。口下手な紗衣がごまかすことなどできそうにない。覚悟を決めて、自分の想いをぽつりぽつりと話し始めた。

　入社直後、仕事で失敗したときにフォローしてくれたこと。誰も気がつかないような仕事もちゃんと見ていてくれたこと。それから細かいこともいろいろと――。

　これまで自分の胸の内だけに秘めていたせいか、一度口にすると止まらなくなってしまった。そんな紗衣の話を絵美はうれしそうに聞いていた。
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　最初にその恋心に気がついたのは、入社して三カ月目。やっと一日の流れを掴み始めた頃に、やったことのない仕事を営業担当に頼まれた。紗衣は初めてであることを伝えたうえで、説明を聞きデータの入力を行ったのだが、そもそもそのもとになる数字に問題が含まれていたのだ。

　今であれば、その数字がおかしいことにすぐ気がつくはずだが、新人の紗衣には難しいことだ。

　もちろんできあがった資料は使い物になるはずもなく……こっぴどく叱られた紗衣は理不尽だと感じながらも「すみません」と謝ったことがあった。

　それだけならばよくある話だ。自分の確認不足でもあると思い気を取り直していた。

　しばらく経ってから廊下を歩いているとき、話し声に自分の名前が聞こえてしまう。

　その声は、自動販売機が置いてあるリフレッシュブースから聞こえてきた。盗み聞きはよくないと思う。けれど止まった足が動いてくれない。

「新人に仕事頼んだせいで、余計な仕事が増えた。もういい加減にしろっていうの。ただでさえ、あんな辛しん気きくさいのが配属されてがっかりしてるのに」

「おい、お前ってば言いすぎだって。まぁ、確かに地味だよな」

「そうだよ。見かけが〝アレ〟なんだから、仕事ぐらいしっかりしてほしいよ。それに比べ、お前んとこはいいよな。今度合コンセッティングしてくれよ」

　男性社員にとっては、少しの愚ぐ痴ちのつもりだったのかもしれない。しかし紗衣にとっては仕事でミスをしたうえに、それとは関係ない性格や容姿を否定されショックを受けた。

　すぐ近くで本人が聞いていることも知らず、男性社員たちはまだゲラゲラと笑っている。

　早くこの場を離れないと見つかってしまうけれど、動きだせない。そんな紗衣の肩を誰かが叩いた。

「きゃあ！」

　小さな悲鳴を上げ背後を振り向くと、そこにはまだ主任だった裕貴が口もとに人差し指を当てて〝シー〟というジェスチャーをしていた。そしてそのままその指を廊下の先に向ける。どうやら向こうに行こうと誘っているらしかった。

　紗衣はうなずくと、静かに裕貴の後に続く。するとエレベーターに乗せられ、屋上まで連れてこられた。

「悪いな、こんなところまで付き合わせて。あんなうるさいところで休憩したくなかったんだよ」

　ぶんぶんと頭を振る。お礼を言わないといけないのに、上司にどういう態度をとればいいのかわからずに考え込んでしまう。

「まぁ、あの手のことは仕事してたらよくあることだ。だからって聞き流せとは言わない。見返すくらいの仕事をして、半年後に向こうから頼み込まれるくらい仕事ができるようになるといい」

　紗衣が聞いていた話を、裕貴も耳にしていたみたいだ。

「それに今回のことは、あっちも悪いから。もともとの指示がちゃんとできてないことを棚に上げて君を責めるのはお門違いだ。だから気にすることなんてない。俺は本城さんの作ってくれたプレゼン資料で契約が取れたから、今度もお願いしようと思ってるんだけど、いい？　ゲン担ぎ」

　そう言って肩をすくめるようにした裕貴を見て、紗衣は思わず、クスッと笑ってしまう。

　お世辞でもなんでも、慰めてくれようとしている気持ちが、傷つき沈んだ心を救ってくれる。

「そう。そう。そうやって笑って仕事をしているほうが、いろいろうまくいくから。それからわからないことがあったら、濱中に聞くといい。アイツ、頼られると喜ぶタイプだから、いろいろ世話をしてくれると思うぞ」

「はい。あの……ありがとうございますっ！」

　どうにかお礼を伝えることができた。つらい気持ちがなくなったわけではないが、自分のことを認めてくれている裕貴に応えようと、少なくとも前向きにはなれた。

「じゃあ、俺、先に行くな。少しここで休憩していくといいよ。戻ってきたらこき使うから、覚悟しておいて」

　そう笑顔で言い残し、行ってしまった。その背中を見送りながら、言いようのない胸のうずきを感じてしまう。

　それからというもの、常に裕貴を意識してしまうようになった。ふとした仕草、ちょっとした言葉。それの一つひとつが積み重なって、紗衣の思いをどんどん大きくしていった。
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　紗衣は目の前の絵美に、これまで誰にも話さなかった裕貴への思いを打ち明けていた。すっかり夢中になってどうでもいいことも話してしまう。

「メモをとりながら電話をする姿ねぇ……紗衣、それってばゾッコンの域に入ってるでしょ!?　まぁ、よくここまで私にまで隠し通せたものね、紗衣にしては上出来だわ」

　絵美の呆れ交じりの言葉に「すみません」と小さく頭を下げた。

「謝らなくてもいいの……ただちょっと、かわいい妹が遠くに行っちゃうみたいで淋しいだけ」

　絵美の情じょうの深さを紗衣はありがたく思う。

「でも、完全に片想いです。私、とりたてて美人でもないですし、仕事ができるわけでもないですから」

　その言葉に、絵美は顔をくもらせた。

「また、そんなこと言ってる。その卑屈な性格どうにかしなさい。紗衣は私の自慢の後輩なんだよ。私が男だったら、手て籠ごめにしてるわ」

　手籠めって……久しぶりに聞いた。

　思わず噴き出してしまいそうになったけれど、なんとか耐えた。

　絵美の言葉がたとえお世辞だとしても、やっぱりうれしいものだ。

「ありがとうございます」

「紗衣ったら自分の魅力をもっと理解しないと。昨日だって、慎吾の会社の子に声かけられてたじゃないの」

　確かにそんなこともあった。しかし話しかけられただけなのに、どうやって自信をもてというのだろうか。

　紗衣にとっては難しいことだ。

「さっきから片想い、片想いって言ってるけど、最初から両想いの恋なんて、この世に存在しないのよ」

　ビシッと人差し指を突きつけられて、思わずのけぞった。

　確かに絵美の言うことはもっともだ。けれどその恋が叶う人と叶わない人にはやっぱり差がある。〝彼氏いない歴＝年齢〟の紗衣には、どうしたらそっち側の人間になれるのか、まったくわからなかった。

「でも私は……」

「〝でも〟って……また卑屈発言する気!?　謙けん遜そんは美び徳とくだけど、卑屈は禁止！　そんなこと言ってたら、天瀬課長が海外に行くまでなにもできないよ」

「え？　海外って……」

「あ……しまった」

　絵美は口もとを押さえているが、紗衣はしっかりと聞いてしまった。

　前のめりに見つめてくる紗衣に、口にしてしまった以上、仕方なく話をする。

「実は慎吾から聞いた話なんだけど、課長、海外転勤を希望しているんだって」

　我が社において、海外赴任は出世コースに乗るためには必須だ。喜ばしいことではあるけれど、紗衣にとっては寝耳に水、青せい天てんの霹へき靂れき。とにかく予想だにしなかったことに驚き動揺した。

「そうなんですか……」

　今までの三年間、遠くから見ているだけで満足だった。仕事が成功したときに控えめだけど喜んでいる姿や、真剣に顧客や部下の話に耳を傾ける姿。裕貴から時折声をかけられると、些さ細さいなことでもドキドキしてうれしかった。

　けれど、それがなくなるかもしれない。

　考えただけでも、胸の中の大切なものがなくなっていくのがわかる。

「どうしよう……」

　思わず口から漏れた言葉。それが本音だった。しかし今の紗衣ではどうしようもない。

　うろたえる紗衣を見て、絵美がひとつため息をついた。

「〝どうしよう〟じゃないよね？　〝どうにかしなきゃ〟、じゃないの？　なにもせずに見ているだけのつもり？」

　これまでずっとそうしてきた。それは裕貴がいつも変わらず同じ場所にいたからだ。しかし、そこからいなくなってしまう。

「私、そんなの嫌です」

　紗衣の顔は必死だった。しかしすぐに弱気の虫が顔を出した。

「でも、どうしたらいいのか、全然わからないんです。勉強には教科書があるし、仕事にはマニュアルがあるのに、恋愛は経験でしか学べないなんて……それじゃ時間がありません」

　これまでほとんどなかった経験値を、今からすぐに上げることなんてできそうにない。

「まぁ、確かにそうね。あ、でもそれならいいものがあるわよ」

　絵美が立ち上がり、本棚の前で屈かがんだ。

「え～と、この辺にっと……あった、あった」

　戻ってきて、紗衣の前に一冊の本を差し出した。

「〝本物の恋を手に入れる方法〟ですか？」

「これ、参考にしてみるのはどう？　教科書やマニュアルがあればできるんでしょ？」

　恋愛の教科書ってことなのかな？　だけど本当に役に立つの？

　半信半疑が顔に出ていたのを、絵美がするどく見抜く。

「私だって慎吾とのことは、すぐにうまくいったわけじゃないの。だからいろいろできることは試したの。その本、きっと役に立つと思うんだけどな」

　恋愛ごとには疎うとく、この手の本を今まで目にしたことがあったかもしれないが、手に取る機会もなく今日まで来たのだ。

　白地の表紙には、赤い糸をモチーフにしたイラストが描かれていた。それを指でなぞってみる。

「なにから始めたらいいかわからないって言うなら、一度読んでみるくらいすればいいと思う。なにもしないよりはましでしょ？」

　絵美の言うとおりだ。このままだと紗衣が一歩踏み出す頃には、裕貴は既に海外だろう。

「わかりました、とにかくこれを読んでみます。絵美さんありがとうございます」

　紗衣は藁わらにもすがる思いで、本を胸に抱きしめたのだった。










２ 運命なんて転がっていないのです




　絵美のマンションを後にした紗衣は、電車に揺られながら一軒の書店に向かっていた。

　日曜日の午後、家族連れやカップルなどで人は多かったが、平日の通勤電車の混み具合とは雲うん泥でいの差だ。車内に流れる空気がゆったりしていた。紗衣もつり革に掴まってさっきまでのことを思い出していた。

　あぁ、絵美さんの追及、すごかったな……。

　女子は皆、〝恋バナ〟が好きだ。紗衣とて例外ではない。今までほとんど経験がなく、いつも聞き役ではあったが、それでも幸せいっぱいの話を聞くのは楽しかった。

　けれど、絵美の質問――やや尋問に近い――は、紗衣の淡い片想いの歴史を紐解くレベルで根ほり葉ほり聞かれるものだった。ただ見つめていただけだからそう話をするような内容はないはずなのに、絵美は興味津しん々しんに尋ねてきた。

　まぁ、頼もしい相談相手ではある。正直、紗衣ひとりでははじめの一歩さえ踏み出せなかったかもしれない。その点は感謝しなくてはいけないだろう。

　絵美のマンションと紗衣のマンションの間に、会社の最寄り駅がある。紗衣はそこでいったん下車して、絵美に言われるままに書店をめざした。

　どうしていきなり、本屋さんなんだろう？

　マンションの部屋を出るときだった。絵美が会社近くの書店で、一冊の本を買ってきてほしいと言い出したのだ。

　絵美の住むマンションの近くにも書店はあるし、ネットでも買える。それに明日出社するのであれば、仕事終わりや昼休みに寄れないこともない。

　不思議に思った紗衣だったが、最近忙しくてめっきり書店に行けておらず、好きな作家の新刊が発売していることも手伝い、気軽に引き受けた。

　駅から歩いて五分ほど。普段はサラリーマンやＯＬの多い駅前だったが、今日はチワワを散歩させるサングラスをかけた女性や、小さな子を連れた家族連れなどの姿も多く、カフェやＣＤショップ、雑貨店など複合施設になっている書店は多くの人で賑わっていた。

　まずは……えーっと、純文学コーナーはどこだったっけ？　絵美さん、純文学なんか読むんだ。なんだか意外だな。

　絵美が活字を読んでいるのを見たのは、仕事の資料か雑誌ぐらいだ。

　不思議に思ったが、頼まれたものを探そうと目的のコーナーをめざす。

　しかしその途中で、テキスタイルの本が目に入り、足を止めた。

「これ、素敵……」

　職業柄、こういったものを見るとすぐに手に取ってしまう。紗衣自身は原料部なので直接デザインに関わることはないが、目にするだけでも楽しくなる。

　いつかデザインに関わる部署に異動になったら、こういった知識が役に立つこともあるかもしれない。

　パラパラとめくり内容を確認すると、それを手に持って本探しを再開する。しばらくするとやっと純文学の本が置いてある棚を発見した。

　聞いていた出版社の列を、上から順番に探していく。あ、い、う、え、お……と目で追って、目当ての作家のところに絵美が言っていた本があった。

「よかった、見つかった」

　手に取ったそれは、ライトな文体で綴つづられた内容でとても読みやすそうだ。もし絵美が読み終わったら借りてみようと思い、レジに向かった。

　自分の欲しかった新刊も手にして三冊分の会計を終わらせると、併設されているカフェに向かう。

　買ったばかりの本を読みたいという誘惑に勝てず、少し休憩して帰ることにしたのだ。

　店内は満席に近かったが、ふたり掛けのテーブルがちょうど空いた。紗衣はホットのキャラメルラテを手にしてそこに座ると、早速先ほど包んでもらったばかりの本を取り出す。

　まず最初に手にしたのは、テキスタイルの本だ。一九〇〇年代から現在までのさまざまなテキスタイルが掲載されており、織物・レース・ニットなどのページを眺めているだけでも楽しく、夢中になって読みふけっていた。

　ひと息ついてカップに手を伸ばし、ひと口含んだ。幾分冷めて飲みやすくなったラテの甘さと香ばしさが口の中に広がる。

　そしてもう一度、本の世界に入り込もうとしたとき、ひとりの男性の姿が目に入る。相手も紗衣に気がついたようで一瞬驚いたが、表情を柔らかくしてこちらに近づいてきた。

　え？　うそ、本物？

　驚いて手にしていた本を机の上に落とした。

「本城――昨日と同じ服だからすぐわかった」

「えっ……か、課長」

　緊張で声がかすれてしまう。

　取り乱してはダメだと言い聞かせて、コホンと咳をして姿勢を正した。

「こんにちは、あの――」

　驚いてはいたが、すぐに昨日の失態を思い出し謝ろうとする。しかしなかなか言葉にならない。

　そんな紗衣を気遣い、先に裕貴が口を開いた。

「昨日はあれから、大丈夫だったか？　二日酔いにはなってないか？」

　迷惑をかけたのは紗衣なのに、裕貴はそんなことを気にするそぶりも見せず逆に彼女を心配している。

「私、ずいぶんご迷惑をおかけしたようで。本当に申し訳ありませんでした」

　テーブルに頭がつきそうな勢いで謝る紗衣を見て、裕貴は慌てて顔を上げさせた。

「そんなに謝らなくてもいいって。別に俺だけが助けたわけじゃないし、もとはといえば、慎吾が確かめもせずに本城にアルコールを勧めたせいでもあるんだし」

　穏やかな表情の裕貴が、諭さとすように言った。

「あの私、これからはこのようなことがないように――」

「おいおい、俺の話ちゃんと聞いてたか？　俺は〝ごめんなさい〟より〝ありがとう〟って言われるほうがうれしいんだけどな」

　急に顔を覗き込まれて、一瞬ドキリとした。

　けれど、悟られないよう「ありがとうございます」と感謝を伝える。

「あ、でもそんなに悪いと思ってるなら、ひとつ頼みがあるんだけど？」

　仕事中には見たことのない、いたずらめいたその表情に思わずときめいてしまう。そのせいか、深く考えずに紗衣は「はい」と返事をした。

「ここ、相席させて？」

「え？　そんなことですか？」

　自分の失態を償つぐなえるのであればなんでもするつもりだった紗衣は、肩透かしを食らった気分だった。

「いや、今の俺にはけっこう重要な問題。ほら、周り見て」

　言われるままに客席を見渡すと、どこも満席で座れる場所はなかった。

「せっかく会ったんだから、かまわないよな？」

　紗衣のかけた迷惑を考えれば、お安い御用といったところだ。

「はい。あの、ぜひどうぞ」

　つい舞い上がってしまい変な言い回しになってしまったが、裕貴は特に気にしていないようだった。

「じゃあ、ちょっと注文してくる。これ、ちょっと見ておいて」

　おそらく買ったばかりの本だろう、袋に入ったそれをテーブルに置くと、裕貴はオーダーカウンターに向かって歩いていった。

　紗衣はその背中を見送りながら、今起こったことを信じられない思いで振り返る。

　まさか、天瀬課長がここにいるなんて……すごい偶然。

　これまでプライベートではほとんど会話をすることがなかった、憧れの上司。それがなんと、こんな形で一緒にお茶を飲むことになるなんて、奥手の紗衣にとっては大事件である。

　勢いで了承したものの、今になって緊張してきた。絵美の部屋から直接ここに来たので、洋服も昨日のパーティで着ていたワンピースのままだったし、化粧もいつにもまして適当だ。

「どうした？　なにか考えごとか？」

　ハッと我に返ると、トレイをもった裕貴が少しくたびれた顔でイスに座った。

「すごい人だな。オーダーするのにもけっこう時間がかかった」

　そう言って置いたトレイの上には、コーヒーとドーナツが二種類載っていた。

「ほら、どっちか好きなほう選んで」

　そういって、トレイをすっと紗衣の方に差し出した。

「いえそんな、気を遣ってもらわなくても大丈夫ですから」

　昨日も散々迷惑をかけたし、ただ相席を承諾しただけでご馳走になるわけにはいかない。

「いや、俺、ふたつもドーナツ食べられないし、それに会社でもいつも最後の残り物になるまで、手を出さないだろ。こういうときぐらい、自分の好きなほうを選べばいい」

　そんなところまで、課長に見られていたなんて……。

　些細な自分の行動が、彼の印象に残っていたとは思ってもみなかった。

　紗衣は「ありがとうございます」と言って、苺のチョコのかかったドーナツを自分の前に寄せた。裕貴の言葉に気恥ずかしくて、それしか言えなかったのだ。

「いただきます」

「どうぞ」

　紗衣がドーナツに手を伸ばすと、裕貴は微笑みを浮かべ、満足気だ。

　甘いドーナツと目の前にいる裕貴。うれしさから紗衣は自然に顔をほころばせた。

　ドーナツを頬張る裕貴と目が合う。社内で見る彼とは違い、その自然な感じがまた紗衣の視線を奪う。

　一瞬見とれてしまい、慌てて目をそらした。

「ここ、付いてるぞ」

「え、どこですか？」

　どうやら頬にドーナツが付いてしまったようだ。裕貴の言うとおりに取ろうとするけれど、うまくいかない。

「いいから、じっとしてろ」

　そう言うや否や、裕貴の手が伸びてきて、そっと紗衣の頬にあるドーナツを取った。

　その間、思わず目をギュッとつむる。

　彼にしてみれば手のかかる部下の世話を焼いただけだろう。

　けれど紗衣は裕貴に触れられたことで、ドキドキと心臓がうるさいくらいに音をたてていた。

　なんとか気持ちを落ち着ける。

「すみ……ありがとうございます」

　謝りそうになって、さっきの裕貴の言葉を思い出し、慌ててお礼に切り替えた。

「どういたしまして」

　眩しい笑みを浮かべた裕貴を見て、紗衣の心臓はふたたび大きな音を立て始め、落ち着くまでにはしばらく時間がかかった。

「本城が読んでるそれって、仕事のため？」

　必死で気持ちを落ち着けた紗衣に、裕貴が手もとの本について尋ねてきた。

「あぁ、これですか……まぁ、直接ではないですけど。もともと、こういう本を眺めるのが好きなんです」

　広げて中身を見せると、裕貴も興味深そうに覗き込んだ。

「へぇ。けっこう細かいことまで書いてあるんだな……。今の仕事とは直接関係なくても、いつか役に立つときが来るだろうし、俺はいいことだと思うよ」

　裕貴にとってはなにげないひと言だったけれど、紗衣にとっては褒められたように感じて、くすぐったいようなうれしさを感じた。

　そんな紗衣の笑顔を見て、裕貴が真剣な目でまっすぐに紗衣を見つめてくる。

「俺、実は、本城に嫌われていると思ってた」

「えっ？　そんなことありません、絶対ありません！」

　勢いよく、しかも大声で力説する紗衣の姿に驚いたようだったが、その必死さがツボに入ったのか、さっきまで真剣な表情を浮かべていた裕貴は一転してクスクスと肩を揺らし笑い始めた。

「そんなに一生懸命言わなくても、人事評価に影響はしないよ」

　人事評価など、紗衣にとってはどうでもいい。裕貴の誤解を解くほうがよっぽど重要だ。

「なんだか不快な思いをさせていたようですみません。でもなぜ私が天瀬課長を嫌ってるなんて思ったんですか？」

　さっきまでの喜びは霧のように消えてなくなった。自分の気持ちとはまるで正反対の状況に、不安が募っていく。

「本城はいつも、俺が話しかけると緊張したみたいに硬くなるし、すぐに視線を逸らせるから、俺のこと苦手なんだと思ってた」

　紗衣は真剣に訴えかける。

「いえ、そんなこと全然ありません。私、課長のこと嫌ってないです」

　むしろ三年間、ずっと思い続けています――とは言えない。

　そのせいで、ぎこちない態度で相手にあらぬ誤解を与えていたとは、思いもよらなかった。そもそもそこに考えが至るなら相手にそんな態度をとることもなかったのだろうけれど。

「そんな必死にならなくてもいいって。勝手に思い込んだのはこっちなんだから」

「私の態度が原因です。本当にすみません」

　深々と頭を下げる様子を見て、裕貴が提案した。

「本城の気持ちはわかった。だから、この話はこれでおしまい」

　裕貴がコーヒーをひと口飲むと、それを境に気まずい雰囲気が幾分緩ゆるんだ。

　カップを置いた裕貴が紗衣に尋ねる。

「本城は、ここによく来るのか？」

「実は、お休みの日に来るのは、初めてなんです。仕事帰りには時々利用するんですけど」

　紗衣にしてはがんばって会話を続けた。

　これまでのように緊張してしまって、目を逸らしたりすることなく、会話が続くようにする。

　少なくとも不快感は与えないよう、普通に振るまうように努めた。

「俺はこの近くに住んでるから、平日休日関係なく来てる。この辺りじゃ、ここが一番品揃えがいいし」

「確かに、珍しい本もたくさんあるような気がします。これも、他の本屋さんで見たことがなかったから」

　さっきまで夢中で読んでいた本のことだ。

「他にはどんな本を読むんだ？　ちょっと見てもいい？」

　紗衣がうなずくと、テーブルの上に置いてあった買ったばかりの本に裕貴が手を伸ばす。

「へぇ、これはレジ前に平積みになってるのを見たことあるな。あ、この作家、好きなのか？　実は俺もファンでさ」

　裕貴が手にしているのは、絵美に頼まれた純文学の本だった。作家の名前を目にしたことはあったが、実際に中身を読んだことはない。

　裕貴との会話を盛り上げたいならば、自分もファンであるというべきだろうか。そんなことが頭をよぎったが、やはりウソはつけないと思い、正直に話をする。

「それ、実は私のじゃないんです。絵美さんに頼まれて」

「そうなのか、濱中が本を読むなんて意外だな」

　紗衣でさえそのイメージがないのだから、裕貴の意見ももっともだ。

「課長も絵美さんも読んでるなら、私も読んでみようかと思います。さっき冒頭を少し読んだら、すごく面白そうだったので」

「そっか、もし読んでみて気に入ったら、その作家の他の本、貸すよ」

「本当ですか？」

　思わず嬉き々きとした声を上げてしまったが、裕貴はそんな彼女を見てうなずいた。

「読んだら、感想聞かせて」

「はい」

　それからもふたりは、とりとめのない話をして時間を過ごし、それはお互いのカップが空になっても続いていた。




　あっ、もう空っぽだった……。

　紗衣は既に中身のないカップをもち上げて、少し前に全てを飲み干したことを思い出した。

　手もちぶさたになった手を、ゆっくりと膝に戻す。

「そろそろ、出ようか？」

　裕貴が腕時計を確認したのを見て、楽しさで膨らんでいた気持ちが一気にしぼんでしまった。

「そうですね……」

　思わず気持ちが声に表れてしまって、ハッとする。

　取りつくろうように、笑顔を作った。

「あの、ありがとうございました！　すごく楽しかったです」

　にっこりと笑顔で裕貴を見つめ、自分の素直な気持ちを伝えた。

　紗衣にとっては勇気のいることだったが、思い違いをされるよりましだ。

「俺も本城に会えてよかった。じゃあ、送っていく」

　本を持ち立ち上がった裕貴の言葉に、驚いた。

「え？　わ、私電車で帰れますからっ」

「あれ、もしかして迷惑ってこと？」

「迷惑だなんてっ！」

　両手をぶんぶん振って必死で否定する。

　そんな様子を見た裕貴が、紗衣の肩を軽く叩いた。

「そんな必死にならなくていい。マンション、すぐそこだから車取ってくる。十分経ったら、表に出てきてくれる？」

「え……、あの」

　まさかこんな展開になるとは思ってもみなかった紗衣は、どう返事をしていいのかわからず、あたふたしてしまう。

「じゃあ、後で」

　裕貴は返事を待たずに、軽く手を挙げると出て行ってしまった。ウィンドウの外から紗衣を見て、笑みを浮かべて手を振っている。

　反射的に振り返したが、上司に対して失礼だったかもしれない。

　でも、普通、手を振られたら、振り返すものだとも思い直す。

　なにが正解で、なにが間違っているのか、もはやわからない。

　ぐるぐると考え込んでいて、ふと時間を確認すると、まもなく約束の十分が経過しようとしていた。

「いけないっ！……いたっ」

　急いで立ち上がり、テーブルに足をぶつけてしまう。

　よろけながら紗衣は、カフェの外へ飛び出したのだった。

　通りに出ると、すぐに一台の車が紗衣の前に停まった。

　ステーションワゴンタイプのブルーの車のウィンドウが下りる。そこから裕貴が顔を覗かせた。

「とりあえず乗って」

　中からドアがあけられ、「失礼します」と声をかけて乗り込む。ドアを閉めシートベルトをするとゆっくりと車が動きだした。

「あの、ありがとうございます。わざわざ車を出していただいて」

　お礼を言いながら、まっすぐに前を見て運転する彼に、思わず見とれてしまう。

　ふいにこちらに笑みを含んだ視線を向けられて、目が合った。

「本城は素直でいい子だな」

　素直でいい子か……。

　まるで小さな子をほめるような言葉に感じてしまい、贅沢だとは思うがひっかかる。

　それが今の紗衣に対する裕貴の気持ちなのだろう。

　いつか……課長の恋愛対象になることができるのかな？

　運転をする裕貴を見つめて、小さなため息をつく。このままではずっと、少し手のかかる部下のままになってしまいそうだ。

「俺、運転好きなんだ。だけど平日は仕事以外で車を走らせることもあまりないから、少し付き合ってくれよ」

　楽しそうに運転をしながらそう言った。

「そんな……私でよければいつでもお付き合いします」

　本気で口にしたのだが、裕貴は社交辞令と受け取ったようだ。

「そうか、じゃあ本当に付き合わせるぞ」

「もちろんです！　あ、次は私が運転しましょうか？　一応ゴールド免許なんですよ」

　紗衣としては、上司ばかりに運転させていては気がひけるという思いだった。しかしそんな一生懸命な紗衣を見て、裕貴は声を上げて笑う。

「本城の運転か。なんか命がいくつあっても足りない気がするんだけど」

「た、確かにほとんど運転はしませんけど……」

「だったら、俺の隣で楽しそうにしてくれているだけでいい」

「……っ」

　今度は急に女性扱いされて、途端に心臓がうるさく音を立て始めた。

　課長はきっと、そんなつもりないのにっ！　私ったら意識しちゃって恥ずかしい。

　ドキドキと音を立てる胸に手を当てて、なんとか落ち着かせようとする。

「本城？　どうかしたのか？」

　信号で停車中、急にだまり込んでしまった紗衣に、裕貴が声をかける。

「いえ、なんでもありません。大丈夫ですから」

　本当は大丈夫じゃないほど心臓が暴れている。しかしそれを苦笑でごまかした。

　きっと深い意味なんてないんだよね……。

　紗衣は自分にそう言い聞かせて、なんとか平常心を取り戻す。

　それからは、とりとめのない話が続いた。

　裕貴と慎吾の学生時代の話、慎吾と絵美の出会いの話。会社での彼しか知らない紗衣にとっては、裕貴の新しい一面を知ることができた。

　そして知れば知るほど、もっと彼に近づきたくなってしまう。

　あっという間に自宅マンションが見えて、紗衣は少し残念な気持ちになった。

　裕貴の運転する車がゆっくりと停車する。

「もっと時間がかかると思ってたけど、案外早かったな」

「そうですね。ありがとうございました、課長」

　シートベルトを外して、お礼を告げる。

「こういうときって『お茶でもどうぞ』とか言うもんじゃないのか？」

「えっ!?」

　そうなのかもしれない。小説やドラマでよく見る光景だ。

　慌てて、昨日部屋を出るときの状況を思い出す。散らかってはいないけれど、裕貴を招くほど片付いているとも言えない。

　神妙な面持ちで悩んでいると、急に裕貴が噴き出した。

「もしかして真剣に受け取った？」

　肩を震わせ、声を出して笑っている。そのときになって紗衣は、ようやく自分がからかわれたことがわかった。

「課長、ひどいです。からかうなんて――」

「本気だって言ったら、それはそれで困るだろう？」

「うっ……」

　またしても言葉に詰まった紗衣を見て、裕貴はますます紗衣を追い込んだ。

「もちろん本城が誘ってくれたら、俺も断らないけど」

「あの、えーっと。いえ……」

　確かにもう少し一緒にいたい気持ちはある。だけど、サラッと誘えるほど会話のスキルがあるわけじゃない。

　あたふたしていると、裕貴が紗衣の頭にポンと手を置いた。

「本気にするなって。本城があまりにいい反応するからついつい。でも、好きでもない男は部屋に上げるなよ」

　相手が裕貴だから――とは言えるはずもなく、「はい、気をつけます」と答えるとドアをあけて外に出た。

「ありがとうございました」

「あぁ、また明日な」

　バタンとドアを閉めると、裕貴が紗衣の降りた助手席側のパワーウィンドウを下げた。

　そして顔を覗かせると、軽く手を振ってから車を発進させる。

　ゆっくりと去っていく裕貴の車を、紗衣は見えなくなるまで見送った。




　紗衣のマンションは、会社の最寄り駅から五駅ほど離れた場所にある。下町の雰囲気が残る場所で、商店街を抜けたところにある十階建てのマンションの六階に紗衣の住む部屋があった。

　大学時代からひとり暮らしを始めて今年で七年目。淋しいと思うこともほとんどなくなった。

　鍵を玄関の棚の上にある銀色のトレイに置くと、返事のないことはわかっているが、とりあえず「ただいま」と声を発した。

　リビングのテーブルにバッグを置くと、絵美に頼まれた本が目に入る。もとはと言えば、この本を買いに行ったおかげで裕貴と偶然に会うことになったし、その後の会話も続いた。偶然だとしても、そのきっかけを作ってくれたのだ。

　今朝、裕貴への思いを絵美に打ち明けた。そのときの背中を押してくれた彼女の言葉を思い出し、今日のことを報告したくなった。

　バッグからスマートフォンを取り出すと、早速絵美に電話をかけた。

　三回目の呼び出し音の後《もしもし》と絵美の声が聞こえた。背後からはテレビの音が聞こえる。

「絵美さん、今、ちょっとお時間大丈夫ですか？」

《ん、全然オッケー！》

　その返事を聞いて、書店での出来事を話した。興味津々という感じで先を促され、もちろん最初からそのつもりだったのだが、一いっ切さい合がっ切さいを話してしまった。そして話の最後に絵美が発した。

《で、これからどうするつもり？》

「どうするって……」

　正直、今日、裕貴と話をできただけでも、紗衣にとっては事件であり大進歩だ。この先のことなど、まだなにも考えていない。

《今日課長と初めて仕事以外の場所で、ふたりっきりで会って話をして、どう思った？　それで紗衣は満足なの？　課長が海外に行くの、指をくわえて見ているつもり？》　そう問われて、はたと考える。確かに楽しかったのは事実だ。しかし上司と部下という関係の枠からは一歩も外に出ていない。関係性から言えばなにも変わっていないのだ。

「私、もっと課長とお話したいです。欲張りかもしれないけど、もっと課長のことを知りたいし、私のことも知ってほしいです」

　裕貴と過ごした時間を思い出した。それだけでも、胸がきゅっと締め付けられる。

《その言葉を待っていたのよ！》

　紗衣の本音に、絵美は声をかぶせた。まるで自分のことのように興奮している。

《今回、課長と本屋さんで会ったのって偶然だと思う？》

「どういう意味ですか？」

　待ち合わせなどしていなかったのだから、偶然に決まっている。紗衣はそう思った。

《私がわざわざ、あの本を買ってきてほしいって頼んだのは、課長がいつもあそこを利用しているって知っていたからよ。それにその作家のファンだってことも知ってた》

「え、そうだったんですか？」

《そう。だから、紗衣にお願いしたのよ。でも課長が本当に来るかどうかは知らなかった。だから偶然ともいえるわね》

「そのとおりだとは思いますが……」

　紗衣はなんとなくがっかりした。

　完璧な偶然だと思ったから、うれしかったのに……。

　一気に気持ちが沈んだのが、絵美にも伝わったのだろう。

《運命なんて、待っていたって転がってないわよ。紗衣は今日、私のお願いを聞いてくれた。行動したからこそ、課長との時間をもてたのよね？》

「はい」

《ちゃんと、行動して自分の手で掴み取ることは、悪いことじゃないわ。そう思わない？》

　確かに絵美の言うとおりだ。今まで紗衣はずっとずっと待ち続けた。しかしそれではなにも変わらないことを、紗衣自身がこの三年間で誰よりも実感していた。

「そうだと思います。でも私、どうしたらいいのかわからないんです」

　そもそもわかっていれば、ここまで片想いをこじらせる前に、行動をとっていたはずだ。

《そ・こ・で！　活躍するのが、昨日渡した『本物の恋を手に入れる方法』でしょうがっ！　実はさっきの〝運命を掴み取れ〟っていうのはその本の受け売り。どうやっていいのかわからないなら、書いてあるとおりにやってみなさい》

　そういえば、絵美から受け取ったときに、参考にしようと思っていた。ただ本当に実行できるかどうか自信がなかった。

　しかしこうやって、絵美に背中を押されて本に書いてあることを実行に移し、成果が得られた。そうなると他のことも試してみる価値があるのではないかと思える。

「わかりました。できる限り、がんばってみようと思います」

《そう。やってみないとなにも変わらないんだからね。がんばって》

「はい。また相談に乗ってください」

《いつでも、どうぞ。大事な紗衣の話なら、なによりも優先させて聞くから》

　頼もしくてあたたかい先輩の言葉に励まされた。

　そしてこれから先、自分を導いてくれるであろう本をぐっと抱きしめて、くすぶった恋を成じょう就じゅさせるべく努力することを決意した。










３ 恋には見かけも大事です




「絵美……さぁん」

　翌日の朝のロッカールーム。紗衣は絵美を呼び止めた。

「ひっ……なに、そのひどい顔。眼鏡かけててもわかるくらい、クマができてるわよ」

　引き気味の絵美に言われるまでもなく、化粧をするときに確認済みだ。

　昨日はあれからあの本を読んだ。そこから先、道が開けるものだと思っていたのに、逆に悩みが大きくなってしまい、なかなか寝付けなかったのだ。

「すみません、朝からこんなで……」

　昨日意い気き揚よう々ようとやる気満々で電話を切ったにもかかわらず、翌朝にはまるでゾンビのような生せい気きのなさだ。絵美がビックリするのも無理はない。

「実は昨日あれから、あの本をじっくり読んだんです。でも……ひとつもできそうなことがなくって。私、なにか女として欠けっ陥かんがあるんでしょうか？」

　泣きついた紗衣を、絵美は呆れることなく諭した。

「本を読んだくらいでさっさとなんでもできたら、皆、恋愛マスターよ。できることからコツコツやらないと。そうだ……週末、時間取って。私が紗衣の恋のお手伝いをしてあげるから」

　ウィンクした絵美は面白がっている。しかし紗衣はそんな彼女の様子に気づかずに「よろしくお願いします！」と頭を下げていた。




　絵美のおかげでなんとか気持ちを立て直し、原料部のある五階に向かう。廊下やフロアですれ違う人に「おはようございます」と声をかけながら、デスクに座りパソコンの電源を入れた。

「おはよう」

　少し離れた席から、裕貴が声をかけた。それもいつものことなのだが、なんとなくこれまでと違うように感じるのは、紗衣の気持ちが以前とは違ったからだろうか。

「おはようございます」

　そう言うと、起動したパソコンにパスワードを入力して、早速日課であるメールチェックを始めた。

　不思議なもので、ひとたびいつものルーティンワークを始めると、いろいろと思い悩んで寝不足だったはずなのに、体が覚えているおかげで、すっと仕事の脳に切り替わる。

　金曜の夜からのメールをざっとチェックして、急ぎのものに返信する。

　月曜は先週分の週報の取りまとめもあるので、なにかと忙しい。

　各営業から出てきた先週の売上と今週の見込みの数字をまとめ、課長である裕貴に送る。それをミーティングがある十時までに仕上げる。

　あれ……この数字、間違ってる？　桁けたがひとつ少ない気がするんだけど……。

　紗衣は三人の営業担当のサポートをしているが、その中のひとり、上かみ迫さこのもつ顧客の数字が気になった。

　紗衣が入社した頃は売上上位の企業だったはずなのに、ここ最近の数字は見るからに減少していた。何度かミーティングでも議題に上がっていたが、この数字からして、今まで取った対策も、なんら効果がなかったようだ。

　入社以来、営業担当は交代しても、紗衣はずっとこの企業を担当してきた。いつもやりとりをする先方の担当とも、世間話をする仲だ。先方とトラブルになった話など聞いていなかった。だからこそ、余計気になってしまう。

「おはよぉございまぁす」

　紗衣の向かいの席に座る、山やま下した円まど香かが気だるげに挨拶をしながら、コーヒーを飲んでいる。

　もう。そろそろ始業時間か……急がなきゃ。

「おはようございます」と返事をして、先の企業が気になりつつも、キーボードを打つ手を速めた。




　そして瞬く間に時間は過ぎ、週末の土曜日。

　紗衣と絵美は、ショッピングビルの開店時間に合わせて、待ち合わせをしていた。駅前の、比較的人の少ない場所で待っていると、すぐに前方から歩いてくる絵美を見つけた。

「すみません、ご結婚前の忙しい時期に」

「いいの、いいの。紗衣のためなら何肌でも脱ぐわ。さて、時間がないからさっさと行くわよ」

　恋愛への一歩を踏み出そうとした矢先に、早速つまずいてしまった紗衣。助けを求められた絵美は、『本物の恋を手に入れる方法』に書いてある項目『恋は見かけも大事です』を実践することをまずは紗衣に勧めた。

　歩きながら不安になり、紗衣は絵美に話しかける。

「絵美さん、〝見かけ〟ってなにをどうすればいいんでしょう？　正直私みたいなのが――」

「はい、その〝私みたいなのが〟禁止ー！　前から言ってるけど、次、言ったら怒るからね。まずは自分に自信をもつこと」

「でも、相手のためにおしゃれして気に入られようなんて、無理しても……無駄になりそうで……」

　かわいい格好は、かわいい子がするから成立するのであって、さえない私が背伸びをしても仕方がないのに。

　自虐発言を禁止された紗衣は、心の中でつぶやいた。

　しかし勘のよい絵美は、さっさとそれを見抜く。

「なに言ってるのよ。相手のためにキレイになるんじゃないの。自分のために女を磨くのよ」

「自分のため？」

　思わず聞き返した。

「そう、特に紗衣は今の自分に自信がもてないんでしょう？　私が言っても信用しないんだから、自分で実感しないと。とりあえず〝百ひゃく聞ぶんは一いっ見けんに如しかず〟よ。ほら、時間がないのよ。急いで」

「はい」

　半信半疑だったが、絵美が足を速めたので紗衣もそれに合わせた。そしてふたりは開店と同時に丁寧にお辞儀をする店員に迎えられ、ビルへ入っていった。

「う～ん。こっちよりこれがいい。さ、全部もって」

「え、でもこんな派手な色――」

　否定しようとした矢先、絵美の鋭い視線が向けられて口をつぐんだ。絵美によって次々と選ばれた服が今、紗衣の目の前に山のように積まれている。

「これは、一着あると着回しがきくし、こっちはさし色として持ってていい色だわ」

　紗衣も絵美の意見には賛成だ。しかし身に着けるのが自分だとなると、話は違ってくる。

　私に、似合うわけないのに。

　紗衣が好んで身に着けるのは、ベージュやネイビーなど、職場でも目立たない色だ。

　仕事中の服装も比較的自由だけれど、冒険できない性格のせいで、いつも同じような格好をしていた。

「いいから、ほら。全部試着して」

「ぜ、全部ですか!?」

　無言でうなずき、絵美はあごで試着室を促す。紗衣はそれに従い、しぶしぶ試着をすることにした。

　そして数分後――。絵美の選んだ洋服を着た自分の姿に、紗衣は驚いた。

　派手で似合わないと思っていたけれど、ペパーミントのサマーニットは顔色をよく見せてくれた。それに全体にレースのあしらわれた白いスカートを合わせると、夏らしく華やかさも加わって、しかもオフィスでも浮かないスタイルができあがった。

　新しい自分に出会えたような気がして、カーテンを開けて絵美に披露してみる。

「あの、どうでしょうか？」

　どんな反応があるか、ドキドキしながら尋ねた。

「紗衣、とってもいいよ。想像以上だわ。やっぱり私のセンスってば最高ね」

　紗衣も絵美の意見に賛成だ。確かに自分では絶対選ばなかった色遣いとデザインだった。

「本当に絵美さんのおかげです。せっかくなので他のも着てみます。ご意見いただけますか？」

「もちろんよ。ほら、次はあのワンピースを着て見せて」

　紗衣は絵美の言うとおり、落ち着いたスモーキーピンクのワンピースを手に取った。ピンクという色に抵抗があったけれど、首もとがＶネックになっており、とろりとしたフォルムが女性らしさをうまく表現していた。

　ウエストがいい具合にシェイプされていて、身長の低い紗衣でも野暮ったくならない。

「これもすごくいいかも」

　絵美も同意見だった。それから次々といろいろな服を試着した。どれも素敵だったが、手持ちの服にも合わせやすいものを数着選び、特に気に入ったワンピースは、絵美の勧めでその場で着ていくことにした。

「ありがとうございましたぁ～」

　店員の明るい声で送り出された後、化粧品のカウンターに移動した。とりあえず絵美のおすすめの化粧品を試してみる。

　クロスをかけられて、前髪をダッカールで留めてもらう。そして軽く化粧を落とすと、下地からメイクが始まった。

　紗衣は目の前の美容部員に思わず見とれる。

　すごい……肌がキレイ。

　美容のプロなのだ、きっと人一倍気をつけているに違いない。

　同じ女性なのに……と自分との意識の違いを反省する。

「少し乾燥気味のようですが、色も白くてキメも細かいですね。うらやましいです」

「あ、ありがとうございます。いつも適当にしているんですけど……」

　まさか褒められるとは思っておらず、驚いた。

「〝適当〟でこのお肌を保たれているなら、お手入れすればもっとキレイになりますよ」

　お世辞だとわかっていても、褒められるとやっぱりうれしい。

　そのおかげか様々な説明も興味をもって聞けた。

　紗衣がメイクをしてもらっている間、絵美も新作のチークが気に入ったようで、早々に支払いを済ませていた。

「こうやって、自分に手をかけてあげられるのも、女性の特権ですから。お化粧、楽しんでくださいね」

　紗衣にとっては目から鱗うろこの言葉だった。これまで「社会人だから」という理由で、義務としてやってきたメイクを楽しむだなんて、思ってもみなかったからだ。

　確かに楽しいかも！　チークの入れ方ひとつでこんなにも印象が変わるなんて。お化粧って奥が深いんだな……。

　いろいろな道具を使い少しずつ磨かれていく。変わっていく鏡の中の自分を見ているのは不思議だったけれど、わくわくした。

「このフェイスパウダーはファンデーションの次に使うんですよね？」

「はい。通常はそのようにお使いいただきますが、こうやって仕上げに使うとハイライトにもなるんですよ。ここに……」

　自然と聞きたいことが出てきて、質問すると丁寧に教えてくれた。今まで敷居が高い気がして近寄りがたかった場所だったが、完全に紗衣の思い込みだった。

　こうやって楽しみながら自分に手をかけることで、自分に自信がもてるようになる。

　今までそうしてこなかったことが、残念に思えた。

　予算の範囲内で、美容部員と絵美のアドバイスを受けながら、紗衣は数点、化粧品を購入してカウンターを後にした。

　デパートの出口に向かって歩いていると、両サイドにジュエリーショップが並んでいた。ひとつのショーケースに飾られたネックレスが紗衣の目を引き、思わず足を止めた。

「これ、かわいいわね」

「絵美さんもそう思いますか？　今度のお給料が出たら、これも買ってみようかなと思います」

　その声を聞いた店員が一歩こちらに近寄った。

「ダメダメっ！　こういうのは彼氏に買ってもらわないと」

　絵美のきっぱりした返事に、一歩近づいた店員の顔が曇る。

「そうですか……そういうものなんですかね」

　今まで誰かからプレゼントしてもらうことなど考えたこともなかった紗衣は、ただただ驚く。

「そうよ！　もうお昼ね。私、お腹がすいちゃった」

　時刻は十一時半、ランチを摂ることにしたふたりは、近くのイタリアンレストランへ入った。

　運よくすぐに席に座れたふたりは、ランチのコースを注文してひと息ついた。

「こんな短時間で、ここまでたくさんの買い物をしたのは初めてです」

「そうだろうね。私は紗衣が楽しそうにしてるのを見てうれしいよ。こんなことなら、もっと早く連れ出すんだった」

　紗衣も新しい発見がたくさんあった。そして洋服やメイクを楽しむことですごく気分がウキウキしていることに気がついた。

「私、今までもったいないことをしていました。メイクやおしゃれって、自分を楽しませることができるんですね」

「そう。そう。自己満足って言う人もいるけど、自分ひとり満足させられないで、どうするのよ、ねぇ？」

　絵美の名言に、大きくうなずく。

　ランチのアンティパストが運ばれてきた。食事が始まってからもおしゃべりは続く。

「で、課長とはあれからなにかあったの？」

　やはり絵美の興味はそこだ。しかしこの一週間、特に変わったことはなかった。

「一週間、仕事していただけで、進展もなにもないですよ」

　その言葉に絵美は不満気な表情を浮かべた。

「なに言ってるの、山下を見習いなさい！」

「え、私の席の前にいる山下さんですか？」

「そうよ、あの女子力モンスターったら、呼吸をするように恋をするのよ。いつでもどこでも恋愛モード。それがいいか悪いかは別として、あの子の恋愛に対する執しゅう念ねんというか、エネルギーはすさまじいものだわ」

　確かに彼女の周りには、いつもピンク色のオーラが漂っている。常に男性に気を遣い、自分が女性であることを意識しているのだ。

「男性社員は皆、彼女にやさしいですよね」

「そうかしら？　まぁ、上辺だけ見る人もいるけどね。だけど裏を知ってる女子社員たちには不評だよね」

　彼女に関しての噂を、耳にしたことがある。誰かの彼氏を奪っただの、気に入った男性からの仕事しか受けないだの――あまりいい噂ではない。

「まぁ、さっきと言ってることが逆になっちゃうけど、紗衣があの子みたいになってほしいと思ってるわけじゃないの。紗衣は今のまま素敵に成長してほしい」

　まるで実の姉のような言葉に、紗衣は思わず顔をほころばせた。自分の恋を絵美が応援してくれていると思うと、心強い。

「ほら、しっかり食べて。午後からはひとりで眼科に行ってコンタクト作って、その後美容院も予約してるんだからね」

　絵美は結婚式の打ち合わせがあるので、付き合ってもらえるのはランチまで。午後は自分ひとりで動かなければならない。

　今までの紗衣なら、新しいことに飛び込むまで、かなり慎重に考えていた。しかし自分を変える楽しさを知ったおかげで、尻込みせずにチャレンジしようと思えた。

「絵美さん、私、がんばります」

「その意気よっ！　このまま一気に課長をゲットよ！」

　絵美のエールに、紗衣は力強くうなずいていた。

　簡単にうまくいかないことはわかっている。けれど紗衣はいろいろと努力している今の自分のことが好きだと思えた。

　恋には自分をも変える力がある。片想いだとしても、相手を思ってする努力は決して無駄ではない、そう思えた。




　メイクもおかしくない、洋服も週末絵美さんと買ったものだし、変じゃないはず。

　休み明けの月曜日。満員の通勤電車も気だるげな人々の顔も、いつもと変わらない。しかし紗衣は、週末の努力の成果をしっかりと朝の身支度に詰め込み、少し緊張していた。

　ロッカールームに荷物を置き、いつもどおり挨拶を交わしながら原料部のフロアに向かう。これまで誰ひとりとして変な顔はしなかった。

　大丈夫、大丈夫――。

　紗衣は自分に言い聞かせるようにして、フロアに足を踏み入れた。

「おはようございます」

　紗衣は裕貴の方を見て、いつもと変わらぬ挨拶をした。その声に反応し、裕貴はパソコンの画面から顔を上げ紗衣を見る。

　紗衣は眼鏡をコンタクトに変えて、ただ伸ばしただけだった黒髪をカットして軽くし、ほんの少し髪色も明るくしていた。

　洋服は土曜日に買ったスモーキーピンクのワンピース。そしていつもは三センチのヒールを履いているが、今日は少しでも背筋が伸びるようにと七センチのヒールを履いている。

　どこからどう見ても、金曜日までの紗衣とは違う。

「おはよ……う」

　裕貴は一瞬驚いた顔をして、その後すぐに笑顔になった。

「本城――」

　裕貴がなにか言葉を発しようとしたけれど、そこに上迫の声がかぶる。

「どうしたんだよ、すごいイメチェンだな」

「あ、はい。ちょっと気分転換に」

　さすがに裕貴に振り向いてほしいから――などという本当の理由は言えない。

　紗衣は本来の目的である裕貴の反応が見たいのに、上迫が視界を遮って様子が窺がえない。

「すげーいいよ。こんなにかわいくなるなんて反則じゃない？　なぁ、今度飯に行こう」

「あの、いえ……」

　なんだか変な話になってきちゃった。

　今まで男性にこんなふうに誘われたことなどなかった紗衣は、ひとりで機関銃のように話し続ける上迫の前で、どうしたものかと苦く慮りょする。

「やっぱり、磨けば光ると思ってたんだよな。俺の目に狂いはなかった、それで食事なんだけど――」

「おい、仕事中にそういう話をするな」

　裕貴の冷たい声が、上迫の口を止めてくれた。

　やっと言葉の応おう酬しゅうが止まって安堵するはずなのに、紗衣はそれよりも裕貴の冷たい言葉に胸が詰まる。

　同時に、浮かれた気持ちで職場に来てしまった自分を反省した。

　皆、真剣に仕事をしている。なのに自分が恋愛に気を取られて、周りが見えなくなってしまっていた。

　これでは裕貴に好印象を与えるどころか、ＴＰＯをわきまえられない女性として軽蔑されてしまう。まるで逆効果だ。

　自分のことしか考えていなかった……私、最低。

「申し訳ありませんでした」

　こわばった声で謝罪をすると、席に着いてすぐに仕事を始めた。

　いつもと変わらない、いつもと同じ月曜日。

　さっきの自分の行動を忘れようと、がむしゃらに仕事に集中した。そうしなければ、浅はかな考えをもった自分を恥じて、涙してしまいそうだった。




　月曜日の朝のルーティンワークを終えて、金曜日にもち越した仕事から取りかかる。見積書の作成や、在庫の確保に売上の計上。さまざまな仕事が次々に舞い込んできた。

「紗衣～、三番に『ユニヴェール』から上迫さん宛てに電話なんだけど、対応お願いできる？」

「はい、わかりました」

　営業担当は日中ほとんど外出している。だから顧客の電話応対も営業アシスタントの紗衣の仕事だ。

「もしもし、お待たせいたしました。本城です」

《あ、本城さんが出たってことは、上迫さん外出中？》

　取引先の女性も、特段驚くこともない。社内にいる紗衣が担当したほうが、先方の問い合わせに対する答えが早く出ることがあるからだ。

《この間もらった見積の数字のことなんだけど、わかるかな？》

「はい。少々お待ちくださいね」

　紗衣は自分が作った見積書を、サーバーのデータファイルから呼び出す。

「先週の金曜日に御社にご提示したものですよね？」

《あぁ、それそれ。そのことなんだけど、もう少し数が減りそうなんですよね。だから金額もその単価じゃ無理なんじゃないかなあと思って》

　確かに受注数によって割引率が変わる。このあたりは営業担当が上司と相談して決めることが多いので、紗衣が金額を回答するわけにはいかない。

「わかりました。その件については私のほうから上迫に確認し、追ってご連絡するようにいたします」

《ごめんなさいね。こっちの都合で。うちの会社も最近めっきり勢いがなくなってしまって。そのせいか、去年同期のデザイナーが独立してけっこう大変で……》

「そうなんですね。門出は祝いたいですが、それはそれで寂しいですよね」

　取引先とはいえ、三年前から知っている相手だ。こんな感じで世間話も時々していた。

《ごめんごめん。忙しい月曜日に時間取らせて。じゃあ、連絡待ってるから、上迫さんによろしくお伝えください》

「はい。承りました」

　紗衣はゆっくりと受話器を置くと、すぐに電話の短縮ボタンを押して、外出中の上迫に連絡を取った。

「お疲れ様です、本城です。今、お電話大丈夫でしょうか？」

《うん。今、電車降りたところだから平気だよ》

　上迫にさっきのユニヴェールからの電話の内容を伝えた。すると《う～ん》とうなった後、課長である裕貴に相談するために電話をつなぐように言われた。

　裕貴はちょうど別件の電話を終え、受話器を置いたところだった。

「天瀬課長、上迫さんからお電話です。一番お願いします」

「わかった、ありがとう」

　保留のため点滅していたランプが通話中に切り替わる。紗衣はすぐに目の前の画面にあった見積書をプリンターで出力し、裕貴の手もとに差し出した。

　すぐに気がつき、紗衣にさっと手を挙げるだけのお礼を言うと、受話器を肩に挟んで資料をめくった。

　その様子を見て紗衣は、先ほどやりかけていた仕事に戻る。朝のうちに営業担当分の経費精算をして、経理課にデータ送信をしてしまいたい。

　……けれど、裕貴の様子から上迫との電話の内容があまりよいものではないことがわかり、気になってしまう。

「わかった、今回についてはその値段でかまわない。しかし以後、このようなことが続くなら、うちの会社でもなんらかの対策を取らなければならない。戻ったら少し話をしよう」

　難しい顔でそう言って、電話を切った裕貴が「本城さん、ちょっといい？」と紗衣を呼んだ。

「ユニヴェールの件だけど、ここの数字だけ変えてすぐに手配できるようにしておいて。今週の売上に入れるから」

「はい、かしこまりました」

　ここ最近、この会社からの受注が目に見えて落ちていることが気になると話をしようとした。けれど営業担当でもない紗衣が口を挟むべきかどうか悩んだ。

　それに加え、朝の裕貴の冷たい態度がふと脳のう裏りをよぎり、躊ちゅう躇ちょしてしまう。そんなことをしているうちに、裕貴のデスクの電話が鳴る。

「頼んだぞ」

　裕貴は短く言うと、すぐに電話に手を伸ばす。紗衣も「はい」とだけ答えて自分の席に戻った。

　誰にも知られないように「はぁ」と小さなため息をついた。

　朝の課長の態度が尾を引き、気持ちがなかなか落ち着かない。社会人として当たり前のことを言われただけだ。プライベートな感情を仕事にもち込むなど言ごん語ご道どう断だん。

　紗衣自身もそれはわかっているけれど、どうにもこうにもコントロールできずに、ため息を漏らした。

　どんなに気持ちが乱れていても、やるべき仕事は次々と重なる。今の紗衣にはそのほうがありがたかった。




「紗衣、私もう帰るけど、なにか手伝おうか？」

　時刻は十八時。終業時刻から三十分経過していた。

　部署内ではあまり残業をしないように言われているが、紗衣は営業担当から急いで工場に出荷指示をかけるように言われ、作業中だった。

　朝の話を相談したい……そう思うけれど、仕事を放り出すわけにはいかない。それに貴重な休日を割いてまで買い物に付き合ってもらいアドバイスしてもらったのに、結果が散々だったなどとは言いづらい。

「私もこれが終わったら帰りますから、大丈夫です」

「そう。じゃあ、お先に」

　フロアを出る絵美に「お疲れ様でした」と声をかけ、数字の並ぶパソコンの画面に向かった。

　相手先、品番、数量、金額……チェックするところをひと通りチェックして、担当者印を押して課長のデスクの未み済さいボックスに入れた後、売上日報に数字を入力した。

　その頃になると、外回りをしていた営業が戻ってくる。帰り支度を始めていた紗衣を、同じ課の宮みや前まえが捕まえた。

「悪い、これ帰りに総務にもっていってもらえる？」

　両手を合わせる宮前に「いいですよ」と笑顔で答え、書類を受け取った。

「助かるよ。いつもついつい、いろいろ頼んでごめん。ほら、山下さんはさ、『これ私の仕事じゃありませんっ！』って断っちゃうから」

　紗衣も何度かその場面を見たことがある。はっきりとした性格といえば聞こえはいいが、結局は仕事を選り好みする円香のフォローも、紗衣に回ってくることが多々あった。

「気にしないでください。ちょっと帰りに寄るだけですから。では、お先に失礼します」

　フロアの皆に聞こえるように挨拶をし、「お疲れ様～」と言う声を聞きながら廊下に出てエレベーターに向かって歩く。

「いたた……」

　フロアに出て人目がなくなり、気が抜けた。足の痛みに耐えきれず、思わず声が出てしまう。

　新しい靴を履いて一日仕事をした。慣れない靴である上、いつもよりも高いヒールでバランスを取りながら歩いていたせいで、足に相当な負担がかかっていた。

〝背伸び〟した代償だから仕方ない。

　紗衣は週末からの努力がなにもかも裏目に出てしまったことで、ひどく落ち込んでいた。

　痛む足でヨロヨロしながらエレベーターに向かう。いつもなら二階下の総務部には階段を使うのだけれど、足の疲れが限界に達していたので、今日は少々楽をすることにした。

　階数表示のランプがゆっくりと変わり、エレベーターが五階に到着した。扉が開いて中に入ろうとすると、降りる人に気がついてとっさに下がった。

　と、同時にバランスを崩し、倒れそうになる。

「あっ……」

「危ないっ」

　ぐいっと腕を引かれ、なんとか倒れずに済んだ。そのままエレベーターの中に引き込まれた。

「すみません……えっ」

　なんとかもちこたえて、顔を上げるとそこには裕貴の顔があった。ハッと驚き、すぐに距離を取ろうとして、またしてもよろけそうになる。

「ほら、また」

　呆れたような、それでいて心配も交じった複雑な表情を浮かべている。

　自分でも驚くほどの迂う闊かつさに、恥ずかしさがこみ上げてきた。

「重ねがさね、申し訳ございません」

　今度はふらつかないように、勢いよく頭を下げた。顔を上げると苦笑している裕貴と目が合う。

「そんなに謝らなくてもいい。それより、足は大丈夫か？」

「はい。ご心配をおかけして――」

「いいから」

　謝罪を断られた紗衣は、なかなか裕貴の顔を見られない。

　自分の立て続けの失敗が気になり、この場にいるのがつらかった。仕事こそはいつもどおりだったが、今日は朝から裕貴にあまりいい印象を与えられていない。

「あれ、課長、降りるんじゃなかったんですか？」

　そうこうしているうちにエレベーターの扉が閉じかけた。

　慌てて『開』のボタンを押そうと伸ばした紗衣の手を、裕貴が掴んだ。そのせいでゆっくりとエレベーターの扉が閉じて、狭い空間にふたりっきりになる。

「かわいいな」

「えっ」

　裕貴の声があまりにも小さく、紗衣はよく聞き取ることができずに聞き返した。

　小さな密室の中で、好きな人を間近で感じている紗衣の心拍数は、どんどん上がっていく。

　裕貴は掴んでいた紗衣の手を離して彼女を見つめた。

「ちょっと明るくした髪も新鮮で素敵だし、眼鏡を外して今まで隠れていた表情がよくわかる。洋服も本城に似合っているよ――って朝からずっと言いたかった」

　さっきまで新しい紗衣を否定されたような気になっていたのに、急転直下の出来事に心がついていかない。けれどうれしさは体中に駆け巡り紗衣の頬は紅潮していく。

「皆の前できつい言い方して悪かった。あんなふうに頭ごなしに言うことじゃなかったよな」

　ウソ……まさか気にしてくれていたなんて。

　思いもよらない謝罪に驚いた紗衣は、慌てて裕貴に答えた。

「いえ、職場でする会話ではなかったです……私こそ軽率な行動でした」

　しかし裕貴は納得しない。

「いや、あれは完全に上迫が舞い上がっていた。まぁ、その気持ちもわかるけどな」

　舞い上がる？　いったいどういうこと？

　その言葉の意図がわからず首をかしげた紗衣に、裕貴ははっきりと言った。

「本当に、かわいいよ」

　裕貴のその言葉に、一瞬、息が止まったような気がした。ギュッと胸が苦しいくらいにときめいてしまう。

　課長が、私をかわいいって言った――！

　紗衣は喜びで飛び上がりそうになるのを、なんとか我慢する。

「あ、ありがとうございます」

　ちゃんと見ていてくれたこと、そして努力を認めてもらえたこと。なによりも好きな人に『かわいい』と言ってもらえたこと。

　紗衣は赤くなった顔で、裕貴を見上げる。

　至近距離で目が合う。彼もずっと目を逸らそうとせず、しばらくふたりは見つめ合っていた。

「それだけ、どうしても今日中に伝えたかったから。よかった、ここで会えて」

「気を遣っていただいてすみません」

　たとえ社交辞令やお世辞だとしても、紗衣にとってはかけがえのない言葉だ。

「別に気を遣ったわけじゃない、本当のことだし。ほら、何階に行くんだ？　せっかくだから送っていってやるよ」

　少し照れたように急かす姿が、新鮮に映る。

「三階を、お願いします」

　紗衣の返事を聞いて、裕貴はすぐにパネルの『３』という数字を押した。するとすぐにエレベーターは動きだした。

　そしてあっという間に到着してしまう。裕貴が『開』ボタンを押して紗衣を降りるように促した。

「ほら、着いたぞ。あ、そうだ」

　紗衣がエレベーターを降りた瞬間、裕貴がなにか思い出したようだ。

　既に話が終わったと残念に思っていたので、呼び止められてうれしくなり、裕貴の方を振り向く。

「さっきも言ったけどその格好、とってもかわいいと思う。だけど靴だけは前のほうがいいんじゃないのか？　危なっかしくて心配になる」

　確かにさっきから、何度もよろけている。

　そんなところまで気にしてくれていたことに驚くと同時に、胸が小さくうずいた。

「はい。そうします。課長、ありがとうございました」

　紗衣がニコッと笑ってお礼を言うと、裕貴は軽く手を挙げた。すぐに扉が閉まり、エレベーターは五階へ戻っていった。

　階数表示のランプが変わるまでそれを見つめると、踵きびすを返して総務部に向かう。

　さっきまで足が痛くて仕方なかったのに、裕貴に心配されたおかげか、今は羽が生えたように足取りが軽い。

　裕貴にとっては、紗衣がふらふらしているのをただ危ないと思ったことを伝えただけで、他の人にも同じようにするに違いない。なにも自分だけが特別ではないと思うけれどそのさりげない言葉が、幸せを運んできた。

　紗衣は恋のパワーを今日初めて思い知った。

　そして確信する。今まで似合わないと思って敬遠してきたおしゃれだったけれど、こうやって新しくチャレンジすることが自信へつながるということを。




　エレベーターの扉が閉まった瞬間、裕貴はひとつ大きく息を吐いた。

　この数分の、とっさの行動に驚いているのは、ほかでもない自分自身だ。

　朝、フロアに入ってきた紗衣を見た瞬間、その変わり様に驚いた。それまでとは違い、眼鏡を外し髪を明るくしたことで、彼女のまっすぐなよさが引き立って見えた。

　自分が見とれているのと同様に、周りの社員も彼女の変身に驚いていた。

　その中でも――。

　上迫の奴……。

　あんなにあからさまに態度をころっと変えた部下に、ムッとした。

　これまで紗衣に対して同僚以上の好意的な態度など取っていなかったのに、キレイになった姿を見たとたんのあの態度に呆れた。

　そしてそれに嫉妬心を煽おおられて、紗衣にまで嫌な思いをさせてしまったことを激しく後悔した。

　あまり変化を好まない彼女にとっては、きっと大きなチャレンジだったはずだ。

　誰に対しても公平で、芯が強くまっすぐな、そんな紗衣をずっと部下として見続けていたが、他の男にちやほやされている姿を見ていると、なんだか無性にいら立ってしまった。

　紗衣に今朝の態度を謝り、笑顔が戻ったことでこの話は終わりのはずなのに、なぜだかすっきりしない。

　エレベーターを降りた裕貴は、もう一度大きく息を吐きデスクに戻っていった。




　紗衣が劇的な変化を遂げたその週末――。

　裕貴は、慎吾とお互いの会社のほぼ中間地点にある行きつけの居酒屋で、ビールのジョッキを傾けていた。

　裕貴と慎吾は大学のオリエンテーションのとき隣同士になったのがきっかけで、今でも親友同士として付き合いが続いている。

　最初の出会いのときから、慎吾が一方的に話しかけ、裕貴が答えるというスタイルだ。それは今も変わっていない。

　タイプの違うふたりだったが馬が合い、今でもこうしてたまに時間を合わせて飲むこともある。

　いつもきちんと結ばれた裕貴のネクタイはこの日は緩められていて、リラックスしている姿が見て取れた。

「っはー、美味い」

　慎吾は思わず声に出すほど喉が渇いていたようだ。裕貴も相そう好こうを崩して、よく冷えたビールの喉越しを楽しんでいる。

　お互いジョッキを置くと、お通しのきゅうりとクラゲの酢の物を口に運んだ。その間に『いつもの』と言って頼んでいたメニューが次々と届き、テーブルの上に並んだ料理に箸を伸ばした。

　今日は絵美を誘って振られた慎吾が、代打とばかりに裕貴を誘った。ふたりで会うときはいつもこの居酒屋だ。酒も料理も美味で、お互いひとりでもよく通っていた。

「お前、濱中に断られたからって、わざわざ俺を呼び出さなくてもいいだろ」

　箸でエビマヨをつまんで口に放り込みながら、裕貴が不満気に漏らした。

「別にいいだろ、週末だってどうせ仕事しかしてないんだから？　寂しい奴だ」

　付き合わせておいて、この言いぐさである。お互い気心は嫌と言うほど知れているが、いかがなものか。

「誰が寂しいなんて言った。たとえそうだったとしても、絶対にお前だけは頼らん」

　ますます不機嫌になった裕貴に、慎吾がたしなめるように「まぁまぁ」と声をかけた。

「で、最近どうなんだ？」

　興味津々といった様子で慎吾がテーブルに乗り出し尋ねる。

　それに、いつもと同じように答えた。

「なにが？　仕事ならビックリするくらい順調だぜ」

「そんなのいつものことだろ。あ、そうだ。海外赴任の話はどうなったんだ」

「今のところ、未定。まあいつかは行くだろうけど」

　適当にあしらったが、ミカドでは出世に海外勤務経験は必須だ。おそらく実績を鑑みれば裕貴にも近々話があるはず。しかし今のところ具体的な話は出ていない。

　とはいえ、会社の状況によって左右されるので、いつ打診があるかわからないのも事実だ。

「また謙遜して。将来の取締役候補だって絵美から聞いてるぞ」

「まさか……まぁでも、やるからには上を目指したいけどな」

「おっ、やっと本性出したか。会社では紳士で通ってるみたいだけど、俺はお前の秘めた野心も性欲も全部知ってるぞ」

　二杯目のジョッキをあけた慎吾は、既にアルコールが回っているようだ。人差し指を裕貴につきつけて、力説している。

「別に隠してるつもりなんて、まったくねーよ」

　裕貴自身、人並みの欲望は備えもっていると自覚している。ただそれがあまり他人に気づかれないだけだ。

　仕事でも大きな成果を上げたいと常々思っているし、別に女性に対して興味がないわけじゃない。

　そのとき、ふと紗衣の顔が脳裏にやどる。

「そうか？　まぁ、なんでも手に入るお前なら、そんなにガツガツしなくてもいいよな。俺がお前に勝っているのは、最愛の人、絵美がそばにいてくれることだ」

　また始まった。

　そもそも慎吾と絵美が結婚するきっかけを作ったのは、絵美の会社の上司である裕貴だ。

　今日のように慎吾と約束をしていたときに、絵美が同席したのがふたりの出会いだ。慎吾が絵美に一目ぼれして以降、もう嫌というほど相談に乗ってきた。

　まぁ、幸せそうだからいいか。

　裕貴はいつもどおり親友ののろけ話を聞く。

「どうだ、俺の絵美は最高だろ？」

　ビールから焼酎の水割りに飲み物が変わっても、慎吾の絵美自慢は止まらない。苦笑しながら話を聞いていると、急に話題が自分自身に及んだ。

「で、お前の話だ。ほら、この間言ってた『会社の子に嫌われている』ってのは、どうなったんだ？　お前が話かけると目を逸らすし、気まずそうにだまり込むって言ってた子」

　そういえば、コイツにあの話、してたんだった。

　まさかここで紗衣の話題が出てくるとは思わずに、グラスをもつ手が一瞬止まる。しかし慎吾に悟られると面倒だと思い、すぐに気を取り直した。

　わざわざコイツに話さなければよかった……。

　そうは思ってももう遅い。相談だけして結果を報告しないのも筋が通らない。

「あれは、大丈夫だった。俺の勘違いだったみたいだ」

「え？　解決したのか。それでその子とはどうなったんだ？」

「どうって？」

　軽く流すと思っていたのに、ここまで突っ込まれるとは思わずに少し焦る。

　裕貴の言葉に、慎吾がじれったそうにする。

「だから、お前、その女の子のこと気になるんだろ」

「は？　俺がいつそんなこと言った？」

　一度話題に出しただけなのに、決めつけられて裕貴は慎吾の言葉に顔を歪めた。

　慎吾がどんなふうに、彼女の話を解釈したのだろうか。

　もちろん気にならないと言えばウソになる。

「隠さなくてもいいって。お前が女の子のことで相談してくるなんてこと、いまだかつてなかっただろ？　ズバリそれだけその子のことが気になってるってことだ」

　慎吾の言葉にハッとした裕貴は、そこで考え込む。

　紗衣のことは部下のひとりとして見てきた。目立たないながらも、周りのことをよく見ていて、気がつけば先回りして仕事をしてくれる頼もしい存在だ。

　それなのに自己評価が低いところも気になるところだった。

　しかしそれは部下として彼女を気にかけているだけで、すぐに好きという感情と結びつけるのはいささか性急すぎる。

　この間のこともそうだ。

　急にあんなにかわいい姿を見せられたら、動揺するに決まっている。裕貴だけがそう思ったわけではないはずだ。

　ふと紗衣がどうして、急に髪型や服装を変えたのか気になった。

「なぁ、慎吾。女性の見かけがものすごく変わるときは、なにか理由があるのか？」

「は？　俺の質問は無視かよ」

「いいから、答えろよ」

　裕貴は慎吾の言葉を遮って、答えを促した。

「まぁ、そうだな。失恋でも髪を切るって言うしな」

　失恋……確かに髪型も変わってたな。

　裕貴は紗衣の姿を頭に思い描く。

「でもものすごくキレイになったってことなら、それは恋だな」

「恋？」

「あぁ。きっと好きな人でもできたんじゃないのか？　急に変わるなんて、そのくらいしか理由はないだろう」

　紗衣が劇的に変身して出社してきた日のことを、もう一度思い出した。フロアに入ってくるなり、その変わり様に裕貴も驚き、思わずマジマジと見つめてしまった。

　周りも彼女に注目をしていた。そして上迫に至っては、これまでの態度とは打って変わって、彼女を恋愛対象として見ているということが火を見るより明らかだった。

　そのときのことを思い出した裕貴は、じわじわと言いようのない怒りのようなものを感じていたのだった。

　本城のよさは、決して見かけだけじゃない。まじめで素直だし、周りをよく見て他人のために、動ける人間だ。それを少し――いや、実際は驚くほどだったが――見かけが変わったくらいでちやほやするなんて、そんな男は彼女には似合わない。

　裕貴はしばらくだまり込んだままで考え込んでいた。そしてハッとして我に返る。

　どうしてそこまで紗衣のことを考えてしまうのか。

　どうして、彼女の周りにいる男たちに不快感を覚えるのか。

　答えが出ると、今まで気がつかなかったのが不思議に思えるほど、彼女への気持ちに確信をもった。

　もやっとした気持ちがスッキリして、焼酎を傾けながら自然と頬が緩む。

　気がつくと目の前では慎吾がなにやら、ずっとしゃべり続けていたようだ。

「なぁ、そのキレイになった子っていうのは、嫌われているかもしれないって言ってた子と一緒なのか？　お前、その子のことが好きなんだろ？　なぁ？」

　まるで中学生の男子が修学旅行の寝床でする話だ。

「バカなこと言うな。ちょっと聞いてみただけだ」

　他人に話すようなことではない。

　それに――恋愛は、うまくいっているときはいいけれど、そもそも、面倒なものだ。

　あんな煩わずわしい思いをして、振り回されるようなことにはなりたくない。

　……もう二度と。

　裕貴は頭に浮かびそうになった苦い思い出を、焼酎の水割りで流し込んだのだった。










４ 自分磨きが、愛される近道です




「それ、おいしそうね」

　午後のランチタイム。ミーティングルームのテーブルでは数人の女子社員たちが食事を摂っているなか、絵美が紗衣の赤いお弁当箱の中身を覗き込んだ。そんな彼女が手にもっているのはコンビニのおにぎりだ。

「よかったら、おひとつどうぞ」

　これといって手の込んだ弁当ではない。ゆかりのおにぎりに甘い卵焼き、それと生姜焼き。ちくわにきゅうりを詰めたものに、ミニトマト。どうしても隙間が埋まらず、冷凍食品の小さなハンバーグも入っている。

「いいの!?　じゃあこれ、いただきます」

　そう言って絵美は卵焼きを口に運んだ。

「ん～」

　おいしそうに頬を押さえて、もぐもぐと咀そ嚼しゃくしていたかと思うと「もう一個」と手を伸ばし、次はちくわをパクンと口の中に放り込んだ。

「あ～おいしい。お礼にこのマドレーヌあげる。デザートに食べて」

「ありがとうございます」

　マドレーヌを受け取ると、紗衣はゆかりのおにぎりを食べ始めた。その姿を絵美はしっかりと見ている。

「そんなに見られると、食べづらいんですけど」

「そうよね、ごめん。あ～なんだって、食堂が工事なんてするのよ。私このままじゃ栄養失調になっちゃう」

　絵美はコンビニの袋からふたつ目のおにぎりを取り出し一口かじると、カップの味噌汁をすすった。

「そんな、大げさな」

　笑う紗衣に絵美は、これでもかというくらいに目を見開いて、声を上げた。

「笑いごとでも大げさでもなんでもないわよ。なんでもできる私が唯一苦手なのが、料理よ。紗衣だって知ってるでしょ」

　謙遜などという言葉は絵美の辞書には存在しないようだ。

「苦手だって言ってましたよね？」

「苦手ってレベルじゃないのよ。おにぎりもまともに握れないのよ。すぐにボロボロになっちゃうの。もう買ったほうが断然おいしいのよ」

　そこまでとは思わなかった紗衣が、ふと疑問に思う。

「絵美さん、ご結婚されてからはどうされるのですか？」

　その言葉に絵美が凍りつく。

「そうよ……それが問題なのよ。今まではひとりだったからよかったものの、結婚となると料理は避けて通れないわ。慎吾には『超絶に下手』とだけは伝えてあるんだけど、きっとここまでとは思ってないはず」

　おにぎりが握れないというのは相当だ。

「でも、絵美さんはなんでも器用にこなすじゃないですか。だからきっと、練習して慣れればすぐに上達しますよ」

「本当に？」

　紗衣が力強くうなずくと、絵美がここぞとばかりに一枚のチラシを出してきた。

「じゃあ、これ一緒に通ってくれる？」

「え？」

　それは駅前にあるクッキングスクールの入会案内だった。

「私ね、ひとりだと絶対に途中で行かなくなる自信があるの。それに周りの人たちに迷惑かけちゃうでしょ？　だから紗衣が一緒にいてフォローしてほしいの」

「料理教室ですか……？」

　チラシをじっくり見ると、赤いギンガムチェックのエプロンをつけた講師が、包丁の使い方から教えている。基礎コースは季節に合った家庭料理。メインからデザートまで作り、テーブルコーディネートもレッスンの内に入っているようだ。

　楽しそうだな、これなら行ってもいいかも。

　ふと思いかけた紗衣の耳もとで絵美がささやいた。

「これで、天瀬課長の胃袋も掴んじゃえばいいじゃん」

　まるで悪事に誘惑するような言い方だ。その言葉に素直に感化された紗衣は、裕貴に手料理をふるまっている自分を想像してしまう。

「……行きましょうか。お料理教室」

　気がつけば返事をしてしまっていた。

「そうこなくっちゃ」

　完全に絵美のささやきに影響されてしまった。

　いつか誰かのために料理をするときに役に立てばいいと思う。

　その相手が天瀬課長だといいな……。

　紗衣は自分の手料理を食べてくれている裕貴を想像して、顔をほころばせながら入会案内の紙を眺めたのだった。




　その日の午後は、月初め恒例のミーティングがあった。全体で今月の目標の数字の確認をして、各おの々おの伝達事項を伝える。

　メンバー全員が真剣に取り組んでいるが、殺伐とした雰囲気はない。上司、部下の関係なく闊達な意見を交わす。それは何事にもきちんと耳を傾ける裕貴の人柄たるゆえんだ。

「で、後は営業だけで見込み数字のすり合わせをするつもりなんだけど、アシスタントのほうからなにかある？」

　裕貴の言葉に、絵美も円香も首を振る。紗衣は少し気になることがあったが、この場で言うかどうかためらっていた。

〝気になる〟程度のことを、ミーティングの場で話すかどうか悩んだのだ。

「本城、なにかあるのか？」

　そんな紗衣の態度に裕貴は気がついたが、紗衣は結局、「なんでもありません」と答えた。

「そうか。それならいい、じゃあ営業以外は自分の仕事に戻って」

「はい」

　ミーティングルームから女性社員三人が席に戻る。

「あ～あ、疲れましたね。打ち合わせ嫌～い」

　いつもの調子の円香に、絵美が眉をひそめた。不穏な空気にならないように紗衣が絵美に話しかける。

「今日は比較的早く仕事が終わりそうなので、早速申し込みに行きませんか？」

「いいわね。善は急げって言うものね」

　そんなふたりの会話に、円香が首を突っ込む。

「おふたりでなにか始めるんですかぁ？」

「うん。料理教室にね、行こうかなと思って」

　紗衣の言葉に、円香が含みのある笑いをする。なんとなくバカにされたような気がした。

「最近の本城さんってぇ、なんかぁ、必死ですよね」

　嘲あざけるようにニヤニヤ笑いながら、言葉を続けた。

「急におしゃれに変身して、このうえ料理もがんばっちゃうんですね。誰か好きな人でもできたんですか？　それともただモテたいだけですか？」

「ちょっと、なんか感じが悪いんだけど」

　我慢できなくなった絵美が、紗衣の代わりに円香に噛みついた。

「こわぁい。もう、怒らないでくださいよ。事実を言ったまでですから。同期の間で言ってたんですよ。急に必死になって、どうしたんだろうって」

　絵美のすごみもどこ吹く風で、キレイに整えた自身の巻き髪をくるくると弄もてあそびながら話し続ける。

〝必死になって〟かぁ。やっぱりそう見えちゃうのか。

　言われていい気はしないが、それが事実だ。紗衣はなにも言い返せずにいた。

「もう、おふたりとも、顔が怖いです。ちょっと喉渇いたので、飲み物買ってきます」

　そう言って、そそくさとフロアを出ていった。

「山下は本当に、男の目がないと好き勝手するんだから。紗衣も気にすることないよ。努力することが悪いなんてこと、ありえないんだから」

「はい」

　慰めてくれたけれど、円香の言葉がひっかかる。そんな紗衣の肩を、絵美がポンと叩いた。

「さあ、さっさと片付けて申し込みに行くわよ。料理上手になって慎吾をギャフンと言わせてやるんだから。紗衣、付き合わせてごめんね」

　絵美が気を遣ってくれたことがわかる。

「いえ、私も楽しみですから。料理教室」

　これ以上絵美に心配をかけまいと、笑顔を作った。

「そう、よかった。じゃあ仕事に戻ろう」

　絵美に促されデスクに戻ると、紗衣は営業から報告されたばかりの見込み数字を入力していく。毎月コンスタントに売上があるところから順を追って進めていくと、気になる項目が出てきた。ユニヴェールだ。

　あれ？　見込み数字がこんなに少ないなんて今までなかったのに。

　紗衣が念のため確認を取ろうと思っていた矢先、ちょうどミーティングを終えた上迫が戻ってきた。

「上迫さん、ちょっとお時間よろしいですか？」

「あぁ、いいよ」

　紗衣がパソコンの画面を指さすと、上迫が覗き込んだ。

「ここの数字なんですけど、これで合っていますか？」

　紗衣はさっき見ていたデータファイルを開いていた。画面を確認した上迫が、軽くうなずいた。

「それで合ってるんだ。どうやらかなり業績が悪化してるらしくて、うちへの注文もどんどん減ってきている」

「そうなんですか」

　向こうの状況を知り、ここ最近の数字の動きに納得した。

「まぁ、あっちの業績の悪化だから、俺たちが手出しできることでもないしな。あ、それより、昨日の朝頼んでたプレゼン資料ってどうなった？」

　上迫の中では、そう大きな問題でもなかったようで、話はすぐに終わった。

「それなら、昨日のうちにサーバー内のフォルダに保存しています」

「ありがと。仕事が早くて、しかもかわいいなんて、本城さんが俺のアシスタントでよかった、なぁ……」

「上迫、行くぞ」

　まだ続く上迫の話を、誰かが遮る。

　話に割って入ったのは、裕貴だった。これからふたりで得意先回りに向かうようで、既に外出する準備ができていた。

「やべっ。すぐに行きますっ！」

　上迫は話を切り上げ、慌てて準備を済ませると、先にフロアを出た裕貴の後を追いかけて行った。

　途中で切り上げられた上迫の話よりも、ユニヴェールのことが気になる紗衣はパソコンの数字をじっと見つめた。

　これで合ってるんだ……。

　パソコンの中の数字を見て、なんだか寂しい気持ちになる。メインではないけれど、自分がずっと携わってきた会社だ。担当者ともよく話をする。会社によっていろいろ事情があるのも理解しているけれど、関係が希き薄はくになっていくような気がしてしまう。

　紗衣は大きく深呼吸をして気持ちを切り替えると、別の仕事に取りかかった。




　出だ汁しのいい匂いが、辺りに漂っている。

　ここはミカドの最寄り駅前にあるキッチンスタジオ。紗衣と絵美は仕事帰りに料理教室に参加していた。

　チラシで見た写真の通り、赤いギンガムチェックのエプロンをつけた紗衣たちと同年代の講師たちが、カウンターで数人の生徒に囲まれている。この教室では、五人一組でレッスンを受ける。

　紗衣と絵美の他に、三人の生徒が一生懸命先生の話を聞いていた。

「ねぇ、紗衣。この〝いちょう切り〟ってなに？」

　こっそり紗衣に尋ねたつもりの絵美だったが、講師にその声が聞こえていたようだ。

「大丈夫。今から説明しますからね」

　そう言った講師の笑顔に、絵美は気まずそうな笑みを浮かべた。

　今回は絵美に合わせて基礎コースに参加している。家庭料理の定番の鶏の照り焼きに白しら和あえ、千ち草ぐさ焼き、それに豚汁といった、定番のメニューにひと手間加えた献立だ。

　しかしレシピの説明を見ると、豚汁には豆乳が使われていたり、千草焼きは普通の卵焼きとは違い、鶏のひき肉やひじきなども入って栄養価も高い。普段簡単な料理しかしない紗衣にも、たくさん学ぶことがありそうだ。

「こちら、お鍋の中をちょっと見てください。プツプツと小さな気泡が沸き上がってくるのがサインです」

　鍋の中を五人全員が覗き込む。と、うっかり他の生徒にぶつかってしまった。

「あ、すみません……って、あの……」

　実はその女性のことは、レッスンが始まる前から気になっていた。普段なら見知らぬ人に声をかけることはないのだが、どうしても気になった紗衣は講師の目を盗んで小声で声をかけてみる。

「ユニヴェールの、藤ふじ本もとさんじゃないですか？」

　紗衣の言葉に、その女性は軽く目を見開いて驚いた顔をした。その表情から間違いないと悟さとった紗衣は、自分の名前を名乗る。

「私は、ミカドの原料部で営業補佐をしている本城です。二年前に一度弊社でお会いして以降、いつもお電話で――」

「あーーー！」

　やっと思い当たったのか、藤本が笑顔になってうんうんとうなずいた。彼女は長年ミカドの窓口になってくれているユニヴェールの製造部の課長だ。

　ふたりの話し声が若干大きかったのか、講師と他の生徒の視線がこちらに向いた。

「すみません」

　ふたりで軽く頭を下げると、すぐにレッスンは再開された。

「では、そこのおふたりがこちらのお野菜を切る担当をしてください。で、奥のテーブルの方は、こっちの材料を準備してくださいね。千草焼きはご自身で召し上がる分を、ひとりずつ作っていただきます」

　指示に従って作業に取りかかる。紗衣は絵美と一緒に野菜を切ることになった。

「さ、紗衣……とにかく、ちょっとやってみせて」

　肘でつつかれて、ニンジンをレシピどおりのいちょう切りにした。

「ほほう……これがいちょう切りね」

　紗衣が切ったニンジンを、絵美がマジマジと見ていると講師がこちらに来た。

「濱中さん、感心ばっかりしてないで自分でもやりましょうね。まずは包丁のもち方から」

「はいっ。ど素人ですので、よろしくお願いします」

　絵美は勢いよく頭を下げた。

「では、他の方は今の自分の作業が終わり次第、手分けして洗い物をしてください」

　絵美を残して他のメンバーは、洗い物をもちシンクに移動した。そしてそれぞれ洗い物を始めた。

「本城さん……それ洗い終わったの、拭こうか？」

「あ、藤本さん。お願いします」

　ふたり並んで手を動かしながら話をする。

「まさかこんなところで、ミカドの人と鉢合わせするなんて、思ってもみなかったな」

「私もです。いつもお世話になっております」

　紗衣は泡だらけの手のまま、藤本に頭を下げた。

「いえいえ、こちらこそ。でもよく私のことわかったわね。一度会っただけなのに」

「私、顔とお名前を覚えるの得意なんです。それくらいしか、仕事での取り柄はないんですけど」

　肩をすくめた紗衣を見て、藤本がにっこりと笑う。

「そんなことないわよ。あなたのおかげでいつも気持ちよくやりとりできているもの。まぁ……最近は以前に比べると取引が減ってきてるけどね。前にもちょっと話をしたんだけど、うちの業績が悪いのよ。主力のデザイナーが他社に移っちゃってね。そこからガタガタ」

　軽い調子で言っているけれど、表情は暗い。紗衣が思っているよりもユニヴェールの状況は悪いのかもしれない。

「ま、おかげで残業も少なくなって、こうやって趣味に割く時間が取れてるんだけどね」

　藤本が肩をすくめると、カウンターから講師の「集まってください」という声がかかり話が終わった。

　講師のもとに戻ると、肩をコキコキと鳴らしている絵美の前には、少し厚めにいちょう切りされたニンジンが並んでいた。

「どう？　すごい？」

　肩を寄せて聞いてきた絵美に、「はい」と答えると得意気な表情になった。それから皆で説明を聞きながら同時に仕上げていく。同年代の女性ばかりで和気あいあいと料理をし、試食するときには仲よくなっていた。

　それから片付けを終えて、家路につく。時刻は二十一時半。金曜日の夜のせいなのか、笑顔で連れ立っている人が多い。

　紗衣と絵美、そして藤本の三人は駅に向かい、一緒に歩く。

「あーおいしかった。私天才かも……あ、慎吾だ。もしもし」

　自じ画が自じ賛さんをしながら一歩前を歩く絵美のスマートフォンに、着信があった。相手はどうやら慎吾のようだ。絵美は少し話をした後電話を切ると、紗衣と藤本の方へ振り向いた。

「ごめん、私はここで。今から慎吾の部屋に行ってくるわ。アイツ風邪引いて体調が悪いみたい」

　さっきまでの明るい表情とは違い、慎吾のことが心配なのか顔を曇らせていた。

「そうなんですか。お大事にとお伝えください」

　絵美は紗衣の言葉にうなずいて、藤本を見て「失礼します」と声をかけて急ぎ足ですぐそこに停まっているタクシーに飛び乗ると、そのまま行ってしまった。

　絵美を見送った後、藤本の「行きましょうか」という声で、また駅に向かって歩き始めた。そのときに気になったことを尋ねてみる。

「少し伺ってもいいですか？」

「ん？　なに？」

　藤本は笑顔のまま、紗衣の方を見た。ゆっくりと歩きながら話をする。

「さっき話をしていたユニヴェールの件ですが……部外者の私がいろいろ伺うのも失礼だとは思うのですが、気になってしまって」

「あぁ、そうね。まぁでも、担当の上迫さんには、発注が減っているから申し訳なくて、話はしてあるの。デザイナーが部下を連れて他社に移ってしまってね。突然だったから、新しいデザイナーを引っ張ってくるにも、育てるにも時間がなかったのよ。それで今の有様。このままだと、デザイナーが見つかった頃にはうちの会社はないかもしれないわね」

「そんな……」

　紗衣は眉じりを下げた。その様子を見た藤本が慌てて言葉を続ける。

「心配しないで、大げさに言っただけよ。本当はそこまでひどくない。ちょっと愚痴りたくなっただけ」

　その言葉に胸をなでおろす。

　懇こん意いにしている取引先には紗衣自身、いろいろな思い入れがある。特に藤本には新人時代にしたミスを『いいよ。いいよ』と許してもらい、その後も『頑張ってる？』と声をかけてもらったりもした。

　彼女のような取引先のあたたかい言葉が、社会人として成長させてくれた。紗衣にとっては本当に大切な人たちなのだ。

　だからこそ、外部の人間だとしても気になってしまう。

「いい方向に向かうといいですね」

「うん。ごめんね、なんだか心配かけちゃって。次はいつ料理教室に行くの？　私も同じ曜日に通うようにしようかな？」

「はい。またぜひご一緒しましょう」

　そんな会話をしながら、ふたりは駅に向かった。

　藤本と別れて電車に乗り、自宅のある駅に到着した。しばらく歩くと商店街を抜けたところにある一軒の喫茶店が目に入る。そろそろ店じまいの時間なのだが、まだ『ｃｌｏｓｅ』のパネルが出ていない。店内を覗くとまだ灯あかりがともったままだ。

　ドアをあけると昔ながらの〝カランコロン〟というベルの音とともに「いらっしゃいませ」という声が聞こえてきた。

「あの、いいですか？」

「あら、紗衣ちゃん。久しぶりね、どうぞどうぞ」

　すぐにカウンターに水とおしぼりが用意された。ここ『カサブランカ』で紗衣がいつも座る席だ。

「ロイヤルミルクティーを……」

「はいはい。奥さんの出番ですかね」

　ここはマスターとその奥さんのふたりでやっている、カウンターとテーブル席がふたつの小さな喫茶店だ。

　しかしマスターが提供するコーヒーの味は確かで、サイフォンで一杯ずつ丁寧に淹れてくれる。常連客も多く満席のときもある。

　紗衣はコーヒーも好きだったのだが、ある日、奥さんオリジナルのロイヤルミルクティーのファンになってしまい、そればかりを注文するようになっていた。

　しばらくして奥さんが顔を出すと同時に、紅茶のよい香りが紗衣の鼻をくすぐる。「どうぞ」と言ってカウンターに差し出されると、カップを手にして口へ運ぶ。

　そんな様子を見たマスターが「一応うちの〝売り〟はコーヒーなんだけどな」と嘆かわし気に、ぽそっとつぶやいた。

　ひと口飲んだ後、自然とホッと息が漏れた。いつもの変わらない味に体の疲れが抜けていくような気がする。そんな紗衣にマスターが、手作りクッキーを差し出してくれた。

「忙しかったの？　最近紗衣ちゃんが来てくれないからどうしたんだろうね？って話をしてたんだよ」

「なんだかなかなかタイミングがなくて。灯りが点いてるのを見てつい入ってきちゃいました。閉店前に押しかけてすみません」

「うちは大歓迎だよ」

　マスターの言葉に、紗衣は笑みを漏らした。

「紗衣ちゃん、忙しいときこそ自分の時間をしっかりと持たないとダメよ」

「そうですね」

　奥さんとの会話で、ふと絵美からもらった本に書いてあった言葉を思い出した。

『自分の時間を大切にして、自分自身を磨きましょう』

　普段着ない服を着て、自分に手をかけておしゃれをすることで、少しは自分に自信がもてた。けれど、中身が伴っていなければ意味がない。

　いろいろなことにチャレンジして、そしてこういう穏やかな時間に自分を振り返ることで、いい女になれると書いてあった。

　紗衣はまだそんな実感などない。けれど、少しずつ実践することで前に進めるなら努力してみよう。カップを両手で包みながら、静かに心に浮かべた。




　春しゅん眠みん暁あかつきを覚えず――とはよく言ったもので、ランチの後の睡魔に襲われながら上迫に頼まれた見積の作成をしていると、裕貴のデスクの電話が鳴った。

　本人は席にいないが、外出の予定もないので、近くにはいるはずだ。

　紗衣が代理で電話を受ける。

「原料部、本城です。天瀬課長はあいにく席を外しております」

《海外事業課の中村です。困ったなぁ。天瀬課長が頼りだったのに。あの、他にドイツ語が話せる方って、そちらにいらっしゃいますか？》

「ドイツ語……ですか？」

　英語ならまだしも……ドイツ語となるとなかなか難しい。

《実はうちのドイツの担当者が病欠していて、向こうの代理店から電話が入っているんですけど、なぜだかすごく怒っていて日本語も英語も取り合ってくれないんです》

　相当ご立腹らしく、海外事業課のアシスタントは涙声だ。

　どうにかしなくてはと思い、きょろきょろとフロアを見渡すと、裕貴が営業と話をしながら歩いてくる姿を見つけた。

「ちょっと待ってください。天瀬課長が戻ってきました」

　紗衣は電話を保留にすると、裕貴に駆け寄り事情を説明した。急いでデスクに戻った裕貴はすぐに電話を取り、流りゅう暢ちょうなドイツ語を話し始めた。

　まったくなにを言っているのか、理解できなかった。けれど、裕貴がこちらを見て小さくうなずいたのを見て、なんとかなったことだけは理解できた。

　ホッと胸をなでおろしたところに、上迫の「応接室の片付け頼める？」という声がかかる。本来ならば今日は円香の当番の日なのだけれど、「急ぎの仕事で手が離せないんですぅ」という彼女に代わって、紗衣が席を立った。

　――絵美さんにさせるわけにはいかないしね。

　給湯室からトレイと布ふ巾きんをもって会議室に行くと、上迫が資料の片付けをしていた。

「お疲れ様です」

「あれ、今週って紗衣ちゃんが担当だったっけ？」

　え？　今、〝紗衣ちゃん〟って呼んだ？

　違和感を覚えたけれど、深く追及するのも変な気がしたのでそのまま聞き流す。

「いえ、手が空いていたので代わりに来たんです。片付けしてしまいますね」

「ああいつもありがとう。ところでさ、再来週のバーベキュー、紗衣ちゃんも来るだろう？」

　そういえば昨日回覧があった。けれど紗衣は絵美が参加するかどうか確認をしてから返事をするつもりだ。社内で近場の飲み会ならひとりで参加してもまだなんとかなるが、遠出となると行き帰りの時間も気を遣わなければならず、ハードルが高い。

　しかし、今までは絵美以外に、積極的にイベントごとに誘われたことなどなかったのに、いったいどういう風の吹きまわしだろうか。

「紗衣ちゃん、こういうのあまり進んで参加しないでしょ？　今年は俺も行くし、絶対来てほしいな」

　どうしてそんなに強く誘ってくれるんだろう？

　いまいち上迫の言っていることが理解できず「はぁ」とあいまいにうなずくと、それを肯定の意味と取った上迫が声をあげた。

「やった、当日は俺が車出す予定だから、よかったら――」

　――コンコンッ。

　開いていたドアを誰かがノックする音がして振り向くと、そこには裕貴が立っていた。どうやらドイツとの電話でのやりとりが終わったようだ。

「上迫、電話入ってるからすぐに席に戻って」

「えっ、マジっすか？　わざわざありがとうございます」

　資料をかき集めた上迫が「じゃあ、紗衣ちゃん。また後で」と紗衣に告げて、応接室を出ていった。

　紗衣も片付けが終わったので、部屋の電気を消して外に出ようとしたが、腕を掴まれて足を止める。

「えっ……天瀬課長？」

　トレイの上の茶器がガチャンと音を立てた。慌ててバランスをとって落とさないようにする。

　裕貴はその場を動こうとしない。ほんの少しの沈黙の後、彼はゆっくり口を開いた。が、それはいつもの声よりもトーンが低い。

「行くのか？」

「え……あ、バーベキューですか？」

　先ほどの話を聞いていたようだ。

「絵美さん次第で、参加しようかと……課長は――」

「上迫は――」

　紗衣の言葉を裕貴が遮る。あまり彼らしくない行動に紗衣は驚いた。

「いつから、本城のことを〝紗衣ちゃん〟なんて呼ぶようになったんだ？」

「えっ……それは」

　知らない間にそうなっていた。紗衣だって、上迫に聞きたいくらいだ。なんと説明したらいいのかと逡巡する。いつもと違う雰囲気の裕貴に気け圧おされ言葉が浮かんでこない。

「いや、いい。悪かったな。プライベートなことに首を突っ込んで。これから外出予定だから、机の上に置いてある資料の仕上げを頼む」

「……はい」

　自分も上迫に〝紗衣ちゃん〟なんて呼ばれて戸惑っていることを結局伝えられずに、会話が終わってしまった。

　歩いていく裕貴の背中に向かって、それを伝えたい衝動に駆られる。でも、それらを言い訳がましく伝えたところで、どんな反応をされるかわからない。

　結局紗衣は茶器の乗ったトレイを両手でもったまま立ち尽くし、去っていく裕貴を見つめることしかできなかった。










５ 小悪魔には本気で対抗しましょう




　桜の花もすっかり散ってしまい、青々とした葉に変わっていた。その桜並木の下を紗衣は緊張から頬をほんのりと赤くさせ、ドキドキしながら歩いていた。

　会社が休日の土曜日。待ち合わせの時間にはまだ二十分ほどある。焦る必要もないのに気持ちが急いて浮足立つ。

　それも仕方のないことだ。待ち合わせの相手は、思いを寄せている裕貴なのだから。

　事の発ほっ端たんはその週の水曜日。ランチから戻る廊下で裕貴に呼び止められたのがはじまりだった。




　＊　＊　＊




「今週末、土曜日か日曜日、あいてるか？」

　その言葉にドキンと胸が大きな音を立てた。まだ話の内容も聞いていないのに……と心の中で諌いさめてみるが、期待してしまう。

「はい。大丈夫です」

「よかった、慎吾と濱中の結婚式の二次会の会場探し、そろそろ始めようかと思って。幹事ふたりで決めたほうがいいだろう？」

「か、幹事ですかっ!?」

　絵美から打診さえされていなかった紗衣は、声を上げて驚いた。

「あれ？　聞いてないのか？　まいったな」

　いきなりのことで驚いたけれど、世話になった絵美と慎吾のためになら喜んで引き受ける。裕貴も一緒となればなおさらだ。

　了承の返事をしようと口を開きかけたとき、ふたりの会話に円香が割って入ってきた。どうやら話を聞いていたらしい。

「はーい。それ円香立候補しますっ！」

　えっ……。

　瞠目する紗衣を円香がチラッと横目で見る。

　そして紗衣にだけ見えるように、ニヤッと笑った。

　敵対的な態度に、さすがの紗衣もムッとした。

　しかし、それも計算のうえだったのか、まったく気にしない様子で、紗衣に向けた意地悪な視線とは違い、キラキラした目で裕貴を見つめる。

「本城さん、幹事とか苦手そうですし、お店もあまりご存知ないかと思うんです」

　まったくもってその通りだ。否定ができずに口を閉ざしたままでいるしかない。

「円香も、人前でいろいろやるのは得意ではないんですけど、天瀬課長と一緒ならがんばれる気がするんです」

　上目遣いで裕貴を見つめるその姿に、やきもきする。

　円香の勢いは止まらず、裕貴や紗衣が口を挟む間もなく、いかに自分が二次会の幹事に適しているかアピールを続けた。

「先日、友達の結婚式の二次会の幹事をしたばかりなんです。きっとその経験も生かすことができるだろうし、食べ歩きが趣味だから、お店もけっこう知ってるんですよ」

　どれもこれも、紗衣の経験したことのないものだ。

　結婚式の二次会はおろか、合コンの幹事さえも未経験。気に入った店ばかりに通うのであまり店を知らないし、どこもこぢんまりとしていてパーティには使えそうにない。

　それでも、裕貴と一緒に幹事をやってみたい。

　こんなときすぐに自分の気持ちを主張することができればいいのだが、円香の独壇場と化しているこの雰囲気の中では、なかなか発言するのが難しい。

　結局のところなにもできない自分が不甲斐なくて、紗衣は唇を噛んだ。

「それに――」

「山下の申し出はありがたいが、幹事は本城に頼むつもりなんだ」

　裕貴が円香の話を遮る。

　それを聞いた円香の眉間に一瞬だけシワが寄る。しかし次の瞬間には悲しみに満ちた顔をしていた。

「どうして、円香じゃダメなんですか？　私、天瀬課長の役に立ちたいのに」

　大きな瞳を濡らして訴えかける。

　しかし裕貴はなお、幹事を紗衣にすると言った。

「山下、これは慎吾と濱中のためのパーティだ。だから〝俺のために〟がんばってくれる人よりも、ふたりのためにがんばってくれる人のほうがいいだろう」

　裕貴の言葉を聞いて、目を大きく見開いた。

　彼の言葉はもっともだ。

「だから、幹事は俺と本城が適任だと思う。あのふたりもそれを望んでいるからな」

「そう……なんですか」

　それまで食い下がっていた円香だったが、そこまで言われてしまえば引く他ない。

「山下も、ぜひ二次会に参加してくれ」

「はい」

　小さな声で返事をした円香の横を、裕貴がすり抜ける。

「本城、来て」

「あ……はい」

　裕貴の後を追うように歩きだした紗衣の背中に、円香は鋭い視線を向けたのだった。




　普段はあまり使われない、過年度の書類が置かれている資料室に、ふたりはいた。

「悪いな、こんなところまで連れて来て」

「いえ。探し物ですか？　よかったら私、お手伝いします」

　真剣な顔でそう言う紗衣を見て、裕貴は噴き出した。

「ははは、本城はどこまでいってもまじめだな。資料探しは次の機会に頼むとして、ちょっと誰にも邪魔されないところで、話がしたかったんだ。さっきの話」

　話の内容はわかっているのに、ふたりっきりだと思うと妙に緊張してしまう。

　それに加えて屈託なく笑う裕貴の笑顔が素敵で、紗衣はドキドキと大きくなる胸の音をなんとか落ち着かせようと努力した。

　ひとしきり笑った裕貴は、紗衣の目を見つめる。それだけで頬が赤くなってしまいそうだ。

「返事、聞かせてくれる？　俺と一緒に幹事やってほしいんだけど」

　ふたつ返事でＯＫしたいところだが、さっきの円香の言葉が気になる。

「私、ふたりをお祝いしたい気持ちは誰よりも大きいです。でも、さっき山下さんが言っていたような活躍はできないと思います」

　小さな頃から前に出るタイプではなかったので、正直なんの役にも立たないかもしれない。

「そんなことは気にしなくていい。濱中と一番仲がいいのは本城だから、彼女の喜ぶことを考えてくれればいい。俺がちゃんとフォローするから」

　勇気づけるように、ギュッと手を握られる。

　本当はやりたいけれど、自信がない。そんな気持ちを裕貴はしっかりと受け止めてくれている。

「私、やってみたいです」

　顔を上げてはっきりと告げた。それを見た裕貴は笑顔になる。

「そうこなくっちゃな。よかった。引き受けてくれて」

　前髪をクシャッとかき混ぜられた。気恥ずかしいようなうれしいような複雑な気持ちだ。

「断ったら、せっかく依頼してくれた絵美さんにも失礼ですもんね。私、がんばります」

　張り切る紗衣を見ながら、裕貴は驚くべきことを言う。

「いや、それな。ウソだから」

「え……ウソって……？」

　驚き裕貴を見つめる紗衣に、いたずらっ子のような目つきになって笑いかけた。

「山下の手前、ああ言ったけど、本城に幹事を頼みたかったのは、俺なんだ」

「え？」

「俺のワガママで、本城を幹事にした」

「そう……ですか」

　課長が……私と？　それってどういう意味だろう。いや、たぶん絵美さんと仲がいいからっていう理由だろうけど。

　変なふうに期待してしまいそうになる自分を諌める。

「だから引き受けてくれて、うれしい。よろしく頼むな」

「はい」

　期待しないようにしても、ドキドキがなかなか収まってくれない。おそらく顔も赤くなっているに違いない。ここが薄暗い資料室だったことに感謝した。おそらく裕貴は紗衣のちょっとした変化には気がつかないだろう。

「あの、課長……ご一緒できて光栄です。よろしくお願いします」

　相変わらずのまじめな挨拶だったが、これでもほんの少し前の紗衣からは考えられないことだった。前向きな変化に一番驚いたのは本人だ。

「そうか、――じゃあ、土曜の二時に駅前にあるこの間の本屋の前で。いい？」

「はいっ」

　はずんだ声に、歓喜が見て取れて恥ずかしいと思う。けれど隠しきれないほど、裕貴からの誘いがうれしかった。

　理由はなんにせよ、自分を選んでもらえたことに胸をはずませた。

　裕貴が先に資料室を出てから、少し時間をあけて紗衣もデスクに戻る。

　会社以外で、待ち合わせをして裕貴と会う約束をしたことで、思わずスキップをしてしまいそうな気持ちだった。

「本城さん」

　そんな紗衣を呼び止めたのは、円香だった。

　先ほどのことがあるので気まずいが、足を止めないわけにはいかない。

　立ち止まって振り返ると、なにかを含んだ視線を向けられた。

「さっき、課長とどこに行ってたんですか？」

　探るような問いかけだ。

「資料室に、ちょっと探し物があったみたいだから手伝いを……」

「ふーん。そうなんですね」

　なんとか納得してくれたみたいで、胸をなでおろした。

「私はてっきりふたりで、こそこそ密会してるのかと思いましたぁ」

　にっこりと小首をかしげる姿が、余計に怖い。

「え、違うよ、それよりもなにか私に話があるんじゃないの？」

　早くこの場から立ち去りたくて、みずから話を進めた。まだ納得していない円香だったが促されて口を開く。

「本城さんって、天瀬課長のこと好きなんですか？」

「……っ、尊敬してるけど」

　とっさに言葉を選んだ。まさか円香に自分の裕貴への気持ちを打ち明けるわけにはいかない。

「ふーん。尊敬ねぇ。まぁ、いいや。言っておきますけど、円香、天瀬課長のこと狙ってます」

　驚くほどはっきりと宣言する円香に、尋ねた。

「ねら……それって、好きってことなの？」

　紗衣の言葉に、円香はケタケタと声を上げて笑い出した。

「好きと言えば好きですよ。顔は文句なしにイケメンだし、仕事はできるから将来安泰でしょ？　結婚相手の条件にはピッタリだもの」

「条件？」

　紗衣は怪け訝げんそうな顔をした。

「ん？　なにかひっかかりました？　結婚するなら条件を考えるのは普通ですよね。円香、夫の海外赴任について行くのとか夢なんですよ。だから課長はもってこいでしょ？」

　話を聞いていると、ますます驚く。紗衣の裕貴に対する〝好き〟と、円香の〝好き〟には大きな距離があるようだ。

　どう反応していいものだろうか、言葉を選んでいるうちに円香のほうがしびれを切らした。

「とりあえず、今日みたいに邪魔だけはしないでくださいね、それだけ言いたかったんです。本城さん待ってて定時過ぎちゃったじゃないですかぁ。もう、お疲れ様です」

　円香は一方的に自分の言いたいことだけ告げると、さっさといなくなってしまった。

　取り残された紗衣の心の中は、まるで台風一過のように荒れている。

　円香のアレはまさしく宣戦布告、ライバル宣言だ。

　だからといって、紗衣の裕貴に対する気持ちはどうしようもないし、諦められない。結果的に円香の邪魔をすることになるだろう。

　けれど走りだした恋をやめることなどできない。

　以前の紗衣ならば、もめごとを嫌い、自分に自信もなく諦めてしまっていたかもしれない。

　しかし今の紗衣は違う。ほんの少しずつだったが、自分の気持ちに素直になって、裕貴への思いをあたためていた。




　＊　＊　＊




　それからというもの、紗衣は今日の日を遠足を待つ子供のように楽しみに待っていた。クローゼットの中をひっくり返し、あれでもないこれでもないと洋服を選んだ。

　結局洋服が決まったのは出発する三十分前。紗衣は移動のことも考えて、動きやすさ重視のバレエシューズを履くと、急いで部屋を出たのだった。

　はやる気持ちを抑えながら、待ち合わせ場所に向かう。近くに行くと裕貴がいてスマートフォンを眺めていた。

　えっ、もう待ってる？

　待たせては失礼だと思い、早めに出発したにもかかわらず、裕貴は既に到着していた。紗衣が小走りで近づくと、気がついたようで軽く手を挙げる。

「お待たせしてすみません」

　急いで駆け寄った紗衣は、頭を下げた。

「そんなに急がなくてもよかったのに。まだ時間前だろ？」

　裕貴は紗衣がひと呼吸して落ち着くのを待って言った。

「大丈夫だったら行こう。勝手に回る店の順番決めたんだけど、よかったよな？」

「はい」

　半歩前を歩く裕貴について、歩き始める。斜め後ろから見る普段着の裕貴。仕事中とも婚約パーティのときとも違う今日の彼は、白のカットソーにインディゴブルーのカーディガン。ホワイトデニムがよく似合っている。セットされていない洗いざらしに近い髪のせいか、いつもよりもとっつきやすい印象だ。

　裕貴が前を向いているのをいいことに、紗衣は普段なかなかじっくり見られない彼を観察していた。そのとき、ふと裕貴が紗衣を振り返り目が合ってしまう。

　――じっと見てたの、ばれてないといいけど。

　紗衣の心配をよそに、裕貴の視線は足もとにあった。

「今日は歩きで移動するけど、大丈夫か？」

　気遣いがうれしく、元気に答えた。

「はい。ちゃんと歩きやすい靴を履いてきましたから」

「よくできました」

　まるで子供に言うような言い方だ。そんなちょっとしたからかいの言葉も、いつもの仕事のときの裕貴とは違う。

　そういえば、高いヒールを履いていたときも、心配かけたっけ……。

　いつもよりも近い距離にいる裕貴と話をしながら、最初の目的地をめざした。




「ありがとうございました～」

　店員の声に見送られて、一軒目のカフェを後にした。

「どう思う？」

「ん……雰囲気はよかったですけど、少し狭いような気がします」

「そうだな。俺もそれは感じた。できればふたりがどの席からも見えるようなテーブルセッティングのほうがいいよな」

「はい」

　次の店に向かいながら、お互いの意見を交わす。最初こそ緊張をしていたが、慎吾と絵美に喜んでもらいたいという同じ目的のためにいろいろと話をしているうち、緊張も解けてきた。なによりも裕貴が、きちんと紗衣の意見も尊重してくれる。

　それだけではない、歩く歩幅も合わせてくれ、人混みでは人にぶつからないようにそっとかばってくれた。

　その気遣いが、紗衣にとってはうれしく、そして心の中にある恋心をくすぐった。

　ほどなくして二軒目に到着する。

　ちょうど空いたばかりの席に案内されて、裕貴が紗衣に向かって差し出してくれたメニューを見た。

「もう一軒ありますし、飲み物だけにしたほうがいいですよね？」

　そうは言いつつも、目は色とりどりのケーキの写真から離れない。

「まぁ、少し時間あけて行けばいいし、食べたいなら食べたらいいよ。ほら、どれにする？」

　結局チーズケーキと、ロイヤルミルクティーを選ぶ。裕貴が店員に注文をしてくれると、店内は混雑しているにもかかわらずすぐに運ばれてきた。

　さっきまで我慢しようと思っていたのに、目の前に運ばれてきたケーキについ顔がほころぶ。そんな彼女を見て裕貴もまた笑顔になった。

「本城は、コーヒーより紅茶派だな。いつも飲んでるだろ？」

「どちらかと言えば。でもコーヒーも好きですよ。実は、家の近所の喫茶店で奥様が淹れてくれるロイヤルミルクティーがすごくおいしくて、それ以来はまってしまって。マスターには『うちのメインはコーヒーだ！』なんてよく言われるんですけど」

　思わずベラベラとしゃべってしまう。しかしそんな紗衣の話を裕貴はうなずきながら聞いている。

「そうか、今度誘って。俺も行ってみたい」

『ぜひ、ご一緒に！』と誘えばいい――そう思うけれど、自分から男性を誘ったことのない紗衣が機転を利かせられるわけもなく、口から出かかった言葉をミルクティーと一緒にごくんと飲み込んだ。

「機会があれば……」

　ほんの少しの勇気が出せず、意気地のなさに肩を落としたときに、ふと壁にかかっているファブリックパネルが目に入った。

「ここは北欧スタイルで統一されていますね。食器も、インテリアも。あのパネルのテキスタイルは初めて見ました……どこのでしょうか？　あ、すみません」

　思わず勢いよくしゃべってしまった。好きなものを目にすると夢中になってしまう。

「いや。俺はその本城のなんにでも一生懸命なところがいいと思ってるから」

〝いい〟なんて言われて、舞い上がりそうになる。好きな人の言葉というものは、こんなにも力があるものなのだと知る。

　裕貴の言葉に甘えて、話を続けた。

「自分が作り上げたデザインで、家具や洋服なんかが作られていくって素敵なことですよね。そのぶん感性や知識が必要な、大変な仕事だと思いますが」

　そこまで口にして、ユニヴェールの藤本の顔が浮かんだ。デザイナーが抜けて会社が思うように回っていないという話だった。思い出した心配ごとで途端に顔が曇ってしまう。

「どうした？　急に」

　裕貴に顔を覗き込まれ、ハッと我に返る。

　少し迷った末に彼がユニヴェールの最初の担当だったことも手伝って、話をすることにした。

　いきなり仕事の話になったにもかかわらず、裕貴は口を挟まずうなずきながら話を聞いてくれる。

「デザイナーさんが抜けて向こうの生産量が落ちているので、うちへの発注が減少するのはわかります。他社のことだし首を突っ込むべきじゃないと思います。でもずっとお世話になっていた人だから、なにか役に立ちたいな……っていう思いがあって」

　アシスタントがどうこうできる問題でないことはわかっている。けれど気になって仕方がない……そういう気持ちを聞いてもらいたかった。

「そんなことがあったのか。上迫からは業績不振としか聞いてなかったけれど、アイツはこのことを知っているのか？」

「おそらくご存知ではないかと……私もたまたま耳にしただけですから」

「そうか、いや、俺も深くは聞かなかったから。今日教えてもらえてよかった」

　おそらく裕貴の中でも思うところがあったのだろう。なにかを考えているようだ。しかしここでふたりが悩んだところで、ユニヴェールの業績が上がるわけではない。

「俺もちょっと、いろいろ考えてみる。今は難しいことを考えずに、ケーキでも食べて――」

「私に、デザインの才能があればよかったんですが。だったら出向でもして作業ができるのに。流行の傾向とかはうちの会社の衣料部なんかに問い合わせして把握できますよね？　そうすれば向こうの問題点を解決できるし、我が社としてはユニヴェールからの受注も増えますよね。そんな業務提携とか共同開発とかできたら、一石二鳥だと思って――あの？　天瀬課長？」

　話をしているうちに、目の前の裕貴の表情が真剣になっていく。

「その話、もう少し聞かせてくれないか」

「私はデザイナーだったらって――」

「違う。そこじゃなくて！」

　いつもは落ち着いている裕貴が、前のめりになって紗衣の話に食いついた。

　その姿に驚きつつも、とりあえず自分の思いつきを話してみる。それを裕貴はうなずきながら、時になにか考えながら聞いていた。

「わかった、とりあえず、月曜のミーティングで話をしよう」

「えっ!?」

　手にもっていたカップを驚いて落としそうになる。ソーサーに当たってガチャンと音を立てた。

「な、なに……どうして……」

「それ、いいアイデアだと思う。ちょっと要点をまとめなくちゃならないだろうけど、皆の意見も聞いてみよう」

　まさか自分のちょっとした思いつきを、真剣に取り合ってくれるなんて思ってもみなかった。

「はい、でも……大丈夫でしょうか？」

「俺はいい考えだと思う。本城が取引先のことを考えて出した案だ。なにかのきっかけになるかもしれないだろ。それに営業もアシスタントも顧客のためにという思いは一緒だ。だから意見を出したらいけないなんてことはない」

　そうは言っても、自分の考えた絵え空そら事ごとが実現するとは思えなかった。

「本城の、周りのことを駆け引きなしに一生懸命考えられるところ、これからも大切にしてほしい」

「はい」

　あくまで上司としての言葉だ。しかし、目の前でやさしく微笑みながら言われてうれしさが止まらない。なんとか気持ちを落ち着けた。

　おいしいケーキと、裕貴との時間。それに心配していたユニヴェールのことも動き出しそうだ。

　紗衣はほくほくした気持ちで、ケーキを頬張った。




　三軒目で軽い食事を終わらせた。その場でいろいろ相談してもよかったのだが、少し歩こうという話になって店を出た。

　四月の上旬、春とはいえ少し肌寒い。バッグからストールを取り出して身に着けた。

「寒い？　どこかに入って話をするか？」

　本来ならそのほうがいいのかもしれない。しかし今日は三軒もカフェやレストランを回り、正直お腹がいっぱいだ。店に入れば注文しないわけにもいかない。

「もしよければこのまま少し歩きながら話をしませんか？」

「そうだな。本城がそれでいいならそうしよう」

　今日は何度もこうやって意見を聞いてくれた。なかなか自己主張ができない紗衣を気遣ってくれていた。裕貴にとってなんてことないことかもしれないが、紗衣には、今日一日が特別な日だった。

「で、本城はどこの店がよかった？」

　三軒とも、日程やフロアの広さなど、一定の条件は満たしている。後は、細こま々ごました違いを検討する。

「私は、二軒目のお店がいいと思います」

「そう？　三軒目も悪くないと思ったんだけど」

「そうですね。確かにフロアも全体を見渡せますし、お料理もおいしかったです。でも、実は化粧室が狭くて……。当日は混み合うだろうしそこが少し気になって」

「あぁ、そうか。そこまでは見てなかったな」

　歩きながら裕貴が納得したようにうなずいた。

「店は二軒目にしよう。きっと慎吾たちも喜ぶぞ」

「はい」

　お互い顔を見て笑い合う。心の中がどんどん好きでいっぱいになっていく。

　今日一日で何度もそんなことがあった。

　緊張してどうしようもなかった。それでも一緒に過ごすうちに、楽しさが勝っていく。他愛のない会話、さりげなく車道側を歩いてくれるちょっとした気遣いも……〝好き〟という気持ちをどんどん加速させていった。

　人混みの中、裕貴の隣を歩きながら自然と笑顔になる。

　駅の改札まで送ってくれた裕貴を、紗衣は二度ほど振り返る。そんな紗衣を裕貴は彼女が見えなくなるまで見送ったのだった。




　そして月曜日。裕貴は宣言どおりミーティングで週末に紗衣が話をしたことを議題にした。具体的には、繊維専門商社であるミカドのノウハウをお客様に提供することで先方の業務の低迷している部分を補い、活性化させることで受注数を増やそうというものだ。

「皆、どう思う？」

　裕貴が皆の意見を促す。

「一社だけ、そのように特別な扱いをするのはどうなんでしょうか？」

　営業社員からの指摘に裕貴が答えた。

「確かに、今は一社だけの話だ。しかしこれが成功したら、モデルスキームができあがる。俺たちの営業の幅が広がるんだ。試してみたいと思わないか？」

　皆が彼の言葉を真剣に聞く。

「他の部署を巻き込んでの話になってくる。まずは各部署に話を振ってみないといけないが、我が社が専門商社である強みが活かせる場面だと思うんだ」

　話を聞いているうちに、本当に実現するのではないかと思えてきた。裕貴の言葉にはそう思わせる強さがある。最初は難しい顔をしていた者も、彼の話にうなずき始めていた。

「俺、やってみたいです！　本来なら、担当である俺が気がつかないといけないことなのに……だからこそ、この案は成功させたいです！」

　上迫がやる気にみなぎった表情で、手を挙げる。それを見たメンバーもうなずいた。

「じゃあこの話は、上迫と本城が中心になって進めてくれ。期待してるぞ」

「えっ!?」

　急に自分の名前が上がり驚いた。しかしそんな彼女を見て、裕貴は苦笑した。

「本城の企画だ。本城がやらなくてどうする？」

　確かに、最初に思いついたのは紗衣だ。しかしこんな大がかりな仕事に携わったことなどない。

　私にできるの？

　不安を隠せずに、裕貴を見る。まっすぐに紗衣を見てゆっくりうなずいた。そこに期待と信頼を感じた紗衣は自然に「がんばります」と答えたのだった。

　打ち合わせが終わり、皆が自分の仕事に戻って行く。重大な仕事を担うことになった緊張と、自分に任せてもらえたという思いが胸の中で渦巻いている。

　少し落ち着こうと、資料を書庫に戻す作業を先にすることにした。

「書庫に行ってきます」

　声をかけて、バインダーをもち廊下に出ると、上迫が次いで出てきた。

「紗衣ちゃん、それ持つよ」

　上迫が手を出して、荷物を差し出すように言う。

「そんなに重くないんで、大丈夫です」

「いいから、いいから」

　強引に押し切られて、荷物を半分もち、先に行かれてしまう。そうなってしまっては追いかける他ない。

　先に歩く上迫に追いつくと、歩きながら紗衣の方を見た。

「あのさ、今日の提案、すごいな。俺の担当のお客さんなのに、あんなに一生懸命考えてくれてうれしいよ」

「あ、いえ。私もずっと気になっていたので」

　素直にそう答えたが、上迫はどうも違う意味に取り違えたようだ。

「え？　いや、本当に？」

　ん？　そんなに驚くようなこと？　お客さんのことを気にかけるのは普通のことだと思うんだけど。

　違和感を覚えたが、紗衣のそんな様子に上迫はまったく気がついていないようだ。

「そんなに俺のこと気にしてくれていたのか」

　それは紗衣に話しかけるというよりも、ひとり言のようにつぶやいたもので、紗衣にははっきりと聞き取れなかった。

「え？」

　聞き返してみたが答えはなく、代わりに上迫が足を止めて紗衣を見つめる。

「俺、がんばるから。紗衣ちゃんも一緒にがんばろう！」

「あ、はい」

　もちろんプロジェクトのメンバーとして、できる限りのことはするつもりだ。

「俺のためにありがとう！　あ、これもう、俺が全部運ぶから」

　上迫はバインダーを取り上げ、さっさと書庫に行ってしまう。浮足立って見えるのは、気のせいだろうか。

「〝俺のために〟ってどういうことだろう？」

　紗衣は最後まで上迫の言葉の意味がわからず、首をひねりながら踵きびすを返し、デスクに戻ったのだった。










６ 愛される自信をもちましょう




　そしてその週末――。

　五月の清々しい初夏の風を感じながら、郊外にあるキャンプ場にミカドの原料部の社員が集まっていた。

　毎年恒例のバーベキューは、原料部全体で行われる。家庭をもつ人は家族も連れてくるので、毎年かなりの人数になる。

　買い出しの担当になっていた紗衣と絵美を含む数人のグループが到着すると、先に来ていた人たちも手伝い、先発組が準備してくれているテントに荷物を運ぶ。

　紗衣も皆と同じように両手に荷物を持つ。深緑色のタープを設置している裕貴の姿が見えて、ほんの少し胸がはずむ。

　この間見た私服より、もっとずっとラフだ。でもやっぱりかっこいい。

　改めて思う。スタイルの良い人は、結局のところなにを身につけても似合うのだ。うらやましさを心に秘めつつ、こっそりその姿を追う。

　私も一応、絵美さんにチェックしてもらったし、大丈夫！　のはず。

　スキニーパンツにＴシャツを合わせて、ポケットのところに少しだけビジューの付いたパーカーと至ってシンプル。

　本当は絵美には『ショートパンツくらい履いてみたら？』と言われたが、さすがに無理だと言って、スキニーパンツに落ち着いた。

　こっそり裕貴を眺めていると、その視界に円香が入ってきた。

　親しそうに彼に話しかけ、楽しそうに笑っている。その姿を見て気持ちが沈んだ。

　この間の円香の宣戦布告の日から、彼女の裕貴に対するアピールが日を追って過剰になっているように思う。

　紗衣だけでなく、絵美も気がついているようだ。だから当の本人である裕貴が気がついていないはずはない。

　課長は……山下さんのこと、どう思っているのかな？

　紗衣がそんなことを考えながら歩いていると、急に荷物が軽くなる。驚いて後ろを振り向くと、上迫が紗衣の手の荷物をもっていた。

「ひとつ俺が持つよ。重いだろう？」

「……ありがとうございます」

　実際のところ、もっていたスーパーのビニール袋はそれほど重くなく、わざわざもってもらうほどのものでもない。

　ただ、ここで押し問答するのも違うような気がして、素直にもってもらう。

「いつもすみません、なんか気を遣ってもらって」

「いいよ。紗衣ちゃんのためならなんでもないよ」

　白い歯を覗かせて、ニコッと笑う上迫。

　私のため……？　別にそんなに困ってないのにな。

　笑顔を向けられたので、とりあえず笑顔を返し、もう一度タープに向かって歩きだしたとき、裕貴がこちらに向かって歩いてきているのに気がついた。

「天瀬課長――」

　目の前にいる裕貴に挨拶をしようと紗衣が声をかけたが、その前に裕貴が荷物に手を伸ばす。

「こっちは、俺がもつ」

「いえ、課長にもってもらうわけにはいきません」

　焦って取り返そうとするけれど、肩より上に掲げられてしまった。そうなってくると身長差が三十センチはあるのだ。紗衣に届くはずがない。

「いいから、こういうのは男の仕事だぞ」

「えっと、でも……」

「それより、濱中が探してたぞ。野菜を切るから〝見守ってくれ〟って。見守るってなんだ？」

「なんでしょうね……？　とりあえず行ってきます。荷物お願いします」

　きっとまだ、包丁使うの不安なんだ……。

　紗衣は離れた場所にある炊事場に向かった。

　取り残された男ふたりの間に、妙な空気が漂ったことなどまったく知らず、絵美が包丁で怪我をしないことだけを祈りながら。




　炊事場には女子社員が既に集まっていた。

「もう、遅いっ！」

　急いで向かったら、絵美が待ちわびた顔をしていた。紗衣は「ごめんなさい」と謝り彼女の隣に立つ。

　女子社員が集まると、おしゃべりに余念がない。そんな中、主婦歴十年の海外事業課の社員がその場を仕切っていた。こういうときベテラン主婦は本当に頼りになる。

「一課で、そこのお野菜切ってもらえる？」

「はい」

　絵美と紗衣が返事をして、早速作業に取りかかった。袖をまくってまずは野菜を水道で洗う。

「絵美さん、苦手ならお野菜、私が切りますよ」

　しかしそんな申し出を絵美は断った。

「これでもけっこううまくなったのよ。だから練習の成果を見て！」

　腕まくりをして包丁をもち、やる気満々だ。

「わかりました。ではふたりで分担しましょう」

「そういえば、山下さんは？」

　先ほど裕貴の隣にいたはずだが、姿が見当たらない。

「どうしたんでしょうか？　まあとりあえず私たちだけでやってしまいましょう」

「そうね。待ってても仕方ないし」

　ふたりは分担して、野菜を切り始めた。絵美はところどころ危なっかしいと思う場面はあったが、料理教室の初日に包丁の使い方を聞いていたとは思えないほどの上達ぶりだった。この調子なら、慎吾をギャフンと言わせる日も近いのではないかと紗衣は思う。

　好きな人のために、今まで苦手だった料理をがんばって努力している姿が素敵だ。

　紗衣もできるだけ手早く作業を進める。乱切りにした野菜をボウルに入れて、そこに塩コショウと、オリーブオイルを振りかけておく。

「紗衣、それなにしてるの？」

「はい。こうやっておくと、お野菜の表面が乾きにくいんです。焼くまで時間があるとき、いつも家で母がやってたんですよ」

　野菜を絵美に見せて説明していると、背後から声が聞こえた。

「ふーん。いいアイデアですね」

　ふたりの会話に、いきなり円香がやって来て加わった。

「山下さん、ビックリするから急に話しかけないで。それに今までどこに行ってたの？」

　責めるような絵美の言葉も、まったく気にしていないようだ。

「あたし、こういうのってぇ、苦手なんです。それに昨日ネイルサロン行ったばっかりだしぃ」

　いつにもまして鼻につくような声。

　絵美は不快感を顔に出して「わかったわかった」と彼女の言い訳を遮った。

「濱中さん、そんな怖い顔しないでくださいよぉ。悪いと思ったから、円香、運ぶだけでもしようと思って来たのにぃ」

　唇を尖らせてみせる。

「じゃあ、山下さん、皆のところに運んでくれる？」

　あまり険悪になってもいけないと思い、この場の雰囲気を変えるように紗衣が切った野菜を円香に差し出した。

「はぁい。じゃあ先にあっちに行ってますから」

　両手で抱えるようにしてボウルをもつ円香は、〝かわいい〟を理解しつくしているように思えて仕方ない。

「もう、本当に逃げ足だけは早いんだからっ！」

　円香が去った後、絵美が不満を露あらわにした。そんな彼女をなだめつつも片付けをしていると、上迫が呼びに来た。

「そろそろ始めるから、皆集まれってさ」

　絵美と紗衣はのんびりしすぎたのか、他の課の人たちが使った場所は早くも片付けまで済んで準備万端だ。

「とりあえず、乾杯だけして、後で片付けることにしよう」

　絵美の言葉にうなずいて、紗衣も皆が集まる場所に移った。そこでは既に皆、飲み物を手に、部長の乾杯の発声を待っていた。

「はい、これ」

　上迫から缶ビールを渡された。

「私、お酒はちょっと……」

「あれ、飲めなかったっけ？　でも大丈夫。今日は俺も付いてるから」

　どうして、上迫さんがいると、お酒を飲んでも大丈夫なんだろう？

　最近の上迫との会話は違和感ばかりだ。

　なんとなく話が噛み合っていないように思う。

　とにもかくにも、絵美の婚約パーティのときに、お酒はしばらく飲まないと誓った。

「あの、酔って迷惑かけるといけないんで」

「だから俺が付いてるから平気だって」

　ビールを渡されそうになって困っていると、横から裕貴の手が伸びてきて缶を上迫の手から取り上げた。

「こういうの、なんて言うか知ってるか？　アルコールハラスメントだ」

「え、いや、そんな大げさなもんじゃ……」

　まだなにかを言おうとする上迫を、裕貴がきつく睨にらむ。

「すみません。紗衣ちゃん、ごめん。無理に勧めて」

　素直に謝った上迫に「いえ、大丈夫ですから」と答えるのが精一杯だ。

　課長……またかばってくれたんだ。

　そのやさしさに心があたたかくなる。

　裕貴は近くにあったオレンジジュースを紙コップに注いで「ほら、これ」と、紗衣に手渡した。

「ありがとうございます」

「あぁ」

　短い返事があった後、三人の間に少し気まずい空気が流れたが、すぐに乾杯の発声があり、紗衣は救われたような気がした。

「カンパーイ！」

　爽やかな青空の下に、皆の声が響く。肉の焼ける香ばしい匂いが漂い始める頃には、普段の仕事のときとは違う笑い声があふれていた。

　紗衣は少し離れた場所で、絵美と一緒に話をしていたが、ふと部長の声が耳に入ってきた。

「え、これって山下さんのアイデアなのか？」

「そうなんです。こうやって処理をしておくと、表面が乾きづらいって、母から教えてもらったんですよ。すごいでしょ？　天瀬課長も褒めてくださいっ！　円香褒められると伸びるタイプなんですっ」

　それは紗衣と絵美が切った野菜だ。もちろん円香はなにもしていない。

　円香に名指しされた裕貴は「あぁ」と短く笑顔で答えた。それを見た絵美が隣で烈火のごとく怒り始める。

「アイツっ！　紗衣がやったことをそのまんま自分の手柄みたいにっ！」

　腕まくりしてその会話に乗り込んで行きそうになっていたのを紗衣が止めた。

「どうして止めるのよ。ああやって点数稼ぎする女、私大っ嫌いなのに」

「でも、せっかく楽しい雰囲気だし。いいじゃないですか」

　なんとか止めようとするが、余計にヒートアップさせてしまう。

「よくない！　こうやって、バカな男がだまされるんだよっ。好きな人があんな計算女にだまされても、紗衣は平気なの？」

　その会話をしている集団に、裕貴もいた。それを絵美は心配しているんだろう。確かに、円香の周りにいる男性社員は楽しそうに話をしている。彼女は周りにいる男性を楽しませることができるタイプの人間だと、紗衣もわかっている。

　私とは違う……私は……。

　新入社員のときに『辛気臭い』と言われたことを思い出して気持ちが落ち込みそうになった。

「濱中～こっち来い！」

　既に酒に酔ったらしい部長が絵美を呼んだ。

「ごめん、紗衣。私ちょっと行ってくるから」

「あの絵美さん、山下さんのことは――」

「わかってる。紗衣が事を荒げたくないなら、今日はだまっておく」

　絵美はまだ納得できていない顔つきだったが、とりあえずその場はなんとか収まったようだ。

「はい、よろしくお願いしますね。私、今のうちに向こうの片付けしてきます」

　気分転換にはちょうどいい。紗衣はまだ片付いていない炊事場に向かった。




　皆の輪から外れると、どこからか鳥のさえずりが聞こえた。それを聞きながらビニール袋に野菜の屑を集めて、流しの周りをキレイにした。

　いつになったら、こういう集まりが得意になるのだろうか。もともと大勢ではしゃぐタイプではないけれど、いろいろと気を遣ってしまってなんだか楽しめない自分が不適合者のような気になってしまう。

　すぐに落ち込む癖もどうにかしなきゃ。

　食器洗いに使うものだけ残して、皆のところに戻ろうと歩きだす。

　すると向こうから裕貴が歩いてくるのが見えた。

「こんなところにいたのか。皆、あっちでもう食ってるのに。本城が下処理した野菜、皆いいアイデアだって褒めてたぞ」

　裕貴の言葉に驚いた。もしかしたら絵美が話をしてしまったのかもしれない。

「少し片付けが残っていたので、でももう終わりましたから。それよりあのお野菜の件――」

「山下は直前までこっちでしゃべってたし、濱中は料理の初心者。ああいう気の利いたことをするのは、うちの課じゃ本城だけだろ？」

「気がついてたんですか？」

「逆に本城は普段からもう少しアピールしてもいいんじゃないのか？」

　うれしくて、今度は本当の笑みがこぼれた。

　明るい日の光を背にした裕貴を、紗衣は目を細めて見上げた。顔が影になってしまって表情があまり読めない。

「ちょっとだけ……いい？」

「……？　はい」

　返事をすると、裕貴は皆がいる場所と反対方向へ歩きだした。人工の小川にかかる小さな橋を渡り、雑木林の中のハイキングコースに入る。

　いつもなら、こうやって歩く間も裕貴が気を遣ってくれて、なにかしら話をしていた。なのに今日はだまったまま前を歩くだけだ。

　いつもと様子の違う裕貴の後ろで、紗衣は悪いことばかり考えてしまう。

　ついさっきまではいい雰囲気だったのに、いったいどうしたのだろうか。

　心配しながら後をついて歩く。すると彼の足が止まり、後ろを振り向き紗衣をじっと見つめた。

　しかし話をするわけでもなく、強い意志の宿った視線を紗衣に向けていた。

　その様子がより不安を掻き立てる。

　紗衣は彼を見上げ、その視線の意味を必死で探る。

　裕貴が一度まぶたを閉じ、そしてもう一度紗衣をまっすぐに見つめた。

「本城――俺と付き合ってほしい」

「……えっ」

　なにか言わないといけないと思う。しかしビックリして、喉が張り付いたようになり声が出ない。

　驚いた表情の紗衣を見て、裕貴はなおも自分の気持ちをぶつけてきた。

「上司の立場でこんなことを言うのは間違ってると思う。だけど、もう本城が他の男たちに奪われそうになるのを、だまって見ているのは限界だ」

　裕貴が一歩紗衣に近づき、距離を縮めた。

　紗衣は言葉を発することもできずに固まってしまう。

　じっとふたりは見つめ合ったままだ。

　本当に……課長が私のことを……好きなの？

　ストレートに思いをぶつけられたにもかかわらず、片想いの期間が長かったせいか、まだこの状況が信じられない。

「もう、いい上司はやめる。これからは男として本城に接していく。だから覚悟してほしい」

　そう言って、もう一歩近づいた。そして紗衣の左手を取る。

「誰にも渡したくない。俺だけのものにしたい」

　ギュッと握られた手が、燃えるように熱い。裕貴の思いをひしひしと感じる。自分が思い焦がれていた相手からの真剣な告白に胸が震えて、声にならない。

　ただ必死で、コクコクとうなずくだけ。

　裕貴はそんな紗衣の気持ちを汲み、ふわりとやさしい笑みを浮かべた。

「ありがと」

　そうつぶやいた裕貴の手が紗衣を引き寄せ、気がつけば胸に顔をうずめていた。いきなりの密着に、心臓がドキドキと大きな音を立てる。

「俺、もう我慢しないから」

　頭上から聞こえる声は裕貴の声のはずなのに、いつもと違うように聞こえる。彼の手がそっと紗衣の顎あごに添えられると、ゆっくりと上を向かせた。

「そろそろ、羊の皮を脱ぐけど、いい？」

「えっ……」

『いい？』と尋ねたけれど、裕貴は紗衣の返事など待つつもりはなかった。ゆっくりと親指で柔らかい紗衣の唇をなぞりながら、頬に吐息の感じる距離まで顔が近づく。

　紗衣が自然にまぶたを閉じた瞬間――ふたりの唇が重なった。

　ほんの少し触れるだけの、やさしいキス。

　けれど触れ合った場所から、お互いの想いが流れ込んでくる。

　唇が離れた後、裕貴が紗衣をギュッと抱きしめた。痛いくらい力のこもった裕貴の腕の中で、これまでに感じたことのないほどの幸せが紗衣を満たす。

　しばらくお互いを抱きしめあっていると、紗衣のポケットでスマートフォンが震え出した。取りだしてみるとディスプレイには絵美の名前が表示されていた。

　裕貴の顔を窺う。すると、小さくうなずいて電話に出るように促された。

「もしもし――」

《ちょっと、紗衣ってば今どこにいるの？》

　どうやら紗衣の姿が見えずに、探してくれていたようだ。

「すみません。ちょっと散歩してたんです。今、そっちに戻りますから」

　電話を切りながら、裕貴の方を見ると苦笑いをしていた。

「濱中の監視は思ったよりも厳しいな」

「課長が入社当時におっしゃっていたとおり、本当にいろいろ面倒をみてくれています」

　ゆっくりと皆のところに戻りながら話をする。

「でも、そろそろその立場、俺に譲ってもらわないと」

「え？」

「これからは、俺を一番に頼ってほしい。じゃないと、濱中に妬いてしまいそうだ」

　本気か冗談かわからず紗衣が裕貴の顔を見上げる。

「俺、けっこう独占欲強いから。最初に言っておく」

　裕貴のまっすぐな言葉に、一気に顔が赤くなる。

　お互いの気持ちを通じ合わせた後、彼の新たな一面を知ることができた。

　こうやって……恋人同士になっていくのかな。

　これから先の時間を、裕貴とともに歩めることが、たまらなくうれしく感じた。

「ここからは、先に行くといい。皆にいろいろ聞かれたら嫌だろう？」

　確かに、そういう場面でサラッとかわせる技術は紗衣にはない。

　裕貴の気遣いに、素直に従った。

「はい、では。お先に」

　歩きだしたものの、夢の中にいるような感覚の紗衣は、振り向いて裕貴の存在を確認してしまう。

　裕貴は紗衣に手を振って応えてくれた。この場に来たときよりも彼を眩しく感じた。それは紗衣にとって彼が本当に特別な存在になったからだ。

　もう一度歩きだすと、今度は振り返らずに歩いた。こんなことを繰り返して時間が経ってしまえば、絵美が探しに来るかもしれない。

　絵美にはきちんと自分の口から話をしたいと思うけれど、自分の胸の中を整理するほうが先だ。ドキドキする胸の鼓動をなんとか抑えながら、皆のもとに戻った。

　すぐに鋭い絵美に「顔が赤い」と指摘された紗衣が慌てふためくのを、少し離れた場所から、裕貴が笑顔で見ていた。




　裕貴は慣れた手つきで運転をしながら、助手席で眠る紗衣の顔を見る。上迫が何度か紗衣にアプローチしようとしていたが、絵美が機転を利かせ、帰りの裕貴の車には紗衣と絵美が乗ることになった。そして絵美は途中で慎吾を呼び出し、さっさと車を降りてしまう。

「後は、よろしくお願いします」

　絵美が裕貴にそう言った後、紗衣に小さくウィンクするのが見えた。おそらく勘の鋭い絵美のことだ。ふたりの空気がいつもと違うことに気がついたはずだ。

　絵美が下車してしばらくすると、隣から気持ちよさそうな寝息が聞こえてきた。

　無防備な姿で眠りこける紗衣の顔をもう一度見て、今日の様々なことが思い出された。
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　裕貴は、会社の毎年恒例の行事にはなるべく参加するようにしている。職場ではコミュニケーションが取りづらい相手とも、話をしやすくなるからだ。

　例年通り先発組で会場に入り、タープの準備を買ってでた。いそいそと作業をしていると、紗衣の名前が聞こえてきた。声からしてどうやら上迫と数名の男性社員が話をしているようだ。

　おいおい、ここまで話が筒抜けだけどいいのか？

　裕貴の心配をよそに、上迫は話し続けた。

「俺、絶対、今日紗衣ちゃんに告白するっ！」

　そんな言葉に、裕貴の手が止まる。

「おいおい、マジかよ。まぁ、確かに最近の本城の変身ぶりったら、ちょっとした事件だよな」

　どこにでもこういった下世話な会話をする者が一定数いるものだ。普段は気にしないようにしているけれど、紗衣の名前が出てきた途端、それができなくなる。

　第三者に聞かれていることも気づかずに、上迫はなおも続けた。

「俺の紗衣ちゃんなんだから、手を出すなよ。帰りにはカップルになって帰るぞ」

　上迫の決意を、周りにいる社員がからかった。

「おい、断られたらどうするつもりなんだよ」

「大丈夫。紗衣ちゃんきっと押しに弱いはずだから。それに今までもアプローチしてきたけど、全然嫌そうじゃなかったし」

　自信満々の上迫の言葉に、裕貴は怒りに似た感情が腹の奥からせり上がってくるのを感じた。

　彼女はそんな簡単な女じゃない。上迫なんかが本城の本当のよさを知るわけがない。

　紗衣が上迫に笑いかけている姿を想像して、胸がムカムカしてきた。

　では、自分ならどうなのか？　自問自答してみる。

　彼女の隣に立つのは、俺だ……。

　紗衣への想いが部下に対するだけのものでないことには、とっくに気がついていた。今までだってずっと彼女のがんばりを見守ってきた。

　裕貴は紗衣のペースに合わせてふたりの距離を縮めていくつもりだったが、上迫の存在は、とんだ計算外だ。

　しかし上迫のあの調子から判断して、猶予はない。裕貴はタープの杭くいに木き槌づちを思いっきり力強く打ち付けながら、彼女を自分のものにする決心をしていた。
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　結果……なんとか紗衣の気持ちを確認した。良い返事はもらえたものの、少々強引だったかもしれないと裕貴は思う。

　特にキスしたことは……あのたどたどしい返し方からして、ファーストキスではないにしても、恐らくあまり経験がないと思われた。

　でも仕方ないよな……俺だって聖人君子じゃないんだから。

　赤信号で止まるたびに、紗衣の寝顔を見つめる。

　無防備であどけない寝顔だ。起きているときでさえ危なっかしいのに、眠っているときはなおさらだ。

　お互いの気持ちを確認したからといって、自分の欲望を押し付けていい相手ではない。今だからこそ、彼女の気持ちを尊重しなければいけないことも、頭ではわかっている。

　しかし、愛しさとともに湧き上がってくる感情をうまくコントロールできない。

　こんなに舞い上がるなんて、中学生でもあるまいし。

　裕貴もまた、久しぶりの恋愛に浮足立っていた。隣で眠る彼女が、自分のものだと思うとそれだけで昂たかぶるものがある。

　とはいえ、これ以上変な妄想はしないように運転に集中した。




「……じょう、本城――」

　紗衣が夢の中を漂っていると、誰かが自分を呼ぶ声が聞こえた。しかし意思に反してなかなかまぶたが開いてくれない。

「紗衣」

　短くそう呼ばれて、パチッと目が覚めた。

「やっと起きた。もうすぐマンションの近くだろ？」

　クスクスと笑う裕貴を見て、初めて紗衣は、自分が助手席で眠りこけていたのに気がついた。最初は緊張して手に変な汗をかいていたのに、まさか眠ってしまったなんて。

「すみません、運転してくださっていたのに、眠ってしまって」

「いいって。かわいい寝顔も見られたし」

「えっ！」

　紗衣が顔を赤くするのを見て、裕貴がおかしそうに肩を揺らした。

「別にそれくらいいいだろ。ごほうび」

　私の寝顔の、どこがごほうびになるっていうの!?

　間抜けな顔をしていたに違いない。顔から火が噴き出しそうになったとき、見慣れた風景が目の前に現れた。

「あの、この辺りで大丈夫です」

　一本入れば商店街へ出る道の、公園の脇に車を停めてもらう。道幅もあるので、少しの間の停車なら迷惑にならない。

「マンションまで送っていかなくていいのか？」

「ここからすぐなので、平気です」

　紗衣が指さしたほうに、マンションが見えた。距離がそう遠くないことを確認して裕貴も納得したようだ。

「課長、疲れているのに送ってくださってありがとうございました」

「いや。俺ももう少し一緒にいたかったから」

　裕貴の言葉に、胸が高鳴る。しかしそのぶん、自分の行動を反省した。

「……私、すっかり眠ってしまって。ごめんなさい」

　もし起きていれば、いろいろと話ができたに違いない。ずっと上司と部下だったとはいえ、今日付き合い始めたばかりのふたりだ。お互いのことは知らないことのほうが多い。

　せっかくのチャンスだったのに。

　紗衣は残念な思いと、申し訳なさで目を伏せた。

「そんなこと、気にするな。寝顔を見られてうれしかったのは本当。だけど――」

　裕貴の手が伸びてきて頬に触れる。

「あんまり無防備でいられると、俺としてはちょっと罪悪感がある」

　彼の手がやさしく頬を包み込む。なにか言葉を発するべきなのかもしれない。けれど紗衣はなにも言えずに、緊張から喉をごくりと鳴らしてしまう。

「なぁ、昼間言ったこと覚えてる？」

　どの言葉を指しているのかわからない紗衣は、首を左右に振った。

「『羊の皮を脱ぐ』ってこと。狼になるって意味だけど、ちゃんと理解してる？」

「お、おおかみ……って」

　赤い顔でたどたどしい言葉しか出せない紗衣に、裕貴は微笑みかけた。それは今までの裕貴から感じたことのない色気が含まれていて……。

「こういうこと――」

　いろいろ理解する間もなかった。それくらいあっという間に紗衣の唇が裕貴のそれと重なった。目をつむり彼を受け入れた。

　重ねた唇がほんの少しだけ離れる。触れ合うくらいの至近距離で裕貴が紗衣に諭すように話す。

「……わかった？」

「……はい」

　かすれた声で返事をした紗衣に「いい子だ」と言った裕貴は、もう一度彼女に口づけた。それはさっきよりも熱がこもっていて、角度を変えて何度も繰り返された。息苦しさと、痛いくらいの胸の鼓動になにも考えられなくなってしまう。

　息継ぎさえも上手にできない紗衣。そのタイミングを見計らったように少し唇を離す裕貴。解放され、唇を開いた紗衣が息を吸い込む。その刹那、裕貴の唇がもう一度重なった。開いた唇から、熱い塊が差し込まれる。ビックリして奥にひっ込めていた紗衣の舌は、すぐに裕貴のそれによってとらえられた。

「んっ……んっう……」

　言葉にならない、鼻にかかった声。まるで自分の声ではないみたいだ。

　初めてのことに戸惑う。それよりむしろこうやって裕貴に欲してもらっていることが、紗衣の心をときめかせた。

　宣言どおり、狼になった裕貴の唇から解放された頃には、紗衣は息も絶え絶えだった。

「かわいくて、抑えがきかなかった」

　熱っぽい裕貴の視線に、紗衣の心臓はますます激しく音を立てた。

「いえ、あの……大丈夫です」

　本当は今でも心臓が飛び出しそうだけどっ！

　顔中真っ赤にして、紗衣は車から降りる。

　アスファルトに足をついた途端、裕貴が言った。

「おやすみ……紗衣」

　さっき目覚める前、裕貴に呼ばれたような気がしていたが、寝ぼけていたのだと思っていた。しかし今は、はっきりと聞こえた。間違いなく、彼は〝紗衣〟と呼んだ。

「おやすみなさい」

　はにかんだ紗衣を見た裕貴は、満足そうにうなずくと車をゆっくりと発車させた。それを見えなくなるまで見送った。




　部屋に戻った紗衣は、バッグを床に置いたまま、どさりとソファに座った。

　頭の中は、今日一日に起こった出来事でいっぱいだ。

　ぼーっと余韻に浸っていると、スマートフォンがＳＮＳのメッセージの通知をした。

　画面を確認すると、今日最後に皆で撮った集合写真がアップされていた。

　確かこのとき……。

　一番後ろの列に絵美と並んで立っていた紗衣の横に、なに食わぬ顔で裕貴が立った。それだけでも、告白された後で緊張していたのに、裕貴は誰にも見られないようにそっと手を握ってきた。

　そのときのことが思い出されて、途端に胸がドキドキした。なんだか隠れて悪いことをしているような……そんな秘密を共有している親密さが、ときめきに拍車をかけたように思う。

　告白されたときの真剣なまなざし、腕をやさしく掴んだ大きな手、クスクスと笑う笑顔、そして――思考の全てを奪ってしまうような熱いキス。

　思い出すだけで、身もだえするほどの甘さが身体中に駆け巡る。隣に置いてあったクッションを抱えて、足をバタバタさせた。

　しかし気持ちの昂ぶりはどうやっても抑えられそうにない。その日の紗衣は結局、遅くまで興奮したまま寝付けずにいた。










７ まっすぐに愛を伝えましょう




　仕事帰りのサラリーマンやＯＬが行き交う中、紗衣と絵美、それから裕貴は一軒の居酒屋に向かって歩いていた。絵美はからかうように紗衣と裕貴ふたりの顔を見てニヤニヤと笑う。

　バーベキューのあった翌日。週明けまで待てなかった絵美から紗衣に電話が入る。

　とりあえず、裕貴とのお付き合いが始まったと報告をした。

　絵美は根ほり葉ほり聞きたがったけれど、それは紗衣にとって大切な思い出だ。なんとかごまかしてその場を乗り切った。そんな彼女からダブルデートの提案があり、早速その週の真ん中、それが実現しようとしていた。

　店に向かいながら絵美が言う。

「まさか、本当にこのふたりが付き合うなんて……なんか不思議な感じ」

　紗衣だけならまだしも、上司の裕貴まで茶化すような口調だ。

「ちょっと、絵美さん」

「いいじゃない。私の紗衣と付き合うんだから、これくらいは許してよ」

「本城、お前いつから濱中のものになったんだ？」

　急に話を振られた紗衣は、あたふたしてしまう。

「あー！　それって、紗衣はもう自分のものだって言いたいんですかぁ？　課長ったら、見かけによらず、独占欲が強いんですね」

「え、絵美さんっ！」

　まだ飲み始める前だというのに、無礼講にもほどがある。紗衣の心配をよそに、裕貴はこの場では絵美のことを親友である慎吾の婚約者として捉えていた。多少の言葉の悪さも許容範囲内らしい。

「見かけによらずってどういうことだよ。俺はこう見えても、案外ガンガン攻めるほうだけど、なぁ？　そうだろう？」

　紗衣には答えづらすぎる質問だ。「はいそうですね」なんて言えるわけがない。

「わかりません、そんなことっ！」

　どんどん顔が赤くなる。なぜか裕貴と絵美のふたりから同時にからかわれながら、裕貴と慎吾の行きつけの居酒屋の赤い暖簾をくぐった。

「遅いぞ、お前ら」

　店に入ると「いらっしゃいませ」の声と同時に、先に待っていた慎吾の声が聞こえた。

「ごめんね。待たせて」

「絵美～。謝らなくていいって。ほら、早くこっち来て座って」

　絵美にべたぼれの慎吾は、彼女の顔を見るだけでデレデレしていた。

　紗衣はそんなふたりの正面に裕貴と並んで座る。

　慎吾が絵美に甘えている間に、裕貴が紗衣にメニューを広げた。

「俺たちは最初はビールだから、紗衣は……なに飲む？」

　さらりと〝紗衣〟と呼ばれた。まだ慣れなくて、いちいち胸の中がこそばゆい。

「えーっと、じゃあお茶を」

「了解」

　そんなふたりを、それまでイチャついていた慎吾と絵美はニヤニヤと見ていた。

「いや、とうとうミスターモテ男の裕貴に、彼女ができたのかっ！」

「なんだよ、ミスターモテ男って」

　裕貴はおしぼりで手を拭きながら、嫌そうな顔をした。

「大学んときの、お前の呼び方。皆、裏ではそう呼んでたんだ」

「は？　なんだよそれ」

　男同士の会話が始まり、紗衣はやりとりをだまって聞いていた。仕事中ともふたりのときとも違う裕貴の姿を見るのが楽しかった。

「まぁ、でも紗衣ちゃんにもビックリだな。この数週間で、どんだけキレイになったんだ？　恋の力？」

　慎吾とは婚約披露パーティで会って以来だった。紗衣はあの日から一念発起して裕貴に振り向いてもらうために努力をしたのだ。

「まぁ、私のおかげね。的確なアドバイスと熱血指導！」

「はい。大変お世話になりました」

　得意気に胸を張る絵美に、紗衣は笑顔で頭を下げた。

「俺も正直驚いた。こんなにキレイになるなんて、本当に見違えた。まぁ……いろいろ心配になるけどな」

　裕貴は紗衣を見つめながら、口にする。こういった状況に慣れていない紗衣は、どぎまぎしてしまう。

　そんなふたりを見て、慎吾がからかうように声を上げた。

「裕貴も紗衣ちゃんも、ふたりだけの世界に入らないでくださーい！　ビールお代わり～」

　慎吾が店員に大声で注文をした瞬間、裕貴のスマートフォンが着信を告げた。画面を見た途端、顔が真剣なものに変わる。「悪い」と、ひと言皆に断りを入れて席を立った。

「あ、仕事かな。まあ、最近すごく忙しそうだから」

「それってあの、ドイツの件ですか」

　紗衣の問いに、絵美がビールを飲みながらうなずいた。

「あの電話の一件で先方がいたく課長のことを気に入ったらしくて、向こうから指名してくるらしいよ。うちの海外事業課のドイツ担当者の復帰も先になりそうだからって、頼りっきり……」

「そうなんですね。うちの課の仕事だけでも大変なのに」

　紗衣は、自分よりも絵美のほうが裕貴のことについて詳しいことに、少し落ち込んだ。もちろん社内の情報通の絵美に、かなうはずはないのだが。

　ひとり小さくため息をついた途端、裕貴が帰ってきた。

「ごめん、ちょっと会社に戻らないと」

　脱いでいたジャケットを羽織る裕貴が、すまなさそうに紗衣を見た。

「あの、私もお手伝いできることがあるなら、一緒に戻りますけど」

「いや、今回は海外事業課関連の話だから。気持ちだけもらっとく。ありがとう」

　頭をポンポンとなでると、裕貴は一万円札をテーブルに置こうとする。

「いいって、ビールひと口で一万円とか、どんだけぼったくりだよ」

　慎吾の言葉に裕貴が返す。

「これは、俺と紗衣の飲み代と、紗衣のタクシー代。濱中、悪いけど、コイツのこと頼む」

「はいはい。了解です！」

「じゃあな、後で電話する」

「はい」

　裕貴は最後に名残惜しそうに紗衣を見て頭を軽くなでると、急ぎ足で店を出ていった。

「あ～あ、行っちゃった。って思ってる？」

「あー、はい」

　心の中を読まれて、紗衣は苦笑いするしかない。

　絵美は自分のグラスをもって、さっきまで裕貴が座っていた紗衣の隣に移動する。慎吾が「絵美ちゃ～ん」と情けない声を出したが、無視をした。

「うまくいってるみたいね」

「それが、なんだかよくわからなくて。課長がやさしいのは以前からですし」

　付き合う前までは少なかったＳＮＳでのメッセージのやりとりや、電話などは確かに増えた。

　しかしまだ緊張が解けず恋愛経験が皆かい無むに等しい紗衣には、これが〝うまくいっている〟ことかどうか判断が付きづらい。

「もっと、自信をもちなさいって何度も言ってるでしょ？　努力の結果、こうやって両想いになったんだから、変なことで悩まないの！」

　絵美の言うとおりだ。いつも背中を押してくれる。

「それに、今日仕事以外でのふたりのやりとりを改めて見たけど、以前と全然違うよ。課長の態度。そりゃもちろんやさしいっていうのは変わらないけど、なんだかその中に独占欲？　〝紗衣は俺のものだ！〟みたいなのを感じたわけよ」

「そうでしょうか……？」

「こういうのは、端から見たほうがわかるの。だからもっと胸張って愛されなさい」

　当事者である紗衣には、まったく実感はないけれど、絵美の言葉に勇気づけられて笑顔になる。

「はい」

「そうこなくちゃ！　だってそのために努力してキレイになって、本屋さんで待ち伏せして、料理教室に通って、二次会の幹事まで引き受けて接点を作ってきたんでしょ？」

　絵美が紗衣の肩をポンと叩いた。

「……ちょっと、待って」

　それまでだまってふたりのやりとりを聞いていた慎吾が、急に口を挟んだ。

「なによ、急に」

　話を遮られた絵美は不満そうにした。

「その話、裕貴にはしないほうがいいかもしれない」

　妙に真剣な顔をした慎吾に、紗衣も絵美も反論することなく耳を傾けた。

「紗衣ちゃんに悪気がないっていうのは俺もわかってる。だけど、アイツは計算高い女を毛嫌いしてるから。この話はタブーだ」

「計算高いって……紗衣はそんな――」

「わかってる。だけど、知られないほうがより安全だと思う。詳しくは知らないけど、昔、女がらみで痛い目を見たらしい」

　確かにバーベキューのとき、円香がついたウソを見破り、あまりいい顔をしていなかった。

　もし、課長に近づくために、私がいろいろと画策していたと知ったら……。

　急に怖くなった紗衣の口から「どうしよう」と小さな声が漏れた。

「ちょっと、そんなに心配するようなことじゃないでしょ。本屋さんでの待ち伏せだって、私が行かせたものだし、二次会の幹事の件だって、課長が紗衣と一緒にやるって言い出したんだから。それに紗衣は、全部課長のためにやったことじゃない？」

　確かに絵美の言うとおりだ。けれど結果的に、計算高い行動にとられてしまう可能性がある。

「でも、やっぱり課長からすれば気分のいいものじゃないですよね……」

「確かにそうだけど、今さらそんなこと心配してもしょうがないじゃない。考えても仕方のないこと、いつまでも考えないのっ！」

「……はい」

　絵美の言うとおりだとがんばって笑顔を作ったけれどうまく笑えない。紗衣の心に罪悪感が生まれる。

「男女の仲なんて、多少なりとも駆け引きや計算があるものよ。だからそんな顔しないで」

　絵美の言葉に、慎吾が反応した。

「えっ！　絵美ちゃんも？」

「うるさいなぁ」

　紗衣は慎吾と絵美が騒いでいる間も、裕貴のことが気になって仕方がなかった。




　紗衣と裕貴が付き合い始めて一カ月が過ぎた。

　そして少しずつ、社内で過ごす時間の中にも変化が出てきた。紗衣に向けられる視線に今までと違うものを感じたり、人ひと気けのないところでこっそり恋人らしい会話を交わしたり――。ゆっくりとふたりのペースで恋愛は進んでいた。

　そして紗衣は明日、二十六歳の誕生日を迎える。都合よく土曜日が誕生日にあたるので、今夜から裕貴とふたりで過ごすことになっていた。

　初めてのふたりだけの夜。紗衣はうれしさの一方、日増しに緊張していった。

　さすがに、泊まりのことまで絵美に相談するわけにはいかない。それに相談しようにも今日彼女は有休を取っている。

　紗衣はお守り代わりに、『本物の恋を手に入れる方法』をバッグに忍ばせていた。昼休みにでも読もうと思っていたけれど、絵美がいないぶん仕事が重なってゆっくり休憩する時間もなく、終業時刻を迎えた。

　待ち合わせは十九時半。そこから食事をして、裕貴の家に向かうことになっている。

　紗衣が残業をしようと思えば仕事はいくらでもある。しかし今日に限っては、まったく手につかないだろう。

　潔くパソコンの電源を切って、紗衣は先に会社を出ることにした。カフェにでも入って少し落ち着きたいと思ったのだ。

　デスクの一番下の引き出しに入れてあるバッグを取ると「お疲れ様です」と声をかけた。一課のデスクには、珍しく残業をしている円香の姿があった。

　他のメンバーはまだ外回りから帰ってきていない。

「本城さんっ、円香まだ仕事が終わらないんです。手伝ってもらえませんか？」

「え、……でも、それってずいぶん前から頼まれていた仕事だよね？」

　確か一週間以上前に、依頼されていたはず。そんなに時間がかかるものではないにもかかわらず、まだ半分くらいしかできていないようだ。

　しかし指摘された円香が不機嫌になる。

「そうですよ。でも円香が苦手だってわかってて仕事を頼むほうが悪いと思いません？　本城さんだって、知っていたなら代わってくれたらよかったのに」

　円香の発言にがっかりして、小さなため息をついた。

　私以外の人が聞いてなくてよかった。

　絵美がいたら、カンカンに怒っていただろう。いや、他の人の目があれば彼女はこんな発言はしないはずだ。そのあたり彼女はきちんとわかっている。紗衣だったらなにも言わずに手伝ってくれるということを。

　だからこそ紗衣は、円香にきっぱりと告げた。

「それは山下さんが頼まれた仕事だよね？　だったら、やり遂げないと。他の仕事が残ってるなら手伝うから。それは自分でやったほうがいいよ」

　苦手な仕事だとしても、いつも誰かが代わってくれるわけではない。しっかりやり遂げることでいい経験になるはずだ。そう思ったがその気持ちは伝わらない。

「ひどい、私が困ってるのに、助けてくれないんですか？」

　キッと睨にらみつけられて、怯ひるんでしまいそうになる紗衣だったが、円香に伝わるようにもう一度説得した。

「わからないところは、一緒にやろう。ね？」

　しかし今日に限って諭すように話をする紗衣の態度が癪しゃくに障ったようで、円香はますます攻撃的になる。

「その言い方、むかつく！　急に先輩面づらしないでください」

　怒って立ち上がった円香の体が当たり、紗衣はバランスを崩した。なんとか転ばずに済んだものの、バッグが手から滑り落ち中身が床に散らばってしまった。

　屈み込み、急いで荷物を拾う。円香も悪いと思ったのか、一緒になって拾い始める。

　同時に円香は、足もとにあった本をパラパラとめくりだした。

「あ、それはっ」

　焦って手を伸ばしたけれど、時既に遅し。円香は中身を確認すると意地悪い顔をして鼻で笑った。

「いやだ。本城さんったら、こんな本読んでるんですかぁ？　もしかしてこの本に書いてあるとおりに実践してるとか？　あ～だから最近急におしゃれに目覚めたりしたんですね。やっと納得できました。なになに〝恋は見かけも大事です〟って、確かにそうですよね。かわいくなった途端、男性社員の態度なんてあからさまに変わったもん」

　バカにしたような態度で紗衣をあざ笑う。きっと先ほどのことも根にもっているのだろう。

「返して」

　もちろん、この本の影響を受けた。けれどこんなにバカにされるようなことだろうか。

　怒りで、短い言葉しか出てこない。

「がんばり屋の本城さんは恋愛もこうやって計算ずくでするんですね。みごとに引っかかった上迫さんがかわいそう」

　計算高いつもりなどない。しかも振り向いてほしかったのは裕貴ひとりだけだ。けれどあの本のとおりに実践しているということは、他人の目に紗衣の行動はあざとく見えてしまうのかもしれない。

　……やっぱり私、間違ってたのかな？

　円香に責められて、悪いことをしているような気になってしまった紗衣はだまり込んでしまう。そこに運悪く、他の社員が帰ってきた。

「ふたりとも、なにやってるんだ？」

　険悪な雰囲気を感じ取って仲裁に入ったその声を聞き、ハッとして振り返る。そこには営業先から帰ってきたばかりの裕貴と上迫が立っていた。

　一番来てほしくない場面に、どうしてこうタイミング悪く現れるのだろうか。

　裕貴にだけは知られたくない。混乱した頭でどうすればいいのか考えようとするが、うまくいかない。

　その隙に円香が手にもっていた本を、近いほうにいた上迫に広げて見せた。

「この本、一緒に読みませんか？　本城さんの本なんですけど」

「え、なになに？」

　上迫は円香の差し出した本を、食い入るように見ている。

「『本物の恋を手に入れる方法』か。へぇ。女の子ってこういうの参考にするわけ？」

　悪気のない上迫の言葉だったが、円香はそれを紗衣に対する嫌味に変えた。

「やだあ！　そんなことするのは、モテなくて計算高い女の人だけですよ。だまされて付き合う男の人がかわいそう。本城さんだって、こんなの真に受けたりして、実践したりしませんよね？」

　当てこすりを言われて、身体の中が羞しゅう恥ちでいっぱいになる。なにも言えずにぐっと拳を握り、裕貴の方に目を向けた。

　目にしたのは、険しい顔の裕貴。その顔を見て耐えきれなくなる。

「私、失礼します」

　か細い声で断りを入れて、バッグを掴み出口に向かう。

「あ、これ忘れてますよ。大事な本ですよね？」

　追い打ちをかけるような円香の声を無視して廊下に出ると、歩くスピードを上げてエレベーターに向かった。

　課長に知られた。私が課長と付き合うために、いろいろやったことを……。

『その話、裕貴にはしないほうがいい』

　慎吾の声が脳内で再生される。

　きっと、私のこと軽蔑してる……。

　歩きながら、足もとを見る。特別なデートの日だからと、少し高めのヒールを履いてきていた。そのことが余計気持ちをみじめにする。

　本当の私は、こんな靴なんて似合わないんだ。無理に作った偽物の私……。

　どんどん卑屈になっていく。エレベーターの前に到着し、ボタンを押した瞬間、扉が開く。乗り込み扉が閉まる間際、裕貴の姿が隙間から見えた。

　しかし紗衣は扉を開こうとはせず、そのまま一階に向かった。

　今会ったところで、きっとうまく話せない。後で連絡して、今日はキャンセルしてもらおう。

　こんな状況で逃げるなんてこと、するべきじゃない。わかっているけれど、今はそうすることしかできない。

　エレベーターに乗っている時間が長く感じた。一階に到着してやっと開いたエレベーターの扉の間を縫うようにしてフロアに降り、足早に出口に向かう。

「待って！　紗衣」

　後ろから肩を掴まれて振り向く。

　社内で自分のことを〝紗衣〟と呼ぶ男性はひとりしかいない。

　そこには先ほどまで五階にいたはずの裕貴の姿があった。

「課長……どうして」

　階段を使ってきたのか、額には玉のような汗をかき、話をするのも苦しそうなほど息切れをしている。

「どうしてって、泣きそうな顔をしてる紗衣を放っておけるわけないだろ」

　こんなときまで、やさしいなんて……。

　我慢していた涙がにじみそうになる。そんな彼女の頭に裕貴が手を伸ばし、二度やさしくなでた。

「なんか、もめてたみたいだけど、逃げ出すようなことか？」

　そう言って差し出されたのは、例の本だった。裕貴もさっきの話を聞いていたはずだ。ちゃんと話をしなくてはならない。

　紗衣は本を受け取りながら決心して、先延ばしにしようとしていた話をする。

「課長……あの、今日の約束はキャンセルさせてください」

　一瞬驚いたような顔をした裕貴だが、冷静に話を聞こうとする。

「……どうして？」

「私……実は課長に話をしてないことがあるんです。こうやって慣れない靴を履いてがんばってお化粧して、読まない本を買いに行ったり、新しいことを始めるのが苦手なのに料理教室に通ったり……この本に影響されてやったことなんです」

　実際のところ絵美がいろいろと動いてくれたことだ。しかし紗衣自身がこの本を読み、裕貴に振り向いてもらうために画策をしたのは間違いない。

　裕貴がそういった女性を嫌うなら、自分は彼にふさわしくない。

『だまされて付き合う男の人がかわいそう』という円香の言葉が脳内でリフレインされる。

　だまって話を聞く裕貴をじっと見つめた。

　課長をだましたまま、付き合うなんてできない。

「本当の私は……地味で、辛気臭いって言われるような……だから」

「だから？」

　裕貴の声がかすれる。そこにいら立ちの色が見えた。

　紗衣はごくりと唾をのみ込んで、本当は言いたくないひと言を勇気を出して口にする。

「私は課長にふさわしくありません。……お付き合いの話はなかったことにしてください」

　一生懸命着飾って、明るくふるまって……そんな紗衣を裕貴が気に入った。だとしたら〝裕貴の恋人である紗衣〟は本当の紗衣ではないのだから。

「それでいいのか？」

　聞いたこともないほどこわばった彼の声を聞いて、ぐっと唇を噛む。

「……はい」

　返事をした瞬間、裕貴のスマートフォンが鳴った。ディスプレイを確認して顔をしかめると、応答する。

　紗衣はその隙に歩きだそうとした。しかしそれに気づいた裕貴にがっしりと腕を掴まれてしまう。逃がす気はないようだ。

　いつまでも話をしていたら、本当に泣いてしまう。

　ぎりぎりのところで我慢していた紗衣の涙腺は、今にも崩壊してしまいそうだ。

「わかりました……すぐに戻ります」

　電話を切った裕貴は、まだ紗衣の腕を掴んだままだ。

「もう打ち合わせが始まる時間だから、行く。でも今日の予定はキャンセルするつもりはない。ちゃんと約束どおり……今日の夜から明日一日の紗衣は、俺のものだから」

　そう言うと、さっと踵を返して階段の方に歩いていった。

　その背中がいつも見ている裕貴のそれとは違っていたように見えて。瞳から我慢していた涙があふれ出し、頬を伝う。

「……っう……う」

　急いで拭うも、いったん崩壊した涙腺はどうしようもない。なんとかハンカチで顔を覆いながら会社を出た。

　梅雨の時季独特のじっとりとした空気が、まとわりつく。昼間は五月晴れだったはずなのに……今はどんよりとしている。

　――それはまるで紗衣の気持ちそのものだった。

　会社から飛び出したものの、どこに向かっていいのかわからず、とりあえず駅に向かった。定期入れを出し改札を抜けようとしたところで、足を止めた。

『今日の夜から明日一日の紗衣は、俺のものだから』

　裕貴の言葉を思い出し、このまま電車に乗ってしまって本当にいいのか考えた。

　逃げていいのかな……。

　しかしあの短い時間でも泣き出してしまいそうだったのに、まともな話ができるとは思えない。

　未練を断ち切るように改札を抜けた。




　結局どこにも行く場所がなく、自宅の最寄り駅で降りた。商店街の店は居酒屋と定食屋はまだ営業しているようだが、スーパーは既に店じまいの準備を始めていた。

　このまま部屋に戻ったところで、すぐに裕貴に見つかってしまう。

　そしてそれは恐らく別れ話になるだろう。

　裕貴が嫌っている〝あざとい〟行動をとっていたことがばれてしまった。きっと紗衣に失望したに違いない。

　さっき話をした内容だけでは、納得してもらえないのだろうか。もし今日、もう一度裕貴に会ってしまえば、自分のやってきたことを無視して彼にすがり付いてしまいそうだ。彼が好きになったのは、紗衣自身が作り上げた別の人間なのに。

　そう思うとまた涙があふれ出しそうだった。自分が蒔まいた種だったけれど、悲しく、情けなくてトボトボと歩いていると、営業中の喫茶店『カサブランカ』が目に入る。なんとなく吸い寄せられるように扉を開くと、いつもどおりの「いらっしゃい」の声が迎え入れてくれた。

「少しだけ……いいですか？」

　カウンターを拭いていた奥さんが、紗衣を見るなり、心配そうに顔を覗き込んだ。しかしなにもなかったかのように笑顔を浮かべた。

「いつも言ってるでしょ。紗衣ちゃんなら大歓迎だって」

　あたたかい笑顔に励まされるように、紗衣はいつものカウンターの席に座った。

「いつもので、いいかい？」

「はい。お願いします」

　いつもなら「うちはコーヒー屋なんだ」と言うマスターだったが、今日は紗衣の様子を見てなにも言わずにいた。

　店内にはお湯が沸く音と、カウンターで作業をする音だけが聞こえる。紗衣はじっと目の前にあるシュガーポットをなにも考えずにただ見つめていた。

　ここでこうやっていても、仕方がないのに。

　どんどんと沈んでいく気持ちをどうしたものかと考えていると、すっとティーカップが差し出された。奥さん特製のロイヤルミルクティーだ。

「いただきます」

　カップを持ち上げて、ひと口飲む。いつもどおり茶葉のいい香りとミルクのまろやかさが口の中に広がる。そのひと口で、それまでずっとこわばっていた体がほんの少し和らいだ。

「おいしいです」

　がんばって笑顔を作ったつもりだったけれど、どうやらうまくいっていないみたいだ。カウンターの中のふたりが紗衣を見る痛々しい表情から、伝わってくる。

　私、ここでも気を遣わせてるんだ。

　知り合いに心配をかけるくらいなら、立ち寄らなければよかったと、紗衣の心に小さい後悔がにじむ。なにをやってもうまくいかない自分が情けなくてふがいない。

　かといって、そそくさと退散してはもっと心配をかけてしまう。紗衣は深く息を吐いて紅茶をもうひと口飲んだ。

「最近は平日に来ることが多いね。前は、土曜や日曜の日中が多かったのに」

　マスターがグラスを拭きながら、明るい声で言った。きっとなにか話題を振って紗衣の気を紛らわせようとしたのだろう。

「あ、はい。土日はけっこう忙しかったんで。――でも、これからはまた来ます」

　ここのところ休みと言えば、裕貴と会うことが多かったせいだ。

　思わず思い出してしまい、唇を噛んだ。

　マスターがよかれと思ってした話題が、まったく逆の効果になってしまった。それに気がついた奥さんが目でマスターを叱責する。

「ごめんね」

「いえ……」

　苦笑いくらいしか返せず、紗衣はそろそろ家に帰ろうと思う。どこにいても気分転換はできそうにないからだ。

　ちょうど奥さんが『ｃｌｏｓｅ』の札を出しに扉に向かったのが見えて、紗衣も財布を取り出す。しかしちょうどそのとき、向こうから扉が開きカランコロンという音が店内に響いた。

「すみません、今日は――」

「閉店時間だってことは、わかってます。でも少し」

　奥さんの横から顔を出したのは裕貴だった。

「っ……どうして」

「よかった。見つかった」

　本当にホッとした裕貴の表情に、やっぱり紗衣の胸が甘くうずいてしまう。

「あの、お知り合いかしら？」

「はい。閉店なのは重々承知なのですが、少しだけいいですか？」

　真剣な裕貴に押されて奥さんは「はい。どうぞ」とテーブルの席に通した。裕貴は案内される途中、カウンターに座る紗衣の手を取って「こっち来て」と小さい声で言い、テーブル席の椅子を引くと、紗衣を座らせた。

「紗衣、連絡が取れなくて心配した」

「すみません……」

　謝罪の言葉以外が出てこず、膝の上に置いた手をギュッと握った。そんな紗衣の様子を見て裕貴が話を始めた。

「打ち合わせが終わって、急いで電話したけどずっと留守電で。部屋に行ってもいないし、正直焦った」

「……ごめんなさい」

　勝手なことをして、もっと怒られても仕方がない。それなのに冷静に話をする裕貴の態度に、紗衣はよりいっそう自分のやったことを後悔した。

「謝ってほしいわけじゃないんだ。ちゃんと俺の話を聞いてほしい」

　だまってうなずくことで、意志を示した。

　なにを言われても仕方がないと覚悟した……つもりだったけれど、顔もまともに上げられずに、紗衣はただただテーブルの上に視線を落とす。

「紗衣。これ」

　その視界の中にすっと小箱が差し出された。スカイブルーの箱に白いリボンがかけられている。

「これ、あけてみて」

　不思議に思い手に取った。丁寧にリボンをほどき箱をあける。そこには、デパートで見て、欲しいと思っていたネックレスが入っていた。

「これって……」

　驚いて顔を上げ、裕貴の顔を見る。

「欲しかったんだろう？」

「はい。以前見て、すごくかわいいなって思ってて。でも……課長、どうしてご存知なんですか？」

　裕貴とそんな話をした覚えはない。

「調べた。誕生日プレゼントはなにが一番喜ぶだろうかって。事前に調べて自分で買いに行った」

　忙しい中、そんな時間がどこにあったんだろう……。

「驚いた顔が見たくて、こっそり濱中に聞いたんだ」

　確かに、絵美と一緒のときにこのネックレスに出会った。

　紗衣のことを思い準備をしてくれていたことを知り、胸がいっぱいになる。

「前に話をしてくれただろ？　この喫茶店のこと。だから今も商店街のそれらしい店を片っぱしから覗いた」

　いろいろと納得する。しかしそれほどまでに自分のために時間を割いてくれていたのかと思うと、余計に罪悪感が募った。

「ありがとうございます。それなのに私――」

「ちょっと待って。今、紗衣は俺のやったことについてどう思ってる？」

　突然の質問に紗衣は戸惑ったが、素直な気持ちを伝えた。

「うれしいです。私を喜ばせようと選んでくれたネックレスも、こうやってわざわざ探して来てくれたことも……」

　紗衣の言葉を聞いて、裕貴の目に力がこもる。

「今日の俺の行動と、紗衣の行動になんの違いがあるんだ？」

　質問の意図がまだわからずに、だまって話を聞く。

「紗衣は、俺のためにキレイになろうと努力して、俺のことを知ろうとしていろいろ調べたんだろう？　全部俺のためなのに、そのことで俺が嫌な思いをすると思うのか？」

　紗衣にとっては、裕貴がやってくれたことは本当にうれしかった。裕貴も同じ気持ちだと言う。しかし、気になることがあり素直に納得できずにいた。

　そんな紗衣の態度に、裕貴も気がついている。紗衣はそれをどう伝えていいのか迷っているのだが、端から見ればなにも答えない紗衣は裕貴の言葉を拒否しているようにも見える。

　遠くから眺める店主夫妻は、ふたりの事情に首を突っ込んではいけないと思いつつも、ハラハラしながら見守っていた。

　しかし裕貴は諦めない。

「紗衣は、いったいなにに引っかかっているんだ？」

　ここで尋ねるべきだ。そうでなければいつまでも引きずってしまう。勇気を出した紗衣が重い口を開く。

「課長は、計算高い女性は嫌いだと聞きました」

「は？」

　思いもよらなかったのか、裕貴は不思議そうな顔をした。しばらく考えて「あぁ、慎吾か」と話の出どころに行き当たったようだ。

「紗衣がどういうふうに慎吾の言葉を解釈したのかわからないが、紗衣がやったことは俺が言うところの〝計算高い〟とは違う」

　どう違うのか理解できない紗衣は、うつむいて首を振った。

　裕貴はやさしく諭すように話す。

「紗衣がやったことは、全部俺のためだ。俺のためにキレイになって、俺のために料理の腕を磨いて……そんなふうに自分のためにがんばってくれていることを、喜ぶことはあっても、責めるはずないだろう？」

「本当ですか？」

　そう、紗衣ががんばったのは、全て裕貴のためだ。彼が好きで振り向いてほしかったのだ。

「俺が非難しているのは、自分のために男を利用しようとする行為だ。自分が得をするためなら、相手が誰だってかまわない――そんな自分勝手な行動が嫌なだけだ。それは男女問わずだ。勘違いしないでくれ」

　もうひとつ、円香に言われて気になっていたことを、聞いた。

「じゃあ、私の見かけが変わったから、急に恋愛対象になったってわけじゃないんですか？　だとしたら私……」

　紗衣の中では円香の言葉が気になっていた。今の自分は努力した結果だ。以前の自分とは違う。背伸びしている自覚もある。

　だからこれが本来の自分なのかどうか自信がない。

「おいおい、ちょっと待って。俺がいつそんなこと言った？　確かに紗衣の見かけが変わったことが、紗衣に告白するきっかけになったのは事実だよ」

「やっぱり……」

　がっくりとうなだれる紗衣に、裕貴は必死で説明を続けた。

「でもそれは、紗衣がキレイになったことで、他の男も紗衣の魅力に気がつき始めたせいだ。それで負けられないと思った」

「えっ……他の男性？」

　こういったことに特に鈍い紗衣は、上迫のわかりやすいアプローチでさえ気がついていなかった。

「上迫があんなに熱烈にアプローチしていたの、やっぱり気がついてなかったんだな」

「アプローチ……ですか？」

　思いあたる節がなく首をかしげた。

「まぁ、アイツのことはいい。俺たちの話に戻す。最初は恋愛感情とは違ったけれど、好感はもっていたんだ。でもせっかく俺が見つけて、ずっと大事に育ててきたのに、後からきた男に持っていかれるなんて、まっぴらだって思った。どんどん紗衣の存在が俺の中で大きくなって、もう後戻りできないって気がついた」

　裕貴の告白に、さっきまで涙がにじんでいたはずなのに、今度は心臓がドキドキと音を立てて、頬が赤くなった。

「たとえ紗衣がどう思っていようとも、俺の気持ちは変わらない。紗衣が納得できるまで気持ちを伝え続ける。そうやって自信がないのは、俺のせいだろう？」

「違いますっ！　……それは私がっ」

　焦って否定する紗衣に、裕貴はゆっくりと左右に首を振った。

「紗衣をそんなに不安にさせるのは、俺の責任だ。だから俺から離れようなんて考えられないほど、俺の気持ちを伝えていく。今このときも、明日二十六歳になる瞬間もそしてその先もずっとそばにいたい。紗衣が自分をそんなに信じられないなら、俺のことを信じてほしい」

　裕貴の言葉に我慢していた涙が、あふれてしまう。頬を伝い、それを拭おうとしたが、その前に裕貴の手が伸びてきて、それを遮った。

「好きなんだ紗衣。ひと言で言い表せないほど……大切に思っている」

　その言葉を聞いた瞬間、涙腺が崩壊した。とめどなく流れる涙を裕貴の指がやさしく拭う。我慢できずにしゃくり上げる紗衣を、愛おしそうに裕貴が見つめていた。




　――カランコロン。

「遅い時間まですみませんでした」

　裕貴の声に、店主夫妻はニコニコと笑顔でふたりを店の外で見送る。

「よかったね。紗衣ちゃん」

　奥さんに背中をポンポンと叩かれた。閉店後のお店で号泣してしまい迷惑をかけてしまった。

「あの、ありがとうございました」

　でも、お礼を言いたくて、紗衣は思うまま口にする。マスターたちの笑顔を見て、それで正しかったのだと思う。

「次はふたりでいらっしゃい。ことに君は――」

「コーヒー派です」

　マスターは裕貴の返事に「けっこう、けっこう」とうなずくと、手を振って見送ってくれた。

「では、失礼します」

　裕貴が大きな手でしっかりと紗衣の手を握ると、歩きだした。紗衣も頭を下げて裕貴の隣を歩いた。

「問題は解決した。予定どおり進めるからな」

　裕貴が紗衣の顔を覗き込んだ。

「はい。なんだか、面倒なことになってすみません」

　本来ならば、楽しいだけの時間を過ごしていたはずだ。それが、いろいろと考えてしまう紗衣のせいで、時間もずいぶん遅くなってしまった。

「まぁ、ダメだって言われても、連れていくけど。俺だって紗衣と過ごすのすごく楽しみにしてたんだからな」

「ごめ――」

　謝ろうとした瞬間、唇に裕貴の人差し指が触れた。

「謝らない。ちょっと誤解しただけで、なにも悪いことしてないんだから。それよりも俺だって〝ありがとう〟が聞きたい」

　裕貴の言うとおりだ。自分に自信がなくてすぐに謝ってしまう。そんな自分を変えたい。

「誕生日、一緒にお祝いしてくれて、ありがとうございます」

　満足そうに裕貴が笑う。つられて紗衣も笑顔になっていく。




　そんな裕貴にタクシーで連れてこられたのは、都内でも有名な外資系のホテルだった。紗衣は結婚式に一度だけ参列したことのある、格式のある高級ホテルだ。

　裕貴がフロントで手続きをしている間、ソファに座って待っているように言われた紗衣は、周りを見渡す。

　フロントの正面には大きな花瓶に、豪華な花がアーティスティックに飾られている。ホテルに足を踏み入れた皆が、一番に引き付けられるであろう。天井には大きなシャンデリアが飾られていて、きらきらと眩しい。普段あまり足を踏み入れるような場所ではないので、思わずきょろきょろとしてしまう。

「紗衣、行こう」

　ホテルスタッフの案内を断り、裕貴とふたりエレベーターで部屋に向かう。エレベーターを降りると、一階のフロントの大理石の床とは違い、絨毯の廊下が奥まで続いていた。

　一歩先を歩いていた裕貴が、通路の一番奥の部屋の前で足を止めて、部屋の扉をあけてくれる。紗衣が足を踏み入れると、ラグジュアリーな空間が広がり、落ち着いた深緑色の絨毯やあたたかい光を放つランプシェードに迎え入れられた。

　ソファもテーブルもシンプルながら高級感を感じられるもので、シックな雰囲気はホテルというよりもタワーマンションの一室を彷彿させる。

　ソファに座った紗衣は、思いきり緊張をしていた。初めて男性とこういったホテルに泊まるのだから無理はない。

　それに比べて裕貴はずいぶん慣れた様子だ。ジャケットを脱ぐと紗衣の座っているソファの背もたれにかけて、隣に座った。

　ふかふかのソファがきしみ、少し体が傾く。裕貴との距離が近い。

「急にこんなところに連れてこられて、ビックリした？　緊張してる？」

　裕貴が少しでもリラックスさせようと、やさしく声をかける。

「あの、ご存知だと思うんですけど、私、こういったことが初めてで」

　数時間後には二十六歳にもなろうという女性としては、いろいろと経験がなさすぎることを自覚はしている。

「知ってる。だからこそ、最高の思い出にしたくてこのホテルにしたんだ」

　裕貴に顔を覗き込まれて、赤くなってしまう。

　こんな素敵な場所で、大好きな人と一緒に過ごす誕生日。夢見ていた以上のことに、ドキドキしてしまう。

「素敵な一日にしよう」

　裕貴の顔が近づいてくる。彼の唇がそっと唇に触れた。その瞬間〝ピンポン〟とドアベルが鳴らされて、紗衣がビクッと体をはねさせた。

　そんな様子を見て裕貴が笑いながら立ち上がる。

「ずいぶん、タイミングがいいな」

　彼がドアをあけると、バトラーがワゴンを押して入ってきた。それと同時にいい香りが部屋に漂う。

「適当に置いてくれる？」

　裕貴の指示どおり食事をテーブルに並べると、丁寧に頭を下げてからバトラーが出ていった。

　もう一度隣に裕貴が座る。

「本当はレストランも予約してたんだけど、こんな時間になったから。これで我慢して」

　部屋の時計は既に二十一時半を過ぎていた。裕貴が予約した時間は、とっくに過ぎていた。

「ここのレストランで食べることもできるけど、俺は紗衣とふたりっきりでゆっくり過ごしたかったから、勝手にルームサービスにした」

　付き合いだしてから時々見せる色っぽい表情に、紗衣はドキンと胸を高鳴らせた。

「私も、ふたりっきりがいいです」

　がんばって素直な気持ちを伝えた。うなずきながら、裕貴が紗衣の隣に座り「よかった」とつぶやいた。

「さあ、食べよう。きっと食べてるうちに緊張もほぐれる」

　裕貴の一つひとつの行動全てが、紗衣への思いの表れのように感じる。

　紗衣は自分がどれだけ大切にしてもらっているのか、ひしひしと実感が湧いてきた。

　こんなに幸せな時間を自分から手放そうとしていたなんて、私はなんてバカだったんだろう……。

「いただきます」

　満面の笑みで手を合わせて、うれしい気持ちがあふれ出る。少し遅い時間だったが、ふたりっきりのディナーが始まった。

　運ばれてきた料理は、イタリアンのコース。カプレーゼやイワシのマリネなどののった、アンティパストのお皿。本来なら後から運ばれてくる魚介を使ったオイルベースのパスタ。それにメインのミラノ風カツレツまで、目の前のテーブルにはところ狭しと並んでいた。

「ちょっと、せわしない気もするけど、好きなものを好きなだけ食べたらいい」

　料理に目を瞠みはる紗衣に裕貴が声をかけた。

「課長は……ワイン飲まれますか？」

　テーブルの上には、よく冷やされた白ワインが置かれていた。

「せっかくだし、もらおうか。紗衣は……やめておこう。ぐっすり眠られたら……俺、今日は耐えられないだろうから」

　なんとなく言っている意味がわかったような気がして、思わずだまりこんでしまう。顔を赤くした紗衣を見て、裕貴がクスクスと笑う。

　白ワインとオレンジジュースで小さく乾杯をして、食事を始めた。

　さっきまで緊張していたにもかかわらず、食事を始めるとそのおいしさに夢中になった。

　裕貴にあれもこれもと勧められて、次々口に運んでしまう。裕貴はと言うと、紗衣に食べさせるばかりで、自分はワインを飲んでいた。

「おいしい？」

　パスタを頬張る紗衣を見て、なぜだか裕貴はうれしそうだ。

「はい。でも……なんだか餌付けされてるみたいです」

「ん？　まぁ、そうかも。しっかり食べさせてからおいしくいただくつもり」

　熱っぽい目で、意味深なことを言われてドキッとしてしまう。途端に、この先に起こることを意識してしまった。

「紗衣、そろそろデザートをどうぞ。俺その間にシャワー浴びてくる」

　立ち上がった裕貴は、さっさとバスルームに消えていく。ひとり残された紗衣は、心臓をドキドキとさせながらとりあえず落ち着こうと、大きく息を吐いた。

「落ち着いて……とにかく落ち着いて」

　手もとの水を飲み、胸のあたりを押さえた。裕貴はデザートを勧めていたが、なんだか急に胸がいっぱいになってしまって、さっきまでの勢いはどこへやら、これ以上はなにも入りそうにない。

　シャワーって……まあ、当たり前なんだろうけど。

　経験が皆無の紗衣にとっては、なにが当たり前なのか本当はよくわかっていない。知識はあるものの、そのあたりの細かい話は誰もしてくれないのだから仕方ない。

　こればかりは『本物の恋を手に入れる方法』にも書いていない。

　ぐるぐると段取りを考えていると、バスルームから裕貴が出てくる気配を感じて顔を上げた。

「お先。紗衣もどうぞ」

「……っ」

　色気に満ちたバスローブ姿の彼が目に入ってきて、思わず言葉を失ってしまう。

「紗衣？」

「あ。はい」

　ハッとして、立ち上がる。思わず裕貴を見つめてしまっていた。緩んだバスローブから覗く胸もと、濡れた髪。立ち上るような色気にクラクラしてしまう。

　恥ずかしさになるべく目を合わさないようにして、脇を通り抜ける。

「ごゆっくり……と言いたいところだけど、あまり待たせないでくれるとうれしい」

　彼の声に反応して思わず顔を見つめてしまう。

「えっ……」

　裕貴は艶めいた笑みを浮かべる。その表情が紗衣の反応を楽しんでいるように見えた。

「もう、からかわないでください。今日の課長はなんだかイジワルです」

「そう？　早くシャワー終わらせて戻ってきてくれ。待ってる」

　屈んだ裕貴が紗衣の頬にキスをした。そんなことをされたら素直に「はい」としか答えられなくなってしまう。

　小さく返事をしてバスルームに向かった。扉を閉めるとそこに思わず座り込んでいた。

　ドキドキと心臓の音がうるさい。今からこんな調子で、この先大丈夫なのだろうか。いろいろと考え込みそうになって『あまり待たせないでほしい』と言った裕貴の言葉を思い出し、いそいそと洋服を脱いだのだった。

　シャワーの間も裕貴のことで頭がいっぱいで、のぼせそうになる。

　バスルームから出て洗面台の前に立つ。少し念入りに洗ってしまった左腕がひりひりする。

　念入りすぎて、既にけっこうな時間が経ってしまっていた。

　さっと髪を乾かし裕貴にならってバスローブを身に着けると、ゆっくりと部屋に続くドアから、顔を出した。

　あれ……？

　紗衣が覗くと、さっきまで明るかった部屋のライトが絞られていて、薄暗い。テーブルに置いてあるキャンドルのあたたかい光が部屋を照らしていた。

「こっちにおいで」

　様子を窺っていた紗衣を、裕貴が呼ぶ。彼の前にあるテーブルには、ピンクと白のバラの大きな花束と、バースデーケーキが置かれていた。ケーキのプレートにはもちろん紗衣の名前が書いてある。

　小さい頃、家族に誕生日を祝ってもらった。学生時代には友達がお祝いをしてくれることもあった。社会人になると簡素化されてしまい、それでも周りで誕生日を知ってくれている人がお祝いをしてくれた。

　しかしそのどれとも違う。自分の恋人が祝ってくれることがこんなにも特別なことだと初めて知った。

「ほら」

　感動してじっとテーブルの上を眺めている紗衣を、裕貴が自分の隣に座らせる。

「あの……なんて言っていいのか、すごく……うれしいです」

　喜びがあふれて、自然に笑顔になる。それを見た裕貴は熱のこもった視線を紗衣に向けた。

「よかった……喜んでくれて。紗衣の誕生日に一緒にいられること、こうやってお祝いできることが俺もうれしい――誕生日おめでとう。紗衣」

「課長……ありがとうございます」

　ゆっくりと近づいてくる裕貴の顔、紗衣がゆっくりと目を閉じるとその瞬間に唇が重なる。

　一瞬ついばむように触れて、すぐに離れ……しかしその後、もう一度重なる。今度は熱く激しく。

　これまでも何度かキスをしてきた。紗衣は、なんとなくだけれど、少しは成長したように思っていた。

　しかしこれまでのキスとは様子が違う。裕貴の舌先が、薄く開いた紗衣の口内に侵入した。すぐにとらえられた舌が絡み合う。情熱が流れ込んできて紗衣の体を熱くする。紗衣は必死で裕貴の腕を掴みそれに応えた。

「……っん、ふっ」

　そこまできて初めて、お互いがバスローブ姿で抱き合っていることに気がつく。ケーキと花束のサプライズで、この先に起こるであろうことをすっかり忘れてしまっていた。それも裕貴の作戦かもしれないが。

「紗衣、悪いけどケーキは後だ」

　唇が離れた瞬間、裕貴がそうささやくと、軽々と紗衣を抱き上げた。小柄な紗衣だったが、それでも大人の女性だ。決して軽くはないはずなのに、裕貴のたくましい腕はまったくそれを感じさせない。

　奥手といえど紗衣にもその辺の知識はある。だからこそ、この先に起こることに不安を感じている。

　しかしこの腕の中であれば、その不安も取り除いてくれそうな気がする。

　ベッドに到着すると裕貴はやさしく、紗衣を横たえた。部屋の明かりは落とされていて、ベッドサイドにあるランプだけがふたりのいる空間を照らしている。

　裕貴が首筋に顔をうずめようとする。しかし紗衣は彼の胸に手をあててそれを制止した。

　一瞬驚いた裕貴だったが、そのままだまって紗衣の目を見る。

「あの……私、きっとうまくできないと思います……初めてなので」

　日付が変われば二十六歳になる。一般的には初体験を済ませている女性が多い年齢だ。裕貴をがっかりさせないためにも、紗衣は恥を忍んで最初にそのことを伝えた。

　どんな反応をするだろう……。

　一瞬、よくないことを想像してしまうが、微笑んだ裕貴から小さなキスが頬に落とされた。

「それは、キスの反応なんかで予測済みだから。もうなにも考えないで、ただ俺にあずけてくれればいい。早く……紗衣の全部を俺のものにしたい」

　目じりに鼻先、小さなキスのシャワーが降ってくる。

「大事に抱く。だから紗衣の初めてをもらう幸せを俺にくれ」

　胸がいっぱいでうなずくことしかできない。しかしその紗衣の様子を見た裕貴は満足気に顔を緩め、色気に満ちた視線で紗衣を捉える。

「俺を紗衣の初めての男に選んでくれてありがとう」

　裕貴の言葉に胸がいっぱいになる。彼の背に手を回しきつく抱きしめた。

　彼の腕の中で思う。この歳まで大事にとってきたわけではなく、奥手故にそういうチャンスがなかっただけだ。

　けれど、今、そういうチャンスがなかったことに感謝したい。

　紗衣は自分の心から愛する人に、捧げられる幸せを感じていた。




　しかし、そんなふうに幸せな思いに浸っていられるのもわずかの時間だった。

　裕貴の濃厚なキスが首筋を伝い乱れたバスローブの胸もとへと移動した。思わずビクンと紗衣の体が反応してしまう。

　裕貴はゆっくりと、紗衣の体を慣れさせた。普段は細くて長い指だと思っていた彼の手は、今日はやけに大きく感じられる。男らしさを感じる手と唇、そして触れ合う肌と肌が、紗衣の緊張や戸惑いを溶かしていった。

　バスローブの紐が解かれ、紗衣の全てが裕貴の前にさらけ出される。羞恥心から思わず両手で体を隠そうとした紗衣の手を、裕貴が止めた。

「全部見せて、大事にするから……」

　お互いの指と指が絡み合う。全てをさらけ出した紗衣の体に、裕貴の唇が這う。濡れた舌先で与えられる刺激は、紗衣にとっては初めての感覚だ。くすぐったいような、それでいてゾクゾクするような……。

　けれどもそれが身体を熱くしていく。自分ではどうしようもできない状況に、ただ翻弄されるしかなかった。

「紗衣……。俺の背中に手を回して」

　なにを言っているのかわかって、紗衣はゆっくりとうなずいた。

　……とうとう、私。

　それまで時間をかけて緊張が解かれた体が、ふたたび固くなる。

　裕貴はそんな紗衣の様子を理解して、よりやさしく触れてくれた。

「きっと、痛いと思う。だからしっかり俺にしがみついて」

「はい」

　どこまでもやさしい裕貴に、紗衣は全てを預けたのだった……。




　ふと寝返りを打つと、枕の感覚が違うことに気がついた。『枕が変わったから眠れない』などということはないのだが、違和感でもう一度反対側に寝返りを打った。

　するとぐいっと身体がなにかに引き寄せられる。

　なにかっていうか……これは……。

　昨日のことを思い出して、パチっと目を覚ました。

「おはよう、紗衣」

　至近距離で目が合ったのは、まごうことなき裕貴である。一瞬驚いてしまったが、昨日のことを思い出し、今度は恥ずかしくなる。

「なに、ひとりで百面相してるんだ」

　小さな声で笑う裕貴。その顔を見ていると、昨日のことが現実だと実感できた。

　裕貴は恥ずかしそうにしている紗衣を近くへと抱き寄せた。

「体、つらくないか？」

「はい」

　裕貴の指先が、紗衣の髪を梳すく。それさえも心地よい。言葉数が多いわけではない。それでもお互い、見つめ合って笑っているだけで幸せな朝だった。

　紗衣は抱き寄せられるまま、裕貴に密着して幸せな朝の余韻に浸った。胸もとには輝くネックレスと、裕貴の独占欲の印である、小さなキスマークが付けられていた。










８ 本物の恋を手に入れる方法




　恋が順調ならば、世界がバラ色になる。そんな話を聞いたときはまったく想像できなかったのだけれど、今ならわかるような気がする。

　正しくはバラ色ではなく、きらきらと輝いている世界。その中でなら、なにをするにも前向きな気持ちになれた。

　紗衣は裕貴に愛されることで、少し自分に自信がもてるようになっていた。

　仕事でも、大きなプロジェクトが動きだそうとしている。いつもならばサポートに回るはずの紗衣だったが、今回は中心メンバーに名を連ねていて、いつも以上に責任のある仕事にやりがいを感じていた。

　今日はユニヴェールの藤本を交え、各部署の担当者たちと話を進めていくことになっている。

　これまでは電話やメール等で話をしていて、実際に顔を突き合わせてやりとりするのは初めてということもあり、調整役として裕貴も参加する。

　会議室を整えて、藤本の到着を待つ。ドアがあいて入ってきたのは裕貴だった。

「もうすぐ下にお見えになるそうだ。今、上迫が迎えに行っている」

「そうなんですね。お茶の準備をしてきます」

　出ていこうとした紗衣を、裕貴が手を握って止めた。

「今日は早く上がれそうだから、部屋で待ってて」

　渡されたのは、彼の部屋の鍵だった。

「はい、わかりました。あの……久しぶりですね。ゆっくりできるの。なにかごはん作りましょうか？」

「うん、まぁ、一番食べたいのは紗衣だけど」

「か、課長っ！」

　ほかの誰かに聞かれているかもしれないのに！

　思わず会議室の外に出て廊下に誰もいないことを確認した。

　裕貴は慌てた様子の紗衣を見て、肩を揺らして笑っている。

　もう……最近の課長ってば、イジワルなんだから。

　でも、こんなやりとりもできるほど、ふたりの距離が近づいたと思えば、それもまたうれしいことだった。

「あれ、紗衣ちゃん。こんなところに立ってどうしたの？」

　名を呼ばれ振り向くと、そこには上迫と藤本が立っていた。

「藤本さん、お待ちしておりました。こちらへどうぞ」

「本城さん、よろしくお願いします」

「はい」

　藤本を席に案内して、まずは四人で今後の方針について打ち合わせをする。その後ミカドの技術担当者とテキスタイルデザイナーとを交え、今後の話を進めていく予定だ。

　早速藤本さんの話から、ユニヴェールの問題点を洗い出す。そこから今回の共同開発でのメリットとデメリットの説明をする。

　上迫の指示のもと、紗衣の作った資料で話を進めていく。上迫もこのプロジェクトに張り切っているようで、資料の内容以外にもかなりいろいろと調べているようだった。

　裕貴はそれを見守り、本当に必要なところだけアドバイスを挟む。上迫と紗衣に任せて見守る立場だ。

「このあたりで全て話をしたと思うんですが。他に藤本さんのほうからなにかありますか？」

「いえ。なんかわくわくしますね。正直うちにこんなに時間を割いてもらって申し訳ないです」

　藤本が肩をすくめる。

「いえ、今までずっと御社の抱える問題点にきちんと向き合えてなかったのは、私たちですから」

　上迫はみずからの営業スタイルを少々反省しているようだった。そこに裕貴が口を挟む。

「この共同開発について、最初に提案をしてきたのは、本城なんです」

「えっ？」

　藤本の視線が向けられて、紗衣は照れ笑いを見せた。

「彼女、ずっと数字が落ちていることを気にしていて……もちろん、我が社の売上がどうこうということじゃないですよ。アシスタントですから、ただ純粋に御社の状態を心配していたんです。彼女の〝気づき〟が今回のこのような機会を作ったんです」

「そうなんですか……知らなかった。ありがとう、本城さん」

「いえ、そんなお礼だなんて」

　お礼を言われるなどと思っていなかったので、恐縮して手を顔の前で左右に振る。

「そうですよ。まだ終わってないんですから。もちろんきちんと成功させて、そのときにはお礼をお願いします」

　上迫の言葉に笑いが漏れた頃、会議室のドアがノックされた。どうやら技術開発の担当者とデザイナーが来たようだ。

「どうぞ」

　声をかけると今回の打ち合わせの参加予定の三人以外に、もうひとり見知らぬ女性が一緒に入ってきた。すらっと背の高い洗練された姿が目を引く。いくら社内事情に疎い紗衣でも、これだけ目立つ人が社内にいたなら、知らないはずはない。

　誰だろう……。

　不思議に思った紗衣が上迫を見るとうなずいていたので、彼は彼女が誰なのか知っているようだった。

　それよりも気になったのが裕貴の表情だ。本当に驚いた様子で、その後一瞬眉間にしわを寄せた。それは紗衣だから気が付いたけれど、その場にいた他の誰も気が付いていないくらい、わずかな瞬間だった。

「ユニヴェールの藤本です」

　立ち上がって挨拶をする藤本の声で、紗衣は我に返る。

　いけない、ぼーっとしちゃ。集中、集中！

　裕貴の表情が気になったものの、打ち合わせのために席に着いた。

　上迫が技術開発のふたり、佐さ藤とうと石いし川かわ、それと社内デザイナーのひとり、草くさ野のの紹介を終えて一呼吸置いた。

「そして、今回のメインデザイナーを務めてもらうのは、桧ひ山やまみどりさんです」

　桧山みどりさんって……あのスタジオＨの？

　紗衣同様、藤本も驚いているようだった。

「まさか、本当に？　スタジオＨさんと一緒に仕事ができるんですかっ？　すごい！」

　藤本は興奮を隠しきれない様子で、口もとに手をもっていき声を上げている。

　スタジオＨといえば世界的に有名なデザイナー、桧山ケイジが主しゅ宰さいしているデザインスタジオで、彼らの生み出すテキスタイルは各分野でも人気だ。

　桧山みどりはケイジの妻であり、彼女もまたスタジオＨの看板デザイナーであった。

「実は彼女、結婚するまではうちのデザイン部にいたんです。私たち同期なんですよ」

　ミカドのデザイン担当の草野の説明で、有名デザイナーがこの席にいることに紗衣は納得する。

「ビックリしました？　実はこの共同開発の話が出たときからずっとお願いしてきたんですよ。やっと口説き落とすことができました」

「もちろんですっ！　早く社に戻って社長に報告したいくらいです」

　胸をはる上迫に、藤本も感激の声を上げる。そんなふたりにみどりはにっこりと笑いかける。

「そんなふうに言ってもらえて、私も光栄です。一緒にいいものを作っていきましょう」

　みどりの言葉で、打ち合わせが再開されると、彼女が中心となり話は進んだ。

　クールな目もとにスッと通った鼻筋。きゅっと上がった口角。彼女は完璧な美しさをもっていた。それに加え、話を始めると周りをどんどん惹きつけ、バイタリティを感じさせる。

　本当にすごい人なんだなぁ……。

「今回の企画の趣旨に賛同して、お世話になったミカドに恩返しできるときが来て、私も本当にうれしいんです」

　仕事もできるうえに、謙虚だ。彼女の登場で、紗衣にはこの企画自体が既に成功したように思えた。

　感心しつつ、打ち合わせの内容を聞き洩らさないように必死になってついていった。

　その一方で裕貴の様子が先ほどとは明らかに違うことには、このとき紗衣は気づいていなかった。




「ふ～」

　給湯室でスティックタイプのコーヒーを淹れて、行儀が悪いとわかっているけれど、ひと口飲んだ。緊張でこわばっていた心も体もいくらか和らいだ気がする。

　みどりさん……素敵だったな。

　仕事には皆それぞれ役割というものがある。もちろん紗衣にもそれは十分わかっているが、才能の塊のような人を目の前にすると、途端に自分をちっぽけに感じてしまう。

　仕事がうまくいった高揚感と、自分の力不足を感じ、疲れ切っていた。

　さっさと、残りの仕事を片付けよう。だって……今日は。

　紗衣はマグカップを口に当てたまま思わずニンマリしてしまう。ポケットの中にある裕貴の部屋の合鍵を思い出すと、また少し元気になった気がする。

　そうとなっては、ここでゆっくりと休憩をしているわけにはいかない。給湯室から出ると、向こうから歩いてくる裕貴を見つけた。

「お疲れ様です」

「ああ……ちょっといいか？」

　裕貴がきょろきょろと周りを見渡していることから、仕事の話ではないようだ。背中にそっと手を添えられて、出てきたばかりの給湯室に逆戻りした。

「悪い、今日の予定だけど、キャンセルしてくれ」

「えっ……かまいませんが、なにかあったんですか？」

　さっきまでそれを糧かてに残りの仕事を片付けようと思っていたのに、本当は残念で仕方がない。しかし、裕貴にも致し方ない事情があるのだろう。そう思って尋ねた。

「仕事のことで、どうしても人と会わなくてはならなくなったんだ」

「もしかして、またドイツの企業の件ですか？　それ以外なら、私もお手伝いしますけど」

　通常の業務なら、紗衣にも手伝えることがある。それに仕事を一緒にしている間はそばにいられるという、少々よこしまな気持ちもある。

「まあ……そんなところだ。紗衣が心配するようなことじゃない」

「……そうですか」

　仕事だから仕方がないとわかっている。裕貴の仕事がここ最近、目に見えて忙しいのも理解している。それでも思わず顔に、残念な思いが出てしまう。

「悪かった……埋め合わせはするから」

　コクンとうなずいて、ポケットの中から合鍵を取り出した。

「じゃあ、これはお返ししておきます」

　うれしかったのにな……でも、またきっと使う機会はあるはずだし。

　しかし差し出した鍵を、裕貴は紗衣にもう一度握らせた。

「これは、紗衣にもっていてほしい」

「え？　いいんですか？」

　ほんの数秒前まで落ち込んでいた気持ちが、少し浮き上がる。

「ああ、いつでも来たいときに来てかまわない」

「はい。ありがとうございます」

　我ながら現金だと思う紗衣だったが、笑顔を浮かべた彼女を見て裕貴も少し安心したようだ。

「じゃあ、俺行くから……でもその前に」

　そのまま出ていくと思っていた裕貴が、紗衣の唇を奪う。ほんの少しだけ触れたキスだったけれど、場所が場所なだけに胸の鼓動が早くなり、痛いくらいだ。

　してやったりといった顔の裕貴が、先に給湯室を出ていく。

　しかし紗衣はすぐにデスクに戻れそうもない。どうにかこのドキドキを収めなければ、仕事など到底手につきそうもなかった。

　しばらくぼーっとしていたが、ハッと気がついた。

「いけない。五時までに受注処理しなきゃ。残り三十分しかない」

　そのままバタバタとデスクに戻り、山積みの書類を片付けているうちに終業時間になった。

　裕貴は既にパソコンの電源を落としているようだ。ジャケットの前ボタンを留めると、行き先を書くホワイトボードに『直帰』と書いて、こちらを振り向いた。

「悪いが、今日はこのまま帰る。大丈夫か？」

　皆がめいめいにうなずく。

「でも、課長が直帰なんて珍しいですよね。いつもいったん、社に戻ってくるのに」

　絵美の言葉に、紗衣もうなずいた。

「まぁ、こんな日もあるさ。じゃあ、後は頼んだぞ」

「はい」

　紗衣も皆と一緒に返事をする。一瞬だけ裕貴と目が合って、さっきのキスを思い出してしまった。

　仕事中なのに……集中集中！

　紗衣は頬をぺちぺちと叩いて、パソコンの画面に目を移す。そのときフロアにデザイン部の草野が現れた。きょろきょろしたところで、紗衣に気がついて近づいてきた。

「草野さん……なにかありましたか？」

　今日の打ち合わせでなにか不備があったのかと思い、尋ねた。

「いえ、別に急ぎの用事ではないんだけど、天瀬課長は？」

「今日は、仕事先から直帰するみたいです」

　草野は紗衣の視線を追って、ホワイトボードを確認した。

「そうなんですか。まぁ明日にでも確認します。あ、そっか、もう行っちゃったんですね」

　急になにかを思い出して、妙に納得した草野を不思議に思う。

「さっき桧山さんが、うれしそうに『天瀬課長に会う』って言ってたのよ」

「え？　どうしてですか？」

　今回裕貴はサポートに徹していて、あくまでも中心で動いているのは上迫だ。だからなにか確認したいことがあれば、上迫に尋ねればいい。

　それになにより気になるのは〝うれしそうに〟という言葉だ。

「あれ？　そうか、知らないのか……実はね、あのふたり、昔付き合ってたのよ」

　一瞬、誰と誰のことかと考えてしまう。それくらい動揺した。

　付き合っていたって……元カノってこと？

　裕貴とみどりが寄り添い合って笑う姿を想像してしまい、胃のあたりがギュッとなる。

「まぁ、あの場で昔の話をするわけにはいかないわよね。だからきっと仕事終わりにふたりで会うことに決めたのかもね」

　草野はちょっとした世間話のつもりで、話をしているにすぎない。けれどそれは紗衣を不安にさせるには十分だった。

　裕貴は間違いなく仕事だと言って、今日の予定をキャンセルしたのだ。ならばその言葉を信じていればいいのに、それができずにいる。

「あら、ごめんね。いろいろと話し込んじゃって。じゃあ」

「はい」

　最後のほうは話がまったく耳に入ってこなかった。

　なんとか気を取り直して、仕事をしなくてはならない。けれどパソコンのキーボードに置いた指が一向に動いてくれない。

　裕貴のことを信じればいいと思うものの、不安を消すことができずに「どうしよう、どうして？」という言葉が胸の中に渦巻く。

「え……紗衣、ちょっと聞いてる？」

「えっ？　は、ハイ」

「もう仕事終わったなら帰るわよ。ちょ、ちょっとどうしたの？」

　椅子から立ち上がった絵美が、紗衣の青ざめた顔を見て驚いている。

「絵美さん……」

　本来なら、心配をかけないようにしないといけない。そんなことはもちろんわかっているけれど、それができない。

「今日やらなきゃいけない仕事は終わってるの？」

「はい」

「じゃあ、片付けてとにかく！　話を聞くから」

「ありがとうございます……」

　絵美の気持ちに甘えることにして、これ以上先に進みそうもない仕事は明日に残して、会社を出た。

　ふたりが向かったのは、絵美と慎吾が待ち合わせをしている居酒屋だった。以前裕貴も交えて四人で行ったところだ。

　中に入ると、既に慎吾は座って待っていた。

「あれ？　もう来てたの？」

　絵美の言葉に慎吾ががっくりとうなだれる。

「そんなふうに言わなくてもいいだろぉ。楽しみにしてたのに……あれ紗衣ちゃん？」

「ごめん、ごめん。ちょっとのっぴきならない事情で、さ」

　あははと豪快に笑う絵美と、しょんぼりしている慎吾を見て、ここに来たことを後悔した。ふたりの楽しい時間を邪魔したくない。

「あの、私……今日はやっぱり帰ります」

　そう言った紗衣の腕を、絵美ががっしりと掴んだ。

「逃がさないわよ。このまま帰したら、気になって眠れやしない」

「そうだよ。当たられるのは俺なんだから、ほら、座って」

　そのまま強制的に座らされた。

　適当に注文を済ませると、絵美が座り直し、前のめりになる。

「さぁ、なにがあったのか話しなさい」

　すぐに尋問が始まった。ふたりに気を遣った慎吾はだまってうなずきながら話を聞いていた。

「実は……私、もう気持ちがぐちゃぐちゃで。課長……今日は女性と一緒かもしれないんです」

「なにー！　アイツ、いったいなんてことしてくれてるのよ！」

　上司に向かってアイツ呼ばわりするほど、瞬間的に絵美の怒りが頂点に達した。

「それで、相手はどこの馬の骨よっ？」

　興奮する絵美に、今日あったことをひとつずつ話をしていく。合鍵をもらってうれしかったこと、約束がキャンセルになって淋しかったこと……そして裕貴がほかの女性と会っているかもしれないということ。

「私、なによりも嫌だなって思ったのが、課長が仕事だって言ったことです。でも、桧山さんとはわざわざ外で話をするような仕事なんてしてないと思います。なんだかウソをつかれたような気がして、それがとてもつらくて……」

「そっか……そうだよね」

　絵美が紗衣の背中をさすり慰めていると、それまで黙って聞いていた慎吾が急に口を挟んだ。

「桧山さんって……それって桧山みどり？」

「はい……そうですけど」

　急に慎吾の口から、みどりの名前が出て驚いた。

「え、慎吾、アンタなんか知ってるの？　全部吐きなさい！　ちょっとでも隠し事したらただじゃおかないわよ」

　慎吾の腕を掴んで、ぎりぎりと締め上げる絵美は、ものすごい形相で彼をにらんだ。

「ちょ、ちょっと絵美ちゃん痛いよ。紗衣ちゃんと俺、どっちが大事なの？」

「そんなの、紗衣に決まってるでしょうが。ほらさっさと全部話しなさいっ！」

「ひどい……絵美ちゃん。まぁ後輩にやさしい絵美ちゃんも好きだからいいけど。ちょっと、とにかく手を放して」

　悲鳴を上げる慎吾は、本当に痛そうだ。

「すみません、なんかいろいろ」

　なんだか慎吾が不ふ憫びんになってきて、謝る。自分がこんな悩みをここにもち込んでしまったせいだ。

「いいよ、気にしないで。絵美ちゃんの大事な人は、俺にとっても大事な人だから」

　ふたりのような関係に、裕貴といつかなれるだろうか。こんな小さなことでつまずいていては、その日はやってこないような気さえする。

「どうして今さら、桧山みどりの名前が出てくるのか知らないけど……それって、裕貴の元カノの名前でしょ？」

　あぁ……やっぱり。

　草野の言っていたことが事実だとわかり、紗衣はうつむく。

「三年前だったかな？　あのふたりが別れたのって」

　二年ほど付き合っていたふたりが破局を迎えたのは、紗衣が入社する直前の話だった。

　大っぴらに付き合っていたわけではないが、社内でもふたりの関係を知る者は多かった。

「別れた後、桧山みどりは、すぐに桧山ケイジと結婚したんだ。単純に考えれば桧山みどりが裕貴と桧山ケイジを天秤にかけて、自分にメリットのあるほうを選んだってことだろうな。まぁ。それくらい上昇志向の強い人だったってことだ」

　慎吾は淡々と話をした。それをだまって聞くことしかできなかった。

「それって、課長が〝計算高い女が嫌い〟っていう話につながるわけ？」

　紗衣に代わり、絵美が慎吾を問いただす。

「はっきりとアイツが言ったわけじゃないけど、恐らくそうなんだろうな。あのときの裕貴は周りに見せないようにしていたけど、やっぱりどこか気にしているみたいだった」

「それって、まだ彼女の存在を引きずってるってこと？」

　紗衣の中にあった不安を、絵美がズバリと口にした。

「それはどうだろうな……でも少なくとも彼女との恋の終わりが、その後の裕貴の考え方に影響を及ぼしたのは間違いないだろうな」

　話を聞けば聞くほど、みどりのことが気になって仕方ない。思いつめる紗衣を、絵美が必死で慰める。

「なんで、そんな顔してるのよっ！　たとえふたりで会ってたとしても、きっと仕事かなにか、ちゃんとした理由があるんだって」

「そうでしょうか？」

　裕貴がはっきりと言った断りの言葉を思い出す。

「課長は、仕事だって言いました。もし桧山さんと会うなら、私にそう伝えてくれたらいいと思いませんか？」

　紗衣の言葉に、絵美も言葉を詰まらせた。しかしそれでもなお、なんとか紗衣を慰めようとする。

「それもなにか理由があったんだと思うよ。それは紗衣がちゃんと自分で確認しないと……」

「……はい」

　どうして……どうして……と胸の中で繰り返すばかりでは、なんの解決にもならない。けれど、はっきりと確かめることで、傷つくかもしれないと思うと、一本の電話をかけることさえも怖かった。

　目の前に食事が並んでも手を付ける気になれず、ウーロン茶だけを飲み帰路についた。

「紗衣、ひとりで大丈夫？」

「はい。話をしたらずいぶん元気になりました」

　心配をかけないように笑顔を見せたが、まったく元気になっていないのは絵美にも伝わった。

「とにかく、ちゃんと話をしないとなにも解決しないよ。皆そうやって、ひとつずつ乗り越えていくものなんだから」

　絵美の言葉に隣に立つ慎吾もうなずく。

「俺らだって、いろいろあったから。皆いろいろあって当たり前なんだからね」

「たまにはいいこと言うじゃない」

　肘でつつかれた慎吾は、少しうれしそうだ。

「はい……もう少し冷静になってきちんと話をしたいと思います」

「課長となら、ちゃんと話ができるはずよ。もらった合鍵の意味をちゃんと理解しなさい。もしかすると、本当は今日も紗衣に待っていてもらいたかったんじゃないの？」

　合鍵の意味……かぁ。

　紗衣は絵美たちと別れて、ひとり歩きだした。六月のじめっとした空気が体にまとわりつく。鬱々とした気分のまま駅に向かって歩く。改札までたどり着きパスケースを手にして足を止めた。

　このまま帰ってもいいの？　こんな気持ちのまま……。

「やっぱりちゃんと話をしなきゃ」

　紗衣は踵を返して、裕貴の部屋へ向かった。




　今日で四度目となる裕貴の部屋。駅からはそう距離もなく、すぐにたどり着いた。

　聞いていたオートロックの番号をパネルに入力して、エレベーターで部屋のある五階へと到着する。そこの角部屋が裕貴が暮らす部屋だ。

　鍵穴に鍵を差し込んで回し、ゆっくりと扉をあけた。中はまだ真っ暗で裕貴が帰宅していないことがわかる。主不在とはわかっているけれど「おじゃまします」と声をかけて、電気をつけて中に入った。

　これまでは常に裕貴が一緒だった。そのせいか、なんだかいつもと雰囲気が違うように感じる。

　ダイニングのテーブルには、今朝の新聞が置いてあり、キッチンのシンクには使った後のマグカップが置いてあった。２ＤＫの部屋の至るところに彼を感じる。

　いつでも来ていいって言われたけど……まさか今日来てるとは思わないだろうな。

　そう思うと、なんだかこの行動が迷惑かもしれないと紗衣は思い始める。ひと言でも電話で断りを入れるべきだったかもしれない。

　荷物を抱えたまま、ソファに座る。バッグからスマートフォンを取り出して裕貴に電話をかけてみた。とりあえず部屋で待っていることは伝えたい。

　しかし数回の呼び出し音の後、留守番電話につながる。

「はぁ」

　ため息をついてＳＮＳでメッセージを送ろうとしたそのとき、玄関からガチャガチャと鍵をあける音が聞こえてきた。

「帰ってきた……？」

　立ち上がり玄関先に行くと、扉が開いた。入ってきた裕貴と目が合うと、彼は驚いた顔をした。

「ごめんなさい……さっき電話したんですが」

　とりあえず、突然の訪問について謝る。

　やっぱり迷惑だったかな……？

　不安を顔に浮かべた紗衣を見て、裕貴は笑顔を見せた。

「どうして謝るんだ。うれしいよ」

　靴を脱いで入ってきた裕貴が、頭をポンと叩いた。

　裕貴の態度を見ていると、さっきまでの悩みは取り越し苦労なのではないかと思えてきた。それくらい裕貴の態度はいつもと変わらない。

　裕貴はジャケットを脱ぐと、ソファの背もたれにかけて冷蔵庫からミネラルウォーターのペットボトルを取り出した。

「紗衣もなにか飲む？」

「いえ、大丈夫です」

「そう？　立ってないで座ってていいよ」

　裕貴に言われるままソファに座る。すぐに裕貴も水を飲みながら紗衣の隣に座った。

「ごめん、今日はこんなことになって……ちゃんと飯、食ったか？」

「はい。絵美さんと慎吾さんと一緒に」

　本当はほとんどなにも口にしていないが、そんなことを言って心配をかけたくない。

　とにかくなんとか、今日のモヤモヤを裕貴に話をして、『ただの誤解』だとはっきりさせたかった。

　疲れた様子でネクタイを外す裕貴を見て、ここで話をもち出していいものかどうか迷う。

　しかしこれ以上先延ばしにしては、紗衣自身がパンクしてしまいそうだった。

「実は私――」

　話を始めた途端、裕貴のスーツのジャケットから、電話がウーウーと着信を知らせた。一瞬、裕貴の顔が歪むが彼はそれを無視する。

「あの、電話……」

「今は紗衣の話のほうが大事だ」

　ふたりがやりとりしているうちに、留守番電話にでも切り替わったのか、音は途切れた。

　しかし裕貴に促されて、再度話を始めようとするとまた鳴り始める。

「大事な用事かもしれませんよ……」

「後で連絡すれば問題ない」

「でも……」

　結局気になって仕方のない様子の紗衣に気遣って、裕貴はスマートフォンの画面を確認した。その画面に表示された名前――桧山みどり――という名を、紗衣は目にしてしまった。

「もしもし……」

《もう、やっと出た！　何度も電話したんだからね！》

　電話から漏れ聞こえる声からは、昼間の彼女の落ち着いた雰囲気とは違い、はしゃいだ様子が聞こえてきた。

《実はさっきのお店に、スカーフを忘れてきたみたいなの。もし近くにいたら取りに行ってほしいと思って――》

　電話を片手に、裕貴がチラッと紗衣を見た。

　やっぱり……今日はふたりで会っていたんだ。

　ここまで信じていた気持ちがぷっつりと切れてしまった。紗衣はソファに置いていたバッグを掴むと、そのまま立ち上がる。

「紗衣？」

　裕貴が電話中にもかかわらず、紗衣を呼び止める。しかし紗衣は返事もせずに玄関へ向かった。

　まだ、泣いちゃダメ。まだ……。

「ちょっと、待って。――悪い切るぞ」

　玄関まで紗衣を追いかけてきた裕貴は紗衣の腕を掴み、相手の返事も待たずに電話を切ってしまう。

「どうしたんだ、急に。話があったんじゃないのか？」

　涙がこぼれてしまいそうで、顔を上げることができない。

「放してください……」

　やっとのことで出たか細い言葉は、そのひと言だった。

　しかし裕貴は納得することができず――。

「ダメだ。こんな状態で帰すことなんてできるはずないだろう？　ちゃんと話をしてくれないと、紗衣の気持ちがわからないだろ」

　それはそうだ。だから話をしに来たのに。しかし先に事実を知ってしまい、どうしていいかわからない。

　紗衣は半なかばやけになって、口を開いた。

「今日はお仕事だったんですよね？」

「あぁ」

　裕貴は間髪入れずにそう返事をした。

「ウソ……」

　思わず口から言葉が漏れてしまう。

「え？　どういうことだ？」

　裕貴が驚いていたが、思いがあふれ出した紗衣の言葉は止まらない。

「桧山みどりさんと会ってたんですよね？　昔お付き合いされていたって……」

「あ、え？　どこからそんな話」

　驚いたのは裕貴だ。まさかそんなことを紗衣が知っているとは露つゆほどにも思っていなかったからだ。

「みどりさんと会うから、私に仕事だって言ったんじゃないですか？」

　まさかこんなふうに、裕貴を責める日が来るとは思ってもみなかった。けれどもう感情が抑えられない。

「いや、ちょっと待って」

　裕貴が強い力で紗衣を、自分の方に強制的に向かせた。その顔を見て言葉が出てこないようだった。

　泣きたいのを我慢していて、目じりには涙がたまっていた。しかし、話し始めるとこらえきれなくなる。

「か、課長に以前恋人がいたことは、私にだってわかります。でも、ウソをついてまで会わないでっ……く、くださいっ。か、課長はっ……今は、私の、彼……なんですからっ……ひっ」

　最後のほうは涙が止まらずに、しゃくり上げてしまった。醜いヤキモチだと思う。けれどこれが今の紗衣の本当の気持ちだった。

「課長は……っ、何度もこういう経験があるかもしれません。でも私は、全部初めてで、こういうこともスマートに流すことが……できなくて、でも、嫌われたくなくて……」

　支し離り滅めつ裂れつな言葉も、裕貴はしっかりと聞いてくれた。彼の手が伸びてきて、紗衣をギュッと抱きしめた。

「ごめん……つらい思いさせて」

　あたたかい胸と、謝罪の言葉にますます涙が止まらなくなる。しばらく彼の腕の中で声を上げて泣いた。

　裕貴は紗衣を膝の上に抱きかかえたまま、話を始めた。

「こんなに泣かせて悪かった。確かに、みどりとは昔付き合っていた。それは本当だ」

　既に知っている事実なのに、本人の口から聞くとやっぱりつらい。唇をギュッと噛みしめる。

「でも、今日のことは本当に仕事の話だったんだ。実質は上迫に任せているとはいえ、プロジェクトの責任者は俺だからな。だからみどりの呼び出しに応じた。皆に言わなかったのは、俺が表に立つと、がんばっている上迫の気分を害するだろうと思って。アイツには今回のプロジェクトで自信をつけてほしいからな」

　冷静になって聞いてみると、納得できた。

「そうだったんですか……」

　紗衣は裕貴の考えを聞いて〝みどりと会った〟という事実だけで、裕貴を責めてしまったことを後悔した。

　相手の考えまで思い至らず、話も聞かずに一方的に裕貴が悪いと決めつけてしまっていたのだ。

「いや、ちゃんと紗衣にだけは話をしておけばよかった。俺としては既にみどりに対して個人的な感情はなかったから、そこを紗衣が気にするとは思わなかったんだ。本当に悪かった」

「私、課長との恋が初めてで、自分の感情をコントロールできなくて、あんなふうに取り乱してすみません」

「じゃあ、これが初めてのヤキモチ？」

「そう……ですね。ヤキモチ……だと思います」

　口にして紗衣は恥ずかしくなった。自分の単純なヤキモチで、絵美や慎吾にまで迷惑をかけてしまったのだ。

　裕貴は反省する紗衣をもう一度ギュッと抱きしめた後、顔を見つめた。その顔はなぜだか少しうれしそうだ。

「いや、こんなこと、喜ぶことじゃないってわかってるんだけど。うれしくて」

「うれしい……んですか？」

「あぁ、紗衣がヤキモチやくほど俺のこと好きなんだなって思って」

「ち、違います。いや、違わないけど……」

　裕貴は慌てふためく紗衣を引き寄せて、唇に小さなキスをした。

「ヤキモチでもなんでも、ちゃんと俺に話をして。紗衣の気持ちは全部受け止めたいから」

「課長……」

　絵美の言うとおりだった。こうやってひとつずつお互いに乗り越えていくのだと実感した。彼の腕の温もりを感じながらそんなことを思っていた。

「でも、……ちょっとショックかな」

「えっ？」

「だって、紗衣は俺の気持ちが信じられなかったってことだろう？」

「いえ、違います……そんなわけじゃ」

　必死に否定するけれど、裕貴は取り合ってくれない。

「心外だなぁ。俺の愛が紗衣に伝わっていなかったなんて」

「だから、違うんですってば」

　必死になる紗衣を見て、裕貴は熱っぽい視線を向けた。

「いや、俺の責任だ。だから……」

「きゃっ」

「ちゃんと今から、わからせるから」

　裕貴は紗衣を軽々と抱き上げると、歩きだした。

「あの、課長？」

「ん？」

「わからせるって……あの、具体的には？」

「ん？　知りたいの？　紗衣も言うようになったね」

　たどり着いた場所は寝室のベッドの上で、尋ねなくてもこれからなにが起こるのかわかる。

「俺の気持ちが理解できるまで、たくさん愛してあげる」

「あの、たくさんって……？」

　参考までに聞いてみた。

「今日はなんだか、質問ばかりだな。そんな短時間で伝えられるわけないだろ？　朝までかかっても無理なら、明日もあるから」

「えっ……んっ」

　驚いた紗衣が言葉を発する前に、裕貴によって唇がふさがれた。だんだんと熱く激しくなっていくキスに翻弄され始めると、彼のこと以外考えられなくなってしまう。

　そして彼の宣言どおり、空が白み始め紗衣が眠りにつくまで、裕貴から与えられる愛の享きょう受じゅはやむことがなかった。




「では藤本さん、よろしくお願いしますね」

　ユニヴェールの藤本からの電話を切った紗衣は、他の社員と情報を共有できるように、すぐに内容をプロジェクト推進シートに書き込んだ。

　本格的に動きだしてから、はや三カ月。当初の予定よりもハイスピードで話は進んでいった。これもメンバー全員の努力のたまものだ。

　あの日以来、みどりと接触することもあったが、裕貴の中できちんと過去の話になっているというならば、それ以上紗衣がなにかを言うべきではない。

　なにも感じないわけではない。けれど、裕貴からの言葉を聞いているおかげで、なんとか自分の中で折り合いをつけ、仕事だと割り切っていた。

　彼を信じていればいいだけ。

　紗衣はわずかに残る不安をかき消そうと、自分にしっかりと言い聞かせる。

　それにやはり彼女の提案は魅力的だった。藤本もみどりの出す案を聞くたびに、目を輝かせている。

　ユニヴェールのためにも、この企画は絶対成功させなければならなかった。

　そんな忙しく過ごしている中、帰宅しようと駅に向かっている途中に、スマートフォンが着信を告げた。画面を確認すると見慣れない番号だったが、応答する。

「もしもし……？」

《本城さんの携帯でしょうか？　桧山です》

　思ってもいない人からの電話に一瞬驚いた。

「はい。そうです……あの、なにかあったんですか？」

　わざわざ個人所有の電話番号にまで連絡してくるくらいだ。なにかトラブルがあったに違いない。心配で尋ねたが、相手の声はいたって冷静だ。

《私、あなたに話をしておきたいことがあるの。少しでいいのでお時間いただけないかしら？　今ミカドの近くまで来てるんだけど、これから会えない？》

「あの、大丈夫ですけど。会社に戻ってお話を伺いましょうか？」

　今は手もとに資料もなにももっていない。仕事の話ならば、職場でしたほうがいい。

《いえ、あなたと話がしたいだけだから。駅前にカフェがあったわね。そこでお待ちしています》

　一方的な言葉を残し、電話はいきなり切れてしまった。

　みどりの言葉に違和感を覚えた。

　仕事の話でないなら、いったいなんの話？

　違和感が嫌な予感に変化した頃、紗衣は指定された店に到着した。

　十九時過ぎ。全国チェーンのカフェは、混み合うこともなくすぐに席に座れた。入り口からわかりやすい場所に座ると、みどりの到着を待つ。

　すると五分も経たないうちに、彼女が現れた。グレーのパンツスーツを着こなし、さっそうと店内に入ってくる。みごとに洗練された彼女は否応なしに目についた。

　紗衣が立ち上がって頭を下げると、さっそうとこちらに向かって歩いてきた。

「ごめんなさい。呼び出しておいて待たせるなんて」

「いえ。私も近くにいましたので」

　お互い席に着くと、みどりの注文に合わせてコーヒーを注文した。店員がいなくなると、すぐに話が始まった。

「単刀直入に聞くけど、あなた裕貴と付き合ってるの？」

「え？」

　予想もしていなかった質問に、面をくらって聞き返す。

「あら、聞こえなかったかしら？　裕貴と付き合っているかどうか聞いたんだけど」

　威圧的な態度に、紗衣は言葉を失う。その姿は紗衣が知っている彼女のイメージとかけ離れているからだ。

　どうして……こんなことを聞くんだろう？

　だんだんと胃がムカムカしてくる。なにをどう話せばいいのかわからず、紗衣は席を立つ。

「お仕事の話じゃないなら、失礼してもいいですか？」

　頭の中に鳴り響くけたたましいほどの警鐘が、この場から逃げろと伝えてくる。

「あら、まだコーヒーも飲んでいないのに？　それに、仕事に無関係だとは言ってないわよ」

　立ち上がったものの、仕事にも関係してくると言われるとこの場から去ることができない。紗衣は逃げ出したいと思いながらも、もう一度椅子に座ってみどりに向き合った。

　店員がコーヒーをふたつ運んできて、それぞれの前に置いた。

　沈黙がつらくて、コーヒーにミルクを入れて混ぜる。話を早く終わらせたいような、聞きたくないような複雑な心境だった。

　みどりがひと口コーヒーを飲み、カップをソーサーに戻した。

「急に、不躾な質問してごめんなさいね。私、回りくどい話嫌いなのよ」

　紅い口紅が引かれた唇がニコッと笑う。しかしそこには親しみやすさは感じられず、逆に警戒心を煽った。

「いえ……さっきのご質問は、仕事にいったいどういう関係があるんでしょうか？」

　訊かれた質問に、質問で返した。

「まあとりあえず裕貴のことは置いておいて……今回の企画ってあなたの案なのよね？」

「はい……最初に言い出したのは私です」

「この企画がイチかバチかって内容だってことは理解しているの？」

「えっ？」

　最初は紗衣も実現するとは思っていなかった。けれど、裕貴が形にしてくれ、企画会議でも上の了承を得ている。それなのに〝イチかバチか〟というのはありえないのではないだろうか。

「この企画だけど、裕貴がかなり無理して通したらしいわよ。全責任は自分が取るって言って。だから上も渋々了承したんだって。これってどういうことかわかる？」

「失敗したら、課長は……」

「これまで積み上げてきたものが、なくなるわね」

　もしうまくいかなかったら……。

　そのことを想像してしまい、紗衣はブルッと身体を震わす。まさかそんなこととは知らずに、成功することしか考えていなかった自分を浅はかだと思う。

「あら、別に失敗を前提に話をしているわけじゃないのに、そんな顔しないで」

　みどりがにっこりと微笑み、話を続けた。

「じゃあ、聞くけど、この企画を成功させるにはどうしたらいいと思う？」

「それは……ここまで順調に進んできました。だから今のメンバーでがんばればきっと――当社の品質、ユニヴェールの販売力、そしてなによりも桧山さんのネームバリューがあればきっと成功します」

　思わず力が入ってしまう紗衣に、みどりが冷たい笑みを浮かべる。

「そう、私のネームバリューも必要よね？」

「……はい」

　もって回った言い方が紗衣を不安にさせる。

「そう、この企画には私が必要。だけどもし、私が契約書に判を押さないって言ったらどうする？」

「えっ！　どうして、そんな。あんなにいろいろと案を出していましたよね!?」

　突然の話に驚いて、声が大きくなる。周りの客数人がこちらを見ているが、紗衣はそれさえも気がついていない。

「別に〝押さない〟って言ってるわけじゃないわ。条件があるってこと」

「それは、どういう条件ですか。すぐに会社に持ち帰って協議します」

「あははは――あなたってば、本当にまじめね」

　いきなりみどりが笑い始めた。

　こんな大事な話をしているときなのに、どういうつもりなの？

　この場で笑い声を上げるみどりの一挙一動を、紗衣は理解することができない。

「わざわざ会社に戻らなくても、すぐにここで答えを出してくれればいいわ」

　そして表情を変えず、こう言った。

「私、裕貴とよりを戻したいの」

　単刀直入すぎる言葉に、紗衣は絶句するしかなかった。まさかそんな条件を出してくるとは思わず目を見開く紗衣を見て、みどりはケラケラと笑っている。

　なにが……そんなにおかしいの？

　なんだかバカにされているような気がしてならない。

「よりを戻すって……、桧山さんご結婚されているのに！」

　思わず責めるような言い方をしてしまう。

「桧山と私は、今、離婚協議中よ」

「そ、んな……だとしても、いきなりよりを戻すだなんて」

「そうね。でも私、欲しいものは欲しいの」

　これまでも、なんでも手に入れてきたのかもしれない。

　しかし裕貴は今、紗衣と付き合っている。到底無理な話だ。

「この間、再会して思ったの。私にはやっぱり裕貴が合ってるって。だからもう一度彼と付き合いたいの。それにはアナタが邪魔なのよ」

「そんなこと、できませんっ」

　三年間片想いをしてやっと手に入れた恋だ。お互いの気持ちが通じ合い、一緒に過ごすうちに、ますます彼への思いは強くなっている。

　それなのにいきなり別れろだなんて、受け入れられるわけはない。

「まぁ、そういう反応が返ってくることは、予想済み。でも考えてちょうだい。あなたの決断ひとつで、裕貴の将来がどうなるのかってことを、ね？」

「課長の将来ですか？」

　裕貴が仕事に心血を注いでいるのは、誰よりも近くにいる紗衣が一番知っている。

　しかしここでみどりがプロジェクトに参加せず、失敗してしまうとなると、全てが水の泡になるということだ。

「そんなの……ダメです」

　裕貴は最近、臨時的に海外事業課の仕事も受けもっている。通常業務にプラスされて大変なはずなのに、むしろ生き生きとしている。

　そんなことから、ドイツへの海外赴任の話も出てきていると聞いた。彼の夢のひとつがもうすぐ叶うかもしれないのだ。

　そんな裕貴の将来を自分の選択ひとつでダメにしてしまう。それは紗衣には耐えがたいことだった。

　本当に裕貴のことが好きだからこそ、彼の未来をつぶすことなんてできない。

　それにもし、みどりの言うことを無視して裕貴と付き合っていたとしても、きっと罪悪感にかられて、彼のそばにいること自体がつらくなってしまう。

　どちらにしろ、茨いばらの道だ。

　それならば、犠牲になるのは自分だけでいい。紗衣は心が引きちぎられる思いをしながらも、すぐに決断した。

「私が、課長と別れれば、それで桧山さんは満足なんですか？」

　膝の上で拳を強く握る。声を震わせないようにするのが精一杯だ。

「そうね。まずは、目め障ざわりなあなたがいなくなってくれないとね……。私、昔の男が他の女と幸せになるの、嫌なのよ」

　自分は裕貴と別れた後、すぐに結婚までしたのに、なんという言い方だろう。

　それに、普通に考えて、裕貴のことが好きならば彼を困らせるようなことはしないはずだ。しかし、彼女は自分が欲しいものを手に入れるために、手段は選ばない。

　こんな考えのみどりに屈しなくてはいけなくて、情けない。

　けれど裕貴のことを思うと、この選択肢しか紗衣にはないように思う。

「わかりました。おっしゃるようにします」

「そう、よかったぁ。これでプロジェクトも裕貴の未来も安泰ね。大丈夫。あなたの代わりに公私において私が支えるから、心配しないで。じゃあ」

　笑みを浮かべて、テーブルにお金を置くとみどりはさっさと扉の向こうに消えて行ってしまった。自分の思いどおりになり、満足したに違いない。

　けれど紗衣は、怒りと悲しみで微動だにできない。ただ目の前で冷めていくコーヒーを眺めていた。

『紗衣』とやさしく呼ぶ声。あたたかいまなざし。大きな手、たくましくて安心できる胸、時々されるイジワルでさえ、好きだ。

〝好きだった〟ではなく、まだ〝好き〟なのだ。それなのに、彼との恋を終わらせなくてはいけない。それがいくら裕貴のためだとわかっていても、あふれ出してくる涙を止めることなど、できなかった。

　どれくらい時間が経っていたのだろうか。店員に閉店を告げられて紗衣はやっとの思いで立ち上がり、店を後にした。

　どこをどうやって自宅にたどり着いたのかもわからない。ベッドに入ったところで、まったく眠れない。けれど裕貴の幸せを願う紗衣の決心は固く、翌日には行動に移すことにした。いつも胸もとに輝いていた裕貴からのネックレスを外して――。




　仕事が終わり、待ち合わせの本屋に併設されているカフェに向かう。ここは紗衣と裕貴が相席をした思い出のカフェだ。

　紗衣はほんの少し残業しただけで済んだが、裕貴はまだ仕事が残っている。なんとか都合を付けて、少しの間仕事を抜けて出てきてくれる。

　あの日と同じキャラメルラテを注文して席に着いた。

　平日の夜とあって、週末ほどは混雑していない。読書を楽しむ人やパソコンを開いて仕事をしている人が目立つ。

　ここで、ふたりで話をしたの、ついこの間なのにな。

　短い間にいろんなことがあった。裕貴のそばにいられることが本当にうれしくて、ずっとこのまま一緒にいられると、昨日までは思っていた。

　ダメ、ダメ。泣いたりなんかしたら計画が台無しになっちゃう。

　思わず涙がにじみそうになり、慌てて唇を噛んで我慢する。これが裕貴に対してできる恋人としての最後の役割なのだと、自分に言い聞かせて。

　二十分ほど待った頃だろうか、裕貴が走って来るのがカフェの窓から見えた。向こうも紗衣に気がついたようで、笑顔で軽く手を挙げた。

　思わず振り返しそうになった手を、ぐっと握りしめて軽く会釈する。

　裕貴はそれに怪け訝げんそうな顔をした。そしてそのまま紗衣の前に現れる。

「ごめん、遅くなって」

「いえ。なにか飲みますか？」

「いい。すぐに戻らないといけないから。悪い、時間がなくて」

　日が落ちたといっても、まだ残暑の厳しい時期だ。走って来た裕貴はシャツをパタパタとさせている。

「そんなに、時間のかかる話じゃないですから……」

　裕貴の目を見ずに、とにかく決心が鈍らないように努めた。

「なんだか、様子が変だぞ。どうし――」

「お時間がないでしょうから、手短にお話します。これをお返ししようと思って」

　テーブルの上を滑らせるようにして、裕貴の部屋の鍵を差し出した。それを見た裕貴の顔が、驚きそして歪んだ。

「どういうことだ？」

　今までに聞いたこともないような、こわばった声。それが自分に向けられていると思うと、苦しくなる。

「私には、もう必要ありませんから。それとこれも」

　誕生日にもらったネックレスも差し出すと、いよいよ抑えていたはずの裕貴の怒りが、顔ににじみ出た。

「だから、どういう意味だって聞いている」

　本当は、こんなことしたくない。でも……やらなきゃいけない。

　みどりの顔が思い浮かんで、紗衣は大きく息を吸い込むと感情のない目で裕貴をまっすぐに見つめた。

「私たち、終わりにしましょう」

　できるだけ冷静に言ったつもりだ。しかし胸の中はナイフで切り刻まれるような痛みが幾度も走る。まさか自分が裕貴に対してこんな言葉を伝える日が来るとは思っていなかった。

　裕貴はだまったまま、紗衣の顔を射抜くように見つめていた。

「実は私、どうしてもキャリアアップしたかったんです。だからユニヴェールの企画を実現させたかった。そのためにはどうしても課長の協力が必要だったんです。やさしい課長なら彼女の望みをきっと叶えてくれるって思ってましたから」

　これは紗衣が考えた言い訳だ。慎吾の話から、裕貴は計算高い女性に嫌悪感があると聞いている。だからこそ、そういうふうに演じることで、彼に別れを選択させようとしたのだ。

「仕事のために、俺と付き合ったってこと？」

「はい。簡単に言えばそうですね」

　胸が苦しい……痛い、でももう少しだから、我慢しなくちゃ。

　自分にウソをつくことが、こんなにつらいこととは思わなかった。

「課長のおかげで、企画は軌道に乗りました。これが成功すれば、私の人事評価も上がります。まさか、私と別れた腹いせに、評価を下げたりしないですよね？」

　誰よりもそういったことを嫌う裕貴がやりそうもないことを言い、紗衣は彼を怒らせようとした。

　怒りが大きければ大きいほど、きっとすっぱりと別れることができる。

「紗衣……ちゃんと俺の顔を見て？」

　感情を抑えた裕貴が、やさしく紗衣に語りかける。思わず彼の言うとおりに、裕貴を見つめてしまった。

　その顔を見て、胸が締め付けられるように痛む。理由があるにせよ、彼を傷つけているのは、間違いなく自分なのだから。

　しかしここでひるんではいけない。自分のやるべきことを見失わないように、笑顔の仮面をつけた。

「課長……そんな難しい顔しないでくださいよ。確かに利用したことは謝ります。でも、課長だって少しは私との恋人ごっこ楽しみましたよね？」

「〝恋人ごっこ〟ね……」

　自分で発した〝恋人ごっこ〟という言葉に傷つく。

「そうです。〝ごっこ〟です」

　きっぱりと言い切った。心のキズはどんどん大きくなっていくが、乗り越えなくてはいけない。

「だから、これと、これは……お返しします」

　一歩も譲らない紗衣の目を見て、裕貴が「わかった」と言って、テーブルの上にあった部屋の鍵をポケットに入れた。

　そう仕向けるようにしたのは自分なのに、心のどこかで裕貴が「ダメだ」と言ってくれることを願ってしまう。

　往生際が悪いな……。

　心の中で揺れつつ、ネックレスの箱も差し出した。

「これも――」

「いや、それは紗衣にプレゼントしたものだから。受け取れない。いらないなら捨ててくれ」

　そんなこと、できるはずない。

　立ち上がると、最後に紗衣の顔を見た。

「ひとりで帰れるか？　紗衣」

　この期に及んでなお紗衣の心配をする裕貴のやさしさが、胸を締め付ける。

「はい」

　これが〝紗衣〟と呼ばれる最後になる。最後までやさしい言葉をかけてくれた裕貴のことを、一生忘れないと誓った。

　カフェの自動ドアが閉じるまで、未練がましいと思いながらも裕貴を目で追う。

　彼の姿が完全に見えなくなった瞬間、頬に涙が伝った。決壊した涙腺は紗衣の意志の力ではどうすることもできず、どんなに拭っても拭ってもあふれ出る涙を止めることができずに、人目をはばからずにしゃくり上げて泣いた。

　本当に好きだった。初めての恋だった。そしてこれから先、彼よりも好きな人が現れるとも思えず、これが最後の恋かもしれない。

　でも、紛れもなく紗衣にとっては〝本物の恋〟だった。

　それが終わってしまった……。

　彼の未来を守れたのだからと自分に言い聞かせようと思っても、この悲しみはごまかしきれない。

　それでも、失ったものばかりではないはずだ。

　裕貴から与えられた愛は、紗衣に自信を与えてくれた。誰にも振り向かれないと思っていたのに、彼に恋をして自分を変えることができた。

　たとえ短い間でも、裕貴が隣にいてくれた。そのことはこれからもずっと心に残る宝物だ。

　それを糧にして、明日からは恋心をひた隠しにして完璧な部下を演じなくてはいけない。裕貴が海外に旅立つそのときまで。




　――あれから一カ月が経ち、すっかり秋めいてきた。

　いろいろと世話になった絵美には〝別れたこと〟だけを伝えた。もちろん、理由を聞きたがっていたけれど、それを話すわけにはいかない。

　もし絵美が裕貴に話をしてしまったら、これまでの我慢が全て水の泡だ。それだけは避けたい。

　絵美が心配してくれていることは、痛いほど伝わってきた。しかし紗衣は〝自分が悪い〟の一点張りでなにも話さずにいた。変なところで頑固な紗衣の性格を知っている絵美はそれ以上なにも言わず、耐え忍ぶ紗衣をだまって見続けてくれていた。

「紗衣ちゃん、今日は濱中さんいないから、一緒に飯行かない？」

　昼休みに入ってすぐ、上迫に声をかけられた。

「お昼……ですか……」

　ここのところ食欲がなく、きちんと食事を摂っていなかった。

　そんな紗衣を心配して、絵美がいるときは強引に社員食堂に連れていかれてランチをすることもあったが、今日は彼女が不在なので、飲み物だけで済ますつもりだった。

　断ろうと口を開いたけれど、その前に上迫が話をまとめてしまう。

「うまい蕎麦屋があるんだ。ひとりだと相席頼まれるから紗衣ちゃん、付き合ってよ、ね？」

　断る隙も与えられずに、先に歩きだしてしまった上迫の後を、紗衣は慌てて追いかけた。

　上迫に連れられて来たのは、会社から程遠くない狭い路地にある小さな店だった。昼時とあって店内に入ったときは満席だったが、すぐに四人掛けのテーブルが空き、案内された。

「紗衣ちゃん、なににする？」

　メニューを渡されて眺めてみるが、あまり食欲がない。

「おすすめはありますか？」

「俺が好きなのは、鴨かもせいろ」

「じゃあ、それにします」

「ん、ＯＫ」

　店員を呼んで、鴨せいろをふたつ注文した。ひとつは上迫用に大盛りだ。

「こんなところにおそば屋さんがあったなんて、知りませんでした」

「営業はけっこう使ってるんだけどね。濱中さんや紗衣ちゃんは社食が多いから、あんまり店も知らないんだろ？　けっこう美味い店があるから、次は別の店に連れていくな」

「はい……ありがとうございます」

　出されたそば茶を飲みながら、そばが来るのを待つ間も、上迫の話を聞き、相槌を打っていた。

「たまには、外で昼飯食うのもいいだろ？」

「そうですね」

　確かに気分転換にはなる。

　とりとめのない話をしているうちに、鴨せいろが運ばれてきた。

　手を合わせて「いただきます」と言い、一口食べた。

「おいしい」

「だろ？　ほら、どんどん食べて。紗衣ちゃん最近元気なかったから、おいしいもの食べて復活してくれよ」

「ありがとうございます」

　職場の同僚にまで心配をかけている現状を申し訳なく思う。

　仕事はミスなくこなしているが、紗衣の変化に上迫も気がついているみたいだ。

　早くふっきって、前みたいに元気に過ごさなきゃ……まずはしっかり食事ね。

　目の前にあるそばを口に運ぶ紗衣を見て、上迫が笑顔になった。

「その調子、その調子」

　上迫に負けじと食事をしていると、店の扉が開き「いらっしゃいませ～」という店員の声が響いた。

　ふと、視線を向けると、そこには原料部の部長と裕貴が店に入ってくる姿があった。

　上迫も気がついたようだ。一瞬顔をしかめたが、紗衣は裕貴を見ていてそれに気が付かなかった。

　部長と目が合うと、こちらに近づいてきた。

「お、上迫と本城さんじゃないか？　満席だし一緒に食べてもいいかい？」

　チラッと裕貴の方を見たが、顔を背けていて表情が読み取れない。

「いい？」

　上迫が紗衣を気遣う。

「えぇ。どうぞ」

　上司の申し出を断ることもできずに了承すると、部長が上迫の横に座った。そうなれば必然的に紗衣の横には、裕貴が座ることになる。

　隣に座った裕貴を意識せずにはいられない。

　別れを告げたあの日以降、こんなに近くにいたことはないのだから。

　部長と上迫がなにか話をしていたが、内容がいっさい入ってこない。

　紗衣の全神経は、裕貴に集中していた。

　テーブルの上に置かれた手を、思わず見つめてしまう。

　つい一カ月前までは、あの大きな手で紗衣を愛おしそうに求めてくれていた。しかしそれは既に過去の話だ。

　わかっているものの割り切れずに、まだ傷ついたままの心の痛みが増す。

　ギュッと目をつむり、痛みに耐えようとしたが結局我慢できずに、もっていた箸をおいた。

「紗衣ちゃん？」

　不思議がる上迫に、無理矢理笑みを浮かべて答えた。

「私、大至急の仕事を忘れていました、先に戻りますね」

　財布からお金を取り出すと、テーブルに置く。

　上迫は怪訝な表情を浮かべている。

　しかし紗衣はそれに気がつかない振りをして、裕貴の顔を見ないように、頭を下げて店を出た。

　こんなことくらいで……。

　いつになったら、この痛みを感じなくなるのか。

　いつになったら、裕貴を見てもなにも感じなくなるのか。

　いつになったら、彼との思い出が消えてなくなってくれるのか。

　紗衣は会社に戻る道すがら、ぐっと涙に耐えた。




　紗衣っ……。

　裕貴はそれまでだまって座っていたが、耐えられずに立ち上がる。

「すみません、ちょっと」

「天瀬課長。ちゃんと昼食は摂ってください。俺が社に戻りますから」

　立ち上がった裕貴に、上迫が硬い声で言った。顔を見ると、真剣な顔をしてこちらを睨んでいる。

　俺には、紗衣を追いかける資格もないって、言いたそうだな。

　ぐっと気持ちを抑えて「そうか」とだけ言った。

　上迫は宣言どおり会計を済ませると、店を出ていった。

「一課は忙しそうだな。新しいプロジェクトを抱えてるから仕方ないか」

　呑気な部長の言葉に裕貴は生返事をして、食べた気もしない昼食を終えた。

　会社に戻りフロアの入り口から中を見ると、紗衣は既に仕事を始めていた。

　席を立った理由は仕事でないことはわかっているが、そう言ってしまった手前、まじめな紗衣は昼休みを返上して仕事をしていたようだ。

「天瀬課長、ちょっといいですか？」

　フロアに足を踏み入れようとしたときに、急に名前を呼ばれ振り向く。

　そこには険しい表情の上迫が立っていた。

「あぁ、かまわない」

　話の内容はだいたい予想がつく。皆の前で話すような内容ではない。

　ミーティングルームに移動した。

　後から入ってきた上迫が扉を閉めるなり、こちらを睨みつけてきた。

「天瀬課長、今だけは上司、部下、関係なく話をさせてください」

　敵意をむき出しの上迫の顔は真剣だ。

「あぁ、そうしてくれ」

　深呼吸をした上迫が改めて口を開く。

「本城のこと、どうしてあんなに傷つけたんですか？」

　ストレートな問いかけに、拳をぐっと握って堪えた。

「傷つけようと思ったわけじゃ――」

「でも結果的に、彼女は傷ついている。違いますか？」

　上迫の言うとおりで、言い返す言葉もない。

「そうだな。俺のせいだ」

　もう少し他の方法があったのかもしれない。

　けれど今となっては遅い。

「俺、ああ見えても本城さんのこと本気でした。だから課長と付き合いだしたって聞いたとき、ショックだったけど……でも課長なら仕方ないかなって、思えた。それなのに――」

　これまで抑えていた気持ちを、裕貴にぶつけた。

「ふたりが別れたなら、俺もう遠慮しませんから。だからさっきみたいに、仕事以外で彼女に関わろうとしないでください」

　睨まれたところで「わかった」と、すぐに納得できるはずがない。

「約束は、できない」

「どうして!?　彼女をあんなふうにしたのはアンタだ。これ以上彼女に悲しそうな顔をさせたら、俺、課長でも容赦しませんから。それだけです」

　最後まで、裕貴を睨みつけたままだった上迫は、踵を返しミーティングルームを出ていく。

　ひとり残された裕貴は大きく息を吐いて、天を仰いだ。

「好き勝手言いやがって」

　そう言った裕貴の拳は強く握られ、怒りに耐えるように震えていた。




　やっと……この日が来たんだ。

　十一月も半ばに差しかかってきた頃、ユニヴェールを中心とする企画の、契約が交わされることになった。

　紗衣はあれからこの企画の成功のために、がむしゃらに働いた。失恋の痛手を忘れるにはもってこいだったのだが、契約を交わす今となってもまだその痛みは継続中だ。

　法務部から戻ってきた契約書をもう一度見直して、不備がないかチェックする。

　これで、大丈夫！

　紗衣は机の上でトントンと書類を揃える。準備は整った。大きく深呼吸をして、気持ちを落ち着けた。

　今日は裕貴もみどりも同席する予定になっている。

　あの日から一度だけ、ふたりが話をしている姿を目撃したことがある。覚悟はしていたけれどやはりつらいもので、思わず目を背けてしまった。

　これでは裕貴に未練が残っていると思われてしまう。

　いろいろな意味で気合いを入れて、応接室の準備に向かった。

　十五時四十分。

　上迫とともに会議室で待っていると、最初に現れたのはユニヴェールの藤本だった。

「いよいよですね」

「はい。まぁ、ここからが本番ですけど」

　藤本の言葉に、上迫はネクタイをギュッと締め直して気を引き締めていた。

　この企画の話がもち上がって以来、藤本とは今までにないほどいろいろな話をした。

　時に意見をぶつけ合いながら結果を追求していくうちに、より強い信頼関係が生まれてきた。

　後は、みどりの到着を待つだけなのだ。

　約束の時間の十六時ギリギリになって裕貴とともに現れたのは、みどりではなくひとりの男性だった。歳はおそらく五十代。ジャケットこそは羽織っているが、ネクタイを締めているわけではない。しかし洗練されたスタイルが、大人の上品さを漂わせていた。

　一瞬、会議室にいる面々が不思議そうな顔をする。しかし次の瞬間、藤本が声を上げた。

「あ、桧山ケイジ……さんっ！」

　慌てて〝さん〟づけしたけれど、思わず呼び捨ててしまうほどの驚きだった。それは紗衣も上迫も同じだった。

「お待たせしてすみません。では、始めましょうか？」

　桧山の声で席に着く。

　みどりさんは、どうしたの？

　なんの説明もなく話が進んでいく。事情を知っているかもしれない上迫の方を見るが、彼も同じように不思議に思っているらしく首を振った。

　いつもは彼女がスタジオＨ側の担当だった。契約に関しては代表であるケイジが行うのでなんら問題はないのだが、やはりみどりの不在が気になる。

　もう一度契約内容について確認をし、三者がそれぞれ押印をして、無事契約は終了した。

「ありがとうございます。これからが本番ですから、精一杯がんばらせていただきます」

　上迫が頭を下げると、拍手で契約締結を祝った。

　雑談を終えた後、上迫と藤本が先に会議室を出る。次いで桧山も立ち上がったので、会議室の扉をあけようと立ち上がると、桧山がそれを止めた。

「本城さん……でしたよね。少しお話があるのですが」

「え……契約の内容についてでしたら――」

「いえ、あなた自身にお話があるのです」

　いったい……どういうこと？

　かつて、みどりにも同じように言われた。

　戸惑った紗衣は、ふいに裕貴に助けを求めるような視線を送ってしまいハッとする。これまで極力目を合わさないようにしていたのに、とっさのときに本音が出てしまう。

　慌てて視線を、桧山に戻した。

「わかりました。あの、おかけください」

　元の席に戻り、桧山の話を聞く。裕貴は紗衣のそばに来て彼女の隣に座った。

　課長……は同席するの？　心強いけれど、どうして？

　話の内容の見当がつかずに、緊張している。そんな資格はないとわかっているけれど、裕貴が同席してくれて助かった。

「このたびは、妻がご迷惑をかけたそうで、大変申し訳ございません」

「えっ？　あの――」

　桧山は頭を下げて謝罪している。

　もしかして、あのこと……ご存知なの？

　隣にいる裕貴を見ると、ゆっくりとうなずく。

「ウソ……でしょう」

　身体の力が抜けて、敬語を使う余裕さえない。

「先日、こちらの天瀬さんからお話を伺いました。たとえどんな状況であったとしても、プライベートの問題を仕事にもち込むとは、完全にルール違反です。仕事のパートナーとしても……そして彼女の夫としても、心から謝罪します」

　紗衣は言葉が出てこなかった。今この状況を把握するのが精一杯だ。

　桧山は裕貴から話を聞いたと言った。ということは、紗衣とみどりの会話の内容を知っているということだろう。

「あの、私――」

　慌ててうまく言葉が出てこない紗衣に代わって、言いたいことを汲み取った裕貴が、経緯の説明をしてくれる。

「紗衣が突然別れ話を切り出すなんて、なにか理由があると思っていたんだ。そうしたら、すぐに原因がわかった。みどり……さんから、すぐに俺に連絡が入り、おそらく紗衣に言ったことと同じような話をされた。そこでピンと来たんだ。きっと彼女なら、俺よりも先に君に話をしているだろうってね」

　実際はそのとおりだ。しかし、裕貴は彼女の話には乗らなかった。

「いくら大きな仕事の話でも、彼女の要求を受け入れるわけにはいかなかった。大事なものを失うわけにはいかないからな。だから俺は彼女の上司であり、夫でもある桧山さんに連絡を取ったんだ」

　目の前に準備された選択肢のどちらかしか選べなかった紗衣とは違い、裕貴は新たな選択肢を見つけてそれを実行に移したのだ。

「彼女には悪いと思ったけれど、この問題を一気に解決できるのは桧山さんだけだからね」

　桧山はもう一度頭を下げた。

「本城さん、そして天瀬さんにもご迷惑をおかけしました。これは全て私の不徳の致すところです。もう少し妻の話に耳を傾けてやるべきでした。そうすれば彼女はこんな暴走をせずに済んだ」

　悔しさをにじませる表情を見て思う。世間一般には憧れの夫婦だとしても、ふたりの間にはふたりにしかわからないことがたくさんあるのだということを。

「あの、それでみどりさんは？」

「今は、自宅で謹きん慎しんさせています。これから戻って、彼女ととことん話をしたいと思っています。私たち夫婦のことで、あなたたちを引っ掻き回してしまって申し訳ない。お詫びというのも変ですが、このプロジェクトに関しては、スタジオＨが総力をあげてやっていきますので、今後共よろしくお願いいたします」

　再び深く頭を下げた桧山に、「こちらこそよろしくお願いいたします」と返すのが、今の紗衣には精一杯だった。




　紗衣と裕貴が桧山の乗ったタクシーをじっと見送る頃には、終業時刻は既に過ぎていた。

　なにか話をしなくてはいけないと思うけれど、紗衣はなにから話せばいいのかわからず、唇をキュッと結んでいた。

「紗衣……ちょっと付き合って」

　久しぶりに名前を呼ばれただけなのに、うれしさがこみ上げてくる。たったひと言で、こんなにも気持ちを揺さぶられる相手の願いを、聞かないわけはなかった。

　エレベーターに乗せられ、連れてこられたのは屋上だった。昼休みには人気のあるこの場所も、終業時刻が過ぎている今はふたり以外誰もいない。

　日が落ち始めた屋上、ふたりの間に風が舞う。紗衣の髪が乱れた次の瞬間――。

　紗衣は裕貴の腕の中にいた。息もできないほど掻き抱かれ、突然のことに驚いた。

　けれど問題が解決した今、抵抗することなどできない。みずから別れを切り出したけれど、あれから一日たりとも裕貴のことを忘れた日などなかったのだから。

　裕貴の匂いに包まれて、身体の奥から幸せが湧き上がってくる。もう一度こんな日が来るなんて、思ってもみなかった。

　どのくらいの時間、そうしていただろうか。裕貴のやさしい声が紗衣の名を呼んだ。

「紗衣……ずっとつらそうに笑ってる紗衣を見てるの、我慢できなかった」

　裕貴の紗衣を抱きしめる腕の力が強くなる。

「課長……みどりさんのこと、いつからご存知だったんですか？」

「紗衣が別れ話を切り出してきて、それと同じタイミングで、みどりからのアプローチが激しくなったんだ。カマをかけたらあっさり認めた」

「そうだったんですか……」

「すぐに紗衣に話をしようと思った。でもずっと俺のことを避けているし、それに根本的な解決に至らないままだと、紗衣はまた自分を犠牲にするだろう？　だから桧山さんに話をして協力がもらえる今日まで、時間がかかってしまったんだ」

　裕貴の腕に力がこもった。紗衣に対する思いの強さが表れているように感じた。

「私、みどりさんに課長と別れるように言われて……っ」

　思い出すと、また涙がにじんできた。

「ひとりで我慢させて、悪かった。でも、俺は別れたつもりなんてなかったんだけどな」

「えっ？　だって合鍵をもっていったじゃないですかっ!?」

　驚いて顔を見上げる。

「確かに鍵は返してもらった。紗衣は変なところで頑固だから一度決めたことは譲らないだろう。俺にも紗衣がどうして別れたいと言ったのか、知る時間が必要だった。ウソをついているのは明らかだったからな」

　裕貴は裕貴で、紗衣のことを思い、いろいろと考えた末のことだった。

「私ってば、すっかり課長に嫌われたと思っていました」

「俺は〝別れる〟だなんてひと言も言ってない」

　思い返してみれば、確かにそうだ。

「でも、そんな――」

「別れたって勝手に勘違いして、俺は捨てられるところだったのか？」

「ち、違いますっ！」

　慌てて否定する紗衣の頬を、裕貴の大きな掌が包み込んだ。

「冗談だよ。俺が、紗衣と別れるはずがないだろ。こんなに大事にしてるのに。たとえどんな状況でも、紗衣だけは手放すつもりはない」

　裕貴の手が、紗衣の目じりに浮かんだ涙を拭う。

「仕事なんていくらでもやり直しがきく。だから俺にとっては、紗衣以上に大事なものなんてないんだ」

　真剣なまなざしは、紗衣の心まで射抜く。

「だから紗衣も約束して。これから先、なにがあっても俺から離れないって。問題は必ずふたりで解決していくって」

　裕貴の言葉に、感動で心が震える。紗衣からの別れの言葉で彼だって傷ついたはずだ。

　けれど彼は諦めなかった。紗衣のことを思い、紗衣のために行動し、そしてふたりの気持ちを守ってくれた。

「逃げ出したりして、すみません。自分にできることが、他にないと思ってしまいました」

　謝る紗衣に、裕貴はやさしいほほえみを向ける。

「これからは、いつでもふたりで。いい？」

「はい」

　返事とともに、また涙がこぼれ落ちる。裕貴に別れを告げてから泣かない夜はなかった。その涙とは違う、幸せに満ちた涙。

「じゃあそろそろ、俺にごほうびをくれてもいいんじゃないか？」

　相変わらずピンとこない表情の紗衣の頬に、裕貴がキスをした。

　驚いた顔をした紗衣だったが、もう一度裕貴の顔が近づいてくると、次はゆっくりと目を閉じた。

　唇が触れる瞬間……。

「愛してるよ。紗衣」

　甘く甘くささやかれて、唇が重なった。

　裕貴の思いがこもった熱いキスが紗衣の傷ついた心を癒し、同時に愛情で満たしていく。

　夕日に染まる屋上で、ふたりは思いを確認し合う。

　ひとつに重なったふたりの影が長く伸びていく。そこにはふたりだけの甘やかな時間がそっと流れていた。




　十二月の大安。真冬にもかかわらず、その日の気温は二十℃近くまで上昇し、十月の中旬と同じくらいのあたたかさだった。

　青空にチャペルの音が鳴り響く。

　そこには慎吾と絵美が、満面の笑みを浮かべて見つめ合っていた。

「それでは、花嫁によるブーケトスを行います。女性の皆さん、前にお集まりください」

　司会者の声で、未婚の女性たちが前に出る。中にはまだ小さな子供もいた。

　円香にいたっては、両手を大きく振ってアピールしている。

　紗衣はその様子を裕貴の隣に立って見ていた。

「ほら、紗衣も行っておいで」

「私は、ここで見ているだけでいいです」

「いいから、ほら」

「えっ？」

　背中を押されて、前につんのめる。バランスを崩しそうになったけれど、なんとかもちこたえた。

「紗衣ー！」

　大声で自分の名前を呼ばれ、驚いて顔をあげる。

「えっ！　わぁ」

　ストンとブーケが胸に落ちてきた。驚いて絵美を見ると、高らかにＶサインをして紗衣にウィンクしている。

「おめでとうございます～」

　司会者の声に合わせて、拍手が巻き起こる。

　恥ずかしくなった紗衣は、小さな声で「ありがとうございます」と言うと、顔を赤くした。

　しかし、今日の主役はあくまで慎吾と絵美だ。すぐに皆の視線がふたりに移る。

「濱中さん、最初から本城さんに投げるつもりだったじゃないですか。とんだ出来レース」

　隣から声が聞こえ顔を向けると、円香が立っていた。

「ブーケをもらって半年以内に結婚しないと、お嫁に行けなくなるらしいですよ」

「え？　そんな話、初めて聞いた……」

　驚く紗衣に、円香は少々冷めた視線を向ける。

「別にいいじゃないですか、半年以内に結婚すれば。課長と」

「え？　あ……」

　以前、円香は裕貴に想いを寄せていると言っていた。けれど、結果的に裕貴は紗衣と付き合うことになった。

　どうしよう……やっぱり傷ついてるよね……？

　どう答えればベストなのかわからずに紗衣が困っていると、円香が呆れたような声を出した。

「謝ったりしないでくださいね。別に私は天瀬課長じゃないとダメってわけじゃないんですから。それに私、今彼氏いますから。外資系の証券マンで、課長よりもずーっと素敵なんですよ」

　円香の話を聞いてホッとした。

「そうなの、よかったね」

「はい。だから、えっと――」

　普段言いにくい話もずばずばいう円香が、珍しく口ごもる。

「あの、いろいろ失礼なことをしてすみませんでした。いつも助けてくれていたのに、お礼も言わずに……ごめんなさい」

　円香が深く頭を下げて、紗衣は慌てた。

「もういいから、顔を上げて、ね？　お祝いの席だし」

　紗衣の言葉に、顔を上げた円香は、にっこりと笑った。

「そうですよね。じゃあ、私、あっちのイケメン集団と名刺交換してきますから」

　さっきまで殊しゅ勝しょうに謝っていた姿はウソだと疑いたくなるほど、浮かれた様子で去っていった。

　……でも、よかった。

　たくましい円香の姿を見て、紗衣は安心した。

　受け取ったブーケに鼻をくっつけると、甘い幸せの匂いがした。




　ブーケトスを遠巻きに見ていた裕貴は、ブーケを手にした紗衣を見て安堵した。

　無事受け取ったみたいだな。

　昨日の夜、絵美からわざわざ電話があり、おそらく遠慮するであろう彼女の背中を押してほしいと脅迫――もとい、依頼を受けていたのだ。

　少し照れた様子の紗衣を見て、彼女らしいと思う。

「うれしそうですね」

　いつの間にか隣に立っていた上迫に「あぁ」と返事をした。

「俺、あんなに課長に啖たん呵か切ったのに、結局ふたりモトサヤに戻って、がっかりです」

　上迫は苦笑いを浮かべた。

「あのときは、悪かったな。お前の言ってることがいちいち正論すぎて、けっこう効いた」

「そうでしょうね。あのときは本気で紗衣ちゃん……おっと、本城さんのこと、自分のものにするつもりでしたから」

　確かにあのときの上迫は本気だった。

「ダメだ。アイツは俺のだからな」

　もう一度彼女を抱きしめたときに、二度と泣かせるようなことはしないと、固く誓った。

「課長がそんなに必死になるなんて、意外です」

「そうだな、自分でも驚いてる。でも仕方がないだろ、それくらい価値のある女だ。お前なら理解できるだろ？」

「えぇ、痛いくらいに」

　上迫は笑った。

「じゃあ、俺、行きますから。二次会の司会は任せてください」

「あぁ、頼りにしている」

　入れ替わりに紗衣が戻ってきた。

「上迫さん、なんの話だったんですか？」

　上迫には悪いが、鈍い紗衣は彼の気持ちに気づいていない。

　裕貴としては、その鈍感さに感謝さえしている。

「なんでもない。それより、ブーケよかったな」

「はい。とってもかわいいです」

　ブーケを見つめて笑う彼女の耳もとでささやいた。

「次の花嫁は、紗衣だな」

「え？」

　紗衣が勢いよく顔を上げた。裕貴が意味ありげな笑みを浮かべると、彼女の顔が赤く染まっていく。

　ずっと、そのままでいい。そのまままっすぐ、俺だけを好きでいてくれ――。




「紗衣、これはこっちの荷物と一緒でいいのか？」

「はい。あ、裕貴さん。そこは自分でやりますからっ」

　紗衣の部屋は引っ越し準備のダンボールでいっぱいになっていた。

　プライベートでの呼び方が〝課長〟から〝裕貴さん〟に替わった頃、紗衣の両親へ挨拶に行ったふたりは、一緒に暮らすべく荷造りをしていた。

「しっかし、荷物多いな」

　部屋を見渡しながら、裕貴は少し呆れた様子だ。

「裕貴さんの部屋に入りますかね？」

「ん～、広い部屋を借りるつもりだけど、向こうで買ったほうがいいものも多いな。送料のほうが高くつきそうだ」

「えっ？　新しい部屋借りるんですか？」

　そんな話は初耳だ。裕貴の部屋に引っ越すつもりだった紗衣は、驚いて確認する。

「正確には借りたっていうか、会社が用意してくれる。ドイツに」

「そうなんですね、ドイツ……え？　ドイツ？」

「そう。昨日内示があった。半年後からドイツ支社に勤務だ」

「う、ウソ……そんなの聞いてないです」

　慌てた紗衣は、手にもっていた本を落としてしまう。

「あぁ、まだ言ってないからな。でも本当だ」

　裕貴が本を拾い、それを紗衣に渡しながら尋ねた。

「ついてきてくれるよな？　天瀬紗衣になって」

　さらっと大切なことを言われて、心の準備ができていない紗衣は焦った。

「っ……それって、もしかして」

「そう、プロポーズ」

　そう言ったかと思うと、ポケットからすっと指輪を取り出した。

「本城紗衣さん……俺と結婚してください」

　裕貴らしい、ストレートな言葉だった。

「ず、ずるいです。こんなときにっ！」

　荷造りをしていたので、デニムにカットソー、それに眼鏡というなんとも地味な格好だ。

「そう？　でもどんな紗衣も俺にとってはかわいいから。それより返事は？」

　窺うように顔を覗き込んできた。

「末永く……よろしくお願いいたします」

　差し出した左手に、裕貴が指輪をはめる。光り輝くダイヤが紗衣の指に幸せの象徴のように輝いた。

「よかった。これでなにがあっても紗衣の一番近くにいられる。取り急ぎ、もっともっと近づきたいんだけど」

　裕貴の熱い瞳が紗衣を見つめると、紗衣はそれに合わせてゆっくりと目を閉じ、彼の唇を待つ。

　左手には輝く指輪。そして右手には『本当の恋を手に入れる方法』――紗衣の恋の手助けになったあの本が握られていた――。




　ふと目を覚まし、隣で眠る紗衣の顔を見ると、少し疲れた顔をしていた。それは紛れもなく裕貴自身のせいなのだけれど。

　昨日の夜、プロポーズに成功した裕貴は、冷静に見えて舞い上がっていた。

　いつもは自分が彼女を守り、支えたいと思っているのに、実際は彼女が近くにいないと、心配でたまらない。

　彼女の存在の大きさを日々実感する。しかしそれと同時に、彼女の不安に気がつけなかった過去の自分を責めることになるのだが。

　気持ちよさそうに眠る紗衣の頬に触れると、くすぐったそうに肩をすくめた。

　かわいいな。

　柄にもなくそんな言葉が裕貴の頭に浮かぶ。仕方ない、恋とはそういうものだと諦めるしかない。

　気持ちよく眠る顔を、眺めていると、紗衣が目をゆっくりとあけた。

「裕貴さん……おはようございます」

　少しかすれている声は、昨夜の裕貴が少々鳴かせすぎたせいだろう。忍耐力はあるほうだと思っていたが、紗衣のこととなるとどうも箍たがが外れてしまう。

　そしてまた気だるげな紗衣を見て、よからぬことを考えている自分を戒いましめた。

「おはよう」

　挨拶を返すと、紗衣は起き上がり、ベッドサイドのチェストに手を伸ばした。どうやら眼鏡を探しているらしい。

　しかし裕貴はそれを阻止した。

「裕貴さん？　私、眼鏡がないとなにも見えないんですけど」

「そうだな」

　もちろん裕貴もそのことは、知っている。だからこそ、彼女の眼鏡を取り上げた。

　こんなデレデレした顔、見られたら困る。

　そんな勝手な理由で眼鏡を取り上げられているとはつゆ知らず、紗衣は不満顔だ。

「もう、朝ごはん作ろうと思ったのに」

　ふくれっ面の紗衣の顔を見た瞬間、裕貴はその膨らんだ頬にキスをした。

「いいって、わざわざ準備しなくて。俺の食べたいものはここにあるから」

　裕貴の指が、紗衣の耳をくすぐる。思わずビクリと反応してしまう、素直な紗衣が愛おしい。

「ゆ、裕貴さんっ？」

「ん？　あ、言い忘れてた。いただきます」

「ち、違います、もう……ちょっと……んっ」

　シーツの中に潜り込んだふたりの甘い朝は、誰にも邪魔されることなく、裕貴がお腹いっぱいになるまで続いた。




　本物の恋は、今ふたりの手の中にある。
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最高のバレンタインキスを手に入れる方法




「これっくらいの、お弁当箱に――」

　ご機嫌で歌を口ずさみ、弁当箱をあけているのは絵美だ。

　お待ちかねのランチタイム。

　この日、紗衣と絵美はお互いお弁当をもってきていたので、他の女子社員と一緒にミーティングルームで昼食を摂ることにした。

「絵美さん、お料理本当に上手になりましたね？」

　ウキウキと箸をもつ絵美の弁当を見て、紗衣は感心した。

　料理教室に通うまでは、おにぎりも握れないと言っていた絵美だったが、彼女の弁当箱の中には、見るからにおいしそうなおかずがキレイに並べられていた。

「まぁ、私にかかれば料理なんてちょちょいのちょいよ！」

　すこし過大評価な気もするが、絵美の成長は著いちじるしいものがある。

　それは料理教室の講師も舌を巻くほどだ。

「慎吾への愛の力よ！」

　力説する絵美の箸から、ミニトマトが転がり落ちた。

「愛の力――ですか……。確かに誰かに食べてもらうほうが上達しますよね」

「そうそう、相手の味の好みを掴めば、胃袋も掴める。そうなれば後はこっちのものよ」

「こっちのものって……絵美さん、もう慎吾さんの奥さんじゃないですか？」

「甘いですねっ！」

　紗衣の言葉にかぶせるように、いきなり話に割って入ったのは、円香だった。

「や、山下さんっ！　ビックリした」

　驚く紗衣を無視して、円香は力説する。

「結婚したって、油ゆ断だん大たい敵てきです。〝不倫〟とか〝浮気〟っていう単語、知らないんですか？」

　円香の言葉を、絵美が鼻で笑う。

「私たち夫婦の辞書に、そんな言葉はないわよ。もし掲載されていても、そのページを即刻破り捨てるから、なんら問題ありません！」

　絵美の言い回しがおかしくて、紗衣は隣でクスクス笑っていた。

　そんな紗衣を円香がチラリと横目で見る。

「本城さん……笑ってますけど、大丈夫なんですか？」

「えっ？　私？」

　きょとんとする紗衣に、円香はため息をついた。

「どれだけ鈍感なんですかっ？　本城さんは気が付いてないかもしれないけど、私を含め天瀬課長を狙っていた女子社員はたくさんいるんですから。みんな彼女ができたって知ってから、キリキリしてますよ」

「えっ！」

　あれだけ魅力のある人だ。いろんな女性から好意を寄せられるのも理解はできる。

「でも、普通彼女がいたら諦めるよね？」

　不安がる紗衣を見て、絵美が助け舟を出した。しかし円香は、首を振る。

「あ・ま・い！　虎こ視し眈たん々たんと付け入るスキを狙っている人だっていますよ」

「誰っ？」

　紗衣よりも絵美の方が前のめりになって話を聞く。社内情報通の絵美が知らぬとあっては、黙っていられなかったのだろう。

「詳細は教えられませんけど、海外事業課の女子です」

　紗衣は必死で海外事業課に在籍する女子社員を思い出そうとするが、ふたりしか顔が浮かばない。ひとりは定年間近のベテラン社員で、もうひとりは産休中だ。おそらくどちらも違う。

「ははぁ～ん。この間のドイツの件で、すっかり課長の虜になったんだね、きっと」

　絵美の言葉に円香がうなずく。

「あのとき、とっても困ってましたもんね。そんなときにヒーローのように現れて、さっと問題を解決されたら、好きになっちゃいますよね？」

　ふたりの会話を聞き、どんどん不安になっていく紗衣は、眉間にしわを寄せ真剣に悩み始める。

　すると紗衣以外のふたりが「ぷっ」と同時に噴き出して笑い出した。

「紗衣ったら、真剣に悩んじゃって、かわいい」

「ホントに、濱中さんじゃなかった……三谷さんが、いつもからかってるの、よくわかります」

　ふたりの笑い声を聞いて初めて、紗衣は自分がからかわれているのだと気づく。

「もう、ひどいですよ」

　からかわれたことに、すこし拗すねたけれど、冗談だとわかってホッとした。

　しかしその安心をすぐに円香が覆す。

「でも、気を抜かないほうがいいと思いますよ。彼女がいたって平気な人なんて、たくさんいますから」

「アンタ、まさか」

　絵美が拳を振り上げる。

「ご、誤解しないでください。私は課長よりももっとハイスペックな彼氏がいますから……でも、だからこそ、ちゃんと彼をつなぎ留める努力は日々怠りません」

「努力って何よ？」

　拳を下ろした絵美が、聞く。参考にするつもりなのだろう。

「そこは企業秘密です！」

「セコイ」

　絵美が唇を尖らせた。

「どうしても知りたいって言うなら、教えますけど？」

　円香のもったいつけた言い方に、紗衣は二度うなずいた。

「これです。一緒に行きません？」

　円香が見せたのは、お菓子教室が主催する体験レッスンのチラシ。

　日付は二月十四日。作るのはフォンダンショコラだ。

　なんか、前にもこんな光景が……。

　絵美に料理教室に誘われた日のことを紗衣は思い出していた。

「教室でラッピングまでやるので、後は渡すだけ！　すごくいいと思いません？」

　円香は絵美にターゲットを絞ったようだ。

「旦那様に、これ渡したら、愛が深まると思いませんか？」

「ん～そうね、いいかも。紗衣はどう思う？」

「手作りいいですね。こういうチャンスがないとなかなか作らないですから」

　料理は毎日のことなのである程度上達するが、お菓子となるとなかなか機会がない。

「でしょ？　だから、一緒に行きませんか？」

　円香が最後のひと押しという具合に、押してくる。

「そこまで言うなら、行こうかな？　ね、紗衣も行くでしょう？」

　バレンタインはちょうど土曜日だ。裕貴と会う約束をしているが、レッスンが終わってから、会えばいい。

「はい。私も行きたいです」

「じゃあ、決定！　私が申し込みしておきますね」

　笑顔になった円香に、絵美が尋ねる。

「ところで山下、料理まったくできないんじゃなかった？　彼氏だますつもり？」

「人聞きの悪いこと言わないでください。誰とどこで作っても、私が作ったのには変わりないですから」

　確かにそうだ。ものは言いようだ。

「また男をだますつもりなのね……」

　絵美が呆れた様子で円香を見る。

「自分だって、この間まで料理できなかったくせに」

　小さな声でつぶやいたが、絵美の地獄耳にはしっかり届いたようだ。

「やました～！」

「わーん。ごめんなさい」

　円香はさっさとテーブルの上を片付けて、脱だっ兎とのごとく逃げ出した。




　金曜日の夜、裕貴は皆が帰った社内で残業をしていた。

　そのとき、スマートフォンが震え着信を告げた。スーツの上着から取り出して、ディスプレイを見た。

【三谷慎吾】と表示されているのを見て、嫌な予感がする。

　しかし鳴り続ける電話を放っておくことができず、通話ボタンをタッチした。

《もしもし、裕貴？　俺、もうダメだ～絵美が……絵美が、ふたりが付き合った記念日を忘れていたんだっ！》

　こちらの状況も確認せずに、一気にしゃべり始めた。

「は？　そんなくだらないことか？」

　基本的に、慎吾の悩みは常にくだらない。裕貴からすればうらやましい限りだ。

《くだらないだと？　俺にとっては大問題だ！》

　裕貴にとってはどうでもいい話だが、口にすればまた面倒なことになりかねないと判断し、だまっておいた。

《あぁ、もうおしまいだ……》

　そのくらいのことで、ここまで悲観的になるものだろうか。男らしい絵美が一笑に付して終わりにするはずだ。

「とりあえず、俺、忙しいから切るぞ」

　そもそも話を聞こうと思ったのが間違いだった。

　後悔しながら通話を終えようとすると、大きな声で引き留められた。

《ちょ、ちょっと待て！　恋愛の先輩からひとつアドバイスをしてやる》

　こんなくだらないことで悩んでいる相手から、アドバイスなんていらん。

「はいはい」

　これを聞けば終わると思い、なげやりな返事をする。

《いいか、よく聞け。女の愛は冷めやすい。特に、記念日やイベントごとを軽んじだしたら、要注意だ！》

　裕貴としては、そういったことに疎い。だから相手もそこまでこだわらないほうが、ありがたいほどだ。

「あぁ、忠告ありがとう。参考にする。じゃあな」

《おい……》

　まだなにか聞こえていたが、どうせつまらない話が続くだけだから、そのまま電話を終えた。

「ったく、時間の無駄だ」

　思わず独りごち、中断していた仕事に取りかかる。

　しかしすぐにしまったばかりのスマートフォンが震えだした。

　無視しようと思ったが、しつこいくらい鳴らし続けるのが慎吾だ。結局いつも応答する羽目になる。

　裕貴は大きなため息をついた後、通話ボタンをタッチした。

「いい加減にしろ！　まだ仕事中だって言っただろ」

《……あの、すみませんでした》

　聞こえてきた声は明らかに慎吾のものではない。

「紗衣？　え、あ、ごめん。確認せずに電話に出たから」

　慌てて言い訳をする。

《いえ、たぶんまだ会社だろうと思って、電話したんです。お邪魔してすみません》

「いや、いい。それよりどうしたんだ？」

　紗衣に罪悪感を抱かせないように、用件を尋ねた。

《今日、料理教室の日だったんです。で、その後、絵美さんと藤本さんとお茶して、今終わったんですけど、もしよければ一緒に帰れないかなと……思って》

　こちらを気遣う様子が電話越しにも感じられて、紗衣らしいと思う。

　こんなふうにいじらしく誘われたら、断れるはずないだろ。

　自己犠牲のかたまりのような紗衣は、甘えるのが下手だ。

　でも最近になってようやく、少しずつ自分の気持ちを口にするようになってきた。

　裕貴にとっては紗衣の控えめなおねだりや甘え方が、愛おしくてたまならい。

「今からこっちを出るから、どこか明るいところで待ってろ」

《ふふっ……私も大人だから、大丈夫ですよ》

　笑う紗衣に、裕貴は念を押す。

「いいから、大人でもなんでも、危ないのは危ないんだから、近くのコンビニで待ってろ」

《はい、わかりました》

　電話を終えた裕貴は、すぐにデスクの片付けをして紗衣の待つコンビニまで、急いで向かった。




　到着すると、ガラス越しに雑誌を読んでいる紗衣が見えた。

　近づいて行くと、向こうも裕貴に気がついたようで、笑みを浮かべた。

　すぐ外に出てきた紗衣が、裕貴に駆け寄る。

「お疲れ様です。お仕事大丈夫でしたか？」

「あぁ、月曜の朝、紗衣が手伝ってくれるんだろう？」

　顔を覗き込みながら尋ねた。ちょっとからかうつもりだったが、紗衣には通用しなかった。

「え、あ、はい！　あの、心配なら今から戻って――」

　まじめな紗衣は、どうしても裕貴の仕事のことが気になってしまうようだ。

「冗談！　気にしないでいい。全く問題ないから」

　相変わらずだな。

　思わず苦笑を浮かべた。

「ほら、それこっちに渡して」

　裕貴は紗衣のもっているコンビニのビニール袋を渡すように言う。

「軽いから平気です」

　慌てて遠ざけた紗衣だったが、それよりも早く裕貴がそれを取り上げた。

「ほら、紗衣が握るのはこっち」

　裕貴は自分の手を差し出した。

「あ……そういうことですか……」

「そう。ほら手を出して」

　促されて差し出した紗衣の手を、裕貴の大きな手が包み込む。そしてそのままコートのポケットに入れ、歩きだした。

「すごくあったかいです」

「だろ？」

　顔をほころばせた裕貴は、もう一度強く紗衣の手を握った。

　しばらく歩いていると、紗衣がなにか思い出したように話し始めた。

「あ、忘れるといけないので先に言わなくちゃ。十四日なんですけど、実は午後から夕方にかけて用事ができたので、それ以降にお会いするのでかまいませんか？」

　土曜日のその日は会う約束をしていた。いつもはだいたい前日から泊まるか、昼の早い時間から会うことが多かったが、用事があるのなら仕方がない。

「問題ないよ。夕方、また連絡してくれればいいから」

「はい、ありがとうございます」

　笑みを浮かべた紗衣を見て、ふと慎吾の言っていたことを思い出す。

『女の愛は冷めやすい。特に、記念日やイベントごとを軽んじだしたら、要注意だ！』

　まさか、紗衣に限ってな……。

　嫌な予感がよぎり、ふと隣で歩く紗衣を見る。

　そこにはいつもと変わらない彼女の姿があり、取り越し苦労に過ぎないとホッと一安心する。

　夜の空気は肌に痛いほど冷たい。お互い白い息を吐きながら裕貴の部屋へ向かった。




　――バレンタイン当日。

　今日のレッスンのメニューは『フォンダンショコラ』だ。三人で協力して作る……はずだったのだが、案の定見ているだけの円香を絵美が注意する。

　見かねた講師が苦笑いをしながら仲裁する。

「お菓子は笑顔で作ったほうが、おいしくできあがるんですよ。どうぞ楽しんで作ってくださいね」

　そう言い残して、次のグループの待つ調理台に移動した。

「そうよね、先生の言うとおりだわ」

　それぞれ真剣に手を動かす。

「あの、ところで……オーブンって最初にあたためるみたいなんですけど、誰か予熱しましたか？」

　お互い顔を見合わせて、左右に首を振る。

　絵美が円香に視線で、行くように伝えたが、円香は首を振り、紗衣にウィンクをした。紗衣はおかしくなって笑いながら、オーブンへ移動する。

　この三人も、なかなか息が合ってきたように思う。

　円香ともいろいろあった。だからこそ以前と違う関係が築けているのかもしれない。

　オーブンを準備して振り返ると、絵美と円香がまた何か言い合いをしている姿が目に入った。

　あれこれ言いつつ、普段から仕事で一緒にいる時間が長い三人なので、適度な役割分担ができる。

　小さなハプニングもところどころあったけれど無事、おいしそうなフォンダンショコラが完成した。

　ラッピングも何種類か準備されていて、講師のアドバイスを受けながら思いを込めて包んでいく。

　裕貴さん、喜んでくれるかな？

　想像して、紗衣は思わずにやけてしまう。

「これで、彼は私から離れられなくなるに違いないわね。ここまでくればこっちのものよ」

　円香の作戦はほぼ成功したようだ。

「絵美さんのも素敵にできましたね」

「うん。一応まだ新婚さんだからね。結婚してもこういう感謝の気持ちみたいなものはずっと伝えていきたいから」

　やさしく笑った絵美を見て、素敵だと思った。

　自分もどんなときでも、いくつになっても素直に愛と感謝を伝えていこうと思った。




　料理教室を出ると、三人で駅に向かう。円香は歩きながら彼に電話をかけていた。

「お菓子作りもけっこう楽しかったね。今度また来てみよう」

「そうですね。ちょっとはまりそうです」

　感想を言い合っていると、隣で円香が声を上げた。

「バカ！　もういいっ！」

　驚いて足を止め、円香を見ると、顔を真っ赤にして目には涙を浮かべている。

「ど、どうしたのよっ？」

　絵美が円香の肩に手をかけると、その大きな瞳から涙があふれ出した。

「うっ……っ、アイツったら、今日会えないって。せっかく円香が生まれて初めて料理したのに、会えないって……ふっ……ぅ」

「そうか……」

　いつもは厳しい絵美も同情する。

　男性にドライなイメージがあった円香が、人目をはばからず泣く姿を見て、今の彼に対して本気で恋をしていることが伝わった。

　いつもは強がっていても、円香も傷つくのだ。今の姿を見たら、いつもの強がりも自己防衛の表れのような気がしてきた。

　歩道の端で、円香が落ち着くまで待つ。

　ひとしきりしゃくり上げた円香は、最後に「ふー」っと大きな息を吐くと勢いよく顔をあげた。

「こうなったら、やけ酒です！　イケメンのいるダイニングバーで憂うさ晴らしです」

「そうそう、それがいいわ！　くよくよしてても、仕方ないよ」

　前向きになった円香の言葉に絵美も同調する。紗衣も言葉にはしなかったが、力強くうなずいた。

「じゃ、行きましょうか？」

「へ？」

　円香の言葉に、紗衣も絵美もきょとんとする。

「〝へ？〟じゃないですよ。もちろん一緒に行ってくれるんですよね？」

「ど、どうして私たちが!?」

「だって、さっき賛成してくれたじゃないですかっ！　それに円香ひとりで飲んでるとすぐにいろんな男の人に声かけられて大変なんです！」

「なに、そのどさくさまぎれの自慢！」

「あれ、ばれました？　とにかく今日はひとりで飲みたくないんですぅ。お願いしますよぉ」

　すがり付くような瞳で、紗衣を見つめる。

「あの、私はちょっと約束があって……ごめんね」

　ただでさえ、いつもよりも会う時間が遅いのだ。本当なら今にでも裕貴のもとに駆けつけたい。

　かわいそうだけど、ごめんっ！

　しかし謝ったところで、円香は納得しない。

「ひどい！　天瀬課長とラブラブするつもりなんですねっ！　円香が、こんなにつらい思いしてるのに、ふたりとも円香がどうなってもいいんだぁ～」

　また泣き出した円香に、絵美がため息をつく。

「わかったから、私が付き合うから紗衣は許してあげて」

　絵美が苦渋の選択をする。

「紗衣、約束があるんでしょう？　先に帰っていいよ」

　そう言うが、絵美にとっては結婚して初めてのバレンタイン。絵美も楽しみにしていた。

　自分ひとりが裕貴のもとに駆けつけるわけにはいかない。

「いえ、大丈夫です。きっと裕貴さんもわかってくれると思いますから」

「ありがとうございます！　やっぱり本城先輩はやさしいですね。そうと決まったら行きますよ！」

　さっきまで泣いていたはずの円香は、さっさと歩きだしてしまった。後から絵美とふたりで追いかける。

「本当に大丈夫なの？」

「たぶん。先に連絡だけしておきますね」

　ふたりと距離をとった紗衣は、裕貴に電話を掛ける。

《もしもし……》

「紗衣です。あの、今日会う時間少し遅くなっても大丈夫ですか？　実は――」

　事態を説明して、裕貴の返事を待つ。

《……ん、まぁ、仕方ないな》

　少し間があったことがひっかかる。

「あの、本当にごめんなさい」

《いいって、山下のこと俺も知らないわけじゃないし。女同士の時間だって大切だろ？》

「はい、でも……」

「本城さぁん！　早く来てください」

　先を歩く円香が、いつまでたっても来ない紗衣にしびれを切らし、大声で名前を呼んだ。それが電話の向こうの裕貴にも聞こえてしまったようだ。

《いいから、ほら、行ってこい》

「はい、後で連絡しますね」

　電話を切った紗衣は、ふたりに追いついた。そして三人連れだって、円香おすすめのダイニングバーに向かった。

　それから数時間は円香の独断場で、彼の自慢話を延々と聞かされた。お酒が入ってくると時折泣き出したりして感情の起伏も激しく、初めて見る円香の姿に紗衣も絵美も驚くばかりだ。

　チラチラと時計を確認する。時間がどんどん過ぎていき焦った。しかしこのまま放っておくわけにはいかず、絵美とふたり途方に暮れていると、助け舟のように円香の電話が鳴った。

「え？　ホントに？　すぐ行くっ」

　まるで語尾にハートマークがつくようなしゃべり方で、相手が誰なのか察しが付いた。

「彼が会えるようになったって。行ってきます！」

「はいはい、よかったね」

　絵美の嫌味のような返事さえも気にならないのか、円香は満面の笑みを浮かべて出ていった。

　その様子を見たふたりは、お互い肩をすくめ笑うと「帰ろうか？」と言う絵美のひと声で店を後にした。




　――その頃の裕貴は、ひとり車を走らせていた。

　紗衣の電話を受けてから、またもや慎吾のくだらない話が頭に浮かんできてモヤモヤした。

　まさか、紗衣に限ってな……。

　裕貴は自分なりに彼女を大切に扱ってきたつもりだ。

　けれど、彼女の『大丈夫』に甘えて、仕事を優先したことも何度かある。そのとき彼女がなにを思っていたのか、裕貴にはわからない。

　もし慎吾の言う紗衣からの〝要注意〟のシグナルを見落としていたらと思うと気が気じゃない。

　今日はバレンタインだ。どちらかと言えば女性が張り切るイベントのはずなのに、紗衣からはなにも言ってこない。そのことがひっかかる。

　気分転換に車を走らせるものの、頭の中は紗衣のことばかりだ。

　そんな中、スマートフォンに紗衣からの着信があり、彼女を迎えに行くことにした。




　裕貴に連絡をしてほどなく、紗衣と絵美の前にステーションワゴンの青い車が停車した。裕貴の車だ。

　助手席のウィンドウが下りると、運転席に座る裕貴の顔が見える。隣にいる絵美の「早っ！」という小さな声が聞こえてきた。

「濱中も乗っていくか？」

「いえ、慎吾がすぐに迎えに来ますから。それに邪魔しちゃ悪いし」

「え、絵美さん！　邪魔だなんて」

　慌てていると後ろから、クラクションが聞こえた。振り向くと運転席には慎吾の姿がある。

「じゃ、私はここで。お疲れ様です」

　絵美は仕事のときと同じ挨拶を残すと、すぐに慎吾の車に駆け寄って車に乗り込んだ。

　その様子を見て、紗衣も裕貴の車に乗る。

「すみません、わざわざ迎えに来てもらって」

「いや、ちょっと用事で出てたから、気にしなくていい」

　ゆっくりと車を発進させながら裕貴が答えた。

　私は早く会いたかったのにな……でも、全部私の都合だから仕方ないか。

　ワガママだとは思うけれど〝気にしなくていい〟という裕貴の言葉に、紗衣は少し寂しさを覚えてしまう。

　なんとなく会話が途絶えていたところ、裕貴が信号待ちで紗衣の方を見た。

「せっかくだし、ちょっとドライブでもしようか？　最近ちゃんとデートらしいデートしてなかったからな」

「はい！　行きたいです」

　裕貴の提案で、先ほど感じていた淋しさが消えた。彼も自分との時間を大切にしようとしてくれているのだ。

　いつもの見慣れた街並みを外れて、車は進む。

　特に会話が多いわけではないが、お互いのまとう空気で楽しんでいることが伝わる。

　到着したのは、小高い山の上にある展望台だ。車の中からでも夜景を見渡せる。

　車を止めると「ちょっと待ってて」と言い裕貴が外の自動販売機で飲み物を買ってきた。

「どうぞ」

「ありがとうございます」

　差し出されたあたたかいロイヤルミルクティーを受け取る。裕貴が自分のブラックコーヒーをあけて飲んだのを見て、紗衣もひと口飲んだ。身体の芯からあたたまる。

「キレイですね。こんなところがあるなんて知らなかったです」

「車じゃないと、来るのが難しいからな」

　ほんの少しの間、お互い会話もなく夜景を見つめている。ふとナビゲーションシステムに表示される時間を見て、紗衣は驚いた。

　ウソっ！　もうすぐバレンタインが終わっちゃう。

　時刻は二十三時二十分。あと四十分しかない。

「裕貴さん、これ。バレンタインチョコです」

　慌てて教室でラッピングしたフォンダンショコラを差し出す。

「え、あぁ……いや」

　なんだか少し驚いたような顔をした裕貴を不思議に思う。

「あの、チョコは苦手でしたか？　以前は食べていたように思うんですけど」

「いや、好きだ。これ、手づくり？」

「はい。今日絵美さんたちと一緒にお菓子教室で作ったんです。男性陣には内緒で驚かせようって」

　紗衣の言葉に裕貴が「はぁ」と大きく息を吐いて、ハンドルに頭をもたげた。

「え、あの……なにかダメでしたか？」

「なんだ、準備してあったのか……」

「え？」

　紗衣に会うまでの裕貴の苦悩を知らない紗衣にとっては、裕貴の言葉の意味がわからない。

「こっちの話だから気にしないでくれ。あけてもいいか？」

「どうぞ。味はおいしいはずです」

　顔を上げた裕貴は、受け取ったばかりの包みをあける。カップに入ったフォンダンショコラをひとくちかじると「うまい」と微笑んだ。

「よかった～。本当はレンジであたためて食べるとおいしいらしいんですよ」

「らしい、って味見しなかったのか？」

「はい……実は」

　他のグループよりも時間がかかってしまった紗衣たちは、本来ならばするはずの試食をする時間がなくなってしまったのだ。

「そっか、じゃあ紗衣も食べる？」

「いいです。裕貴さんのために作ったんですから。ふたつとも食べてください」

「そうか、じゃあ味見だけでも」

　その瞬間、腕を引かれて裕貴の方へ体が傾く。気がついたときには既に唇が重なっていた。

「えっ……あ……んっ」

　チョコレートの甘さが口の中に広がる。裕貴の手が髪の中に差し込まれて、口づけがより激しくなる。車内に響くキスの音が余計に紗衣の羞恥心を煽あおり、心拍数が上がった。

　長いキスが終わり、裕貴が額をくっつけたまま紗衣に尋ねた。

「どう、うまいだろ？」

「あ、味なんて……わかりません」

　それが紗衣の正直な感想だ。チョコの味がどうのこうの言えるような状態ではない。

　そんな様子の紗衣を裕貴が愛おしそうに見つめる。

「俺、今気が付いた。そのままもいいけど、こうやって食べた方がもっと甘くてうまい」

　もうひと口フォンダンショコラをかじった後、もう一度紗衣に深い口づけをした。

　紗衣が息切れをし始めたころ、裕貴の身体が離れた。

「やっぱり、味わからない？」

　もう一度聞かれて紗衣は、首を横に振った。

「すごく……甘いです」

　真っ赤な顔でそう答えた紗衣を見て、裕貴は満足そうだ。

「じゃあ、ここから先はマンションに戻ってからな。たっぷりチョコのお礼をさせてもらうから、期待しておいて」

　裕貴が額に小さなキスをして、ハンドルを握った。

「き、期待!?」

　素直に言葉に反応して、目を白黒させてしまう。

「俺の頭の中を紗衣でいっぱいにした責任、ちゃんと受けてもらうから」

「そんな……私だって、いつも裕貴さんでいっぱいなのに」

　ふと言葉に出てしまった本音を聞いた裕貴が、車をＵターンさせた。

「そんな殺し文句、いつ言えるようになったんだ？　やっぱり期待じゃなくて、覚悟してもらおうか？」

「どういう意味ですか？」

　首をかしげる紗衣に、裕貴が宣言する。

「朝まで眠らせるつもりはないから」

「……っ！」

　瞬時に顔が赤くなる。どぎまぎする紗衣を見て、裕貴は笑顔になった。

　そして裕貴の宣言どおりに、チョコレートよりも甘いふたりだけの時間は明け方まで続いた。




　翌朝、裕貴の腕の中で目覚める。心地よさにもう一度まどろみそうになるけれど、せっかく一緒に過ごせる朝だ。

　彼女らしく朝食を準備しようと思い、まだ眠っている裕貴を起こさないようにしてベッドから出ようとした。

「えっ……」

　起き上がろうとした途端、グイっとひっぱられて元の位置に戻る。

「裕貴さん、起きてるんですか？」

「ん？　さぁ、どうだろうな」

　抱きしめている腕に力がこもる。

　起きてる……よね？

　いつもそうなのだが、こうなってくるとなかなかベッドから出られない。

「私、朝ごはんの準備しますから、裕貴さんはもう少し眠っていてください」

「いや、朝食よりも大事なことがあるだろう？」

「え……」

　何か忘れていることがあるのだろうか、紗衣は必死になって思い出そうとする。

「昨日はバレンタインだよな？　愛を伝える日だ」

「はい。だからチョコレートを――」

　裕貴が紗衣の唇に人差し指を伸ばし、会話を止める。

「〝愛を告げる日〟なのに、俺は紗衣からなにも聞いてないんだけど」

「そ、それはっ……！」

　面と向かって好きだと口にするのは、付き合ってしばらく経っている今でも恥ずかしい。

「言えない？　もしかしてあれって〝義理チョコ〟ならぬ〝義務チョコ〟？」

「そんなわけないじゃないですかっ！」

「じゃあ、教えて。紗衣の気持ち」

　熱っぽい目で見つめられる。朝からそんなふうに色気を振りまかないでほしい。抵抗できなくなってしまう。

「裕貴さん……好きです」

　顔を真っ赤にしながら、裕貴への思いを口にした紗衣を見て、彼は満足そうな笑みを浮かべた。

「じゃあ、次は態度で示してくれる？」

　裕貴は自分の唇を人差し指でトントンとしている。それが意味することがわかって、紗衣の顔がますます赤くなる。

「本当に？」

「もちろん」

　恥ずかしさで顔から火を噴きそうだ。けれど裕貴の期待のこもった眼に逆らえない。

　紗衣はゆっくりと裕貴の唇に自分の唇を重ねた。ほんの少しの間のキスだった。

「紗衣らしい、かわいいキスだな。でも、来年はこれくらいのを期待しておく」

　言うや否や形勢は逆転し、裕貴が紗衣の唇を奪っていた。

　熱くて濃厚で、紗衣の身体をチョコレートのように溶かしてしまう。

「ん……っ、裕貴、さんっ」

　朝には似つかわしくないキスに紗衣は翻弄され、なにも考えられなくなっていく。

　その姿を見た裕貴は、愛おしさを瞳に宿して紗衣を見つめた。

　最高のバレンタインは、お互いの愛を確かめ合うことで手に入る。

　紗衣は裕貴の腕の中で、まさにそれを体感していた。
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あとがき




　はじめましての方も、お久しぶりの方も、このたびは「エリート上司の過保護な独占愛」をお読みいただきありがとうございます。

　恋愛に奥手な真面目女子と、羊の皮をかぶった肉食（？）上司との恋愛はいかがでしたでしょうか？

　恋愛の指南書がこのお話のキーアイテムとして登場しますが、小説の書き方の指南書なんかも多くありますよね。

　私もたくさん読んだのですが、あまり成果は得られていないような……。

　まぁ、恋も小説も〝習うより慣れよ〟ということでしょうかね。

　誰か「寝ているだけで、本が一冊書ける！」とかいう素晴らしい本を知らないでしょうか？（クズですみません）

　あーだこーだ言わずに真摯に原稿に向き合うのが一番だと考えを改め、今日も元気にパソコンに向かいます！




　さて恒例のお礼コーナーです。

　毎度毎度のことながら「無理です……」連発の高田のお願いを聞いていただいた、編集担当の増子さん、中尾さん。さじを投げずに付き合ってくださってありがとうございました。

　表紙イラストを描いてくださったアオイ冬子さん。おかげで素敵な作品になりました。

　そして最後になりましたが、読者の皆様にはいつも感謝しています。

　ベリーズカフェでの次回作にも手をつけております。楽しんでいただける作品にできるよう努めてまいります。

　またお会いできる日まで。感謝を込めて。





高たか田だちさき


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。










エリート上司の過保護な独占愛





発　行　２０１７年10月10日　初版第１刷発行

著　者　高田ちさき

発行者　松島 滋

発行所　スターツ出版株式会社




〒１０４―００３１

東京都中央区京橋１―３―１　八重洲口大栄ビル７Ｆ

TEL……販売部　０３―６２０２―０３８６

（ご注文等に関するお問い合わせ）

URL……http://starts-pub.jp/




制　作　大日本印刷株式会社






© Chisaki Takada 2017




item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		エリート上司の過保護な独占愛



		１ 最初から両想いの恋などありません



		２ 運命なんて転がっていないのです



		３ 恋には見かけも大事です



		４ 自分磨きが、愛される近道です



		５ 小悪魔には本気で対抗しましょう



		６ 愛される自信をもちましょう



		７ まっすぐに愛を伝えましょう



		８ 本物の恋を手に入れる方法



		特別書き下ろし番外編



		最高のバレンタインキスを手に入れる方法



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/cover.jpg





